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A Trial Translation of Xu Chajing（『續茶經』）

Abstract
　Historically, books of tea, consisting of various topics, were written in China, while customs 

of tea were formed, spread, and matured across the country.   Xu Chajing （『 續 茶 經 』） written 

by Lu Tingcan （ 陸 廷 燦 ）  in the Qing （ 清 ） era is one of them. It includes producing areas, 

cultivation, production, drinking, utensils, effects concerning tea.   It followed Chajing （『茶經』） 

written by Lu Yu （陸羽） in Tang （唐） era. So it was titled Xu Chajing （『續茶經』） as sequel to 
Chajing  （『茶經』）.    It  contains  lots  of  extracts  related  to  tea,  but some of them have been 

scattered and lost. Therefore, it is valuable literature in the field of studying Chinese tea 

culture. But it has not been translated into Japanese yet. Our aim is to contribute to the 

progress of research on Chinese tea culture by showing its translation. In this time, we have 

translated its sections 305–438 in chapter five （「五之煮」） in this trial.
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抄
録中

国
で
は
、
古
く
よ
り
喫
茶
の
風
習
が
広
ま
り
、
文
化
と
し
て
成
熟
す
る
な
か
で
、
茶

書
が
著
さ
れ
た
。
茶
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
茶
の
歴
史
か
ら
産
地
、
栽
培
、
製

造
、
飲
用
、
茶
具
、
効
用
な
ど
、
茶
に
関
わ
る
事
柄
を
総
合
的
に
記
し
た
書
物
の
一
つ
に
、

清
の
陸
廷
燦
が
著
し
た
『
続
茶
経
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
の
陸
羽
が
著
し
た
最
古
の
茶

書
『
茶
経
』
の
続
篇
を
標
榜
し
、『
茶
経
』
の
体
例
に
倣
っ
て
諸
書
の
記
載
を
輯
録
、
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。『
続
茶
経
』
は
長
期
に
渡
る
膨
大
な
記
載
を
収
録
し
て
お
り
、
ま

た
、
散
佚
し
た
書
物
の
記
載
も
含
ま
れ
る
な
ど
、
茶
文
化
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
書
物
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
本
書
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
後
の
茶
文
化
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
日
本
語
訳
を
試
み

た
。
な
お
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
続
茶
經
』 
の
「
五
之
煮
」（
第

三
〇
五
条
〜
第
四
三
八
条
）
を
訳
出
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

『
続
茶
経
』、
陸
廷
燦
、
清
、
茶
書
、
中
国
茶
文
化
、
翻
訳

〈
目
次
〉

は
じ
め
に

「
五
之
煮
」　
第
三
○
五
条—

第
四
三
八
条

―（ ）― 1 94
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は
じ
め
に

唐
代
の
陸
羽
が 『
茶
経
』 

を
著
し
て
以
後
、
中
国
で
は
様
々
な
茶
書
が
著
さ
れ
た
。
な

か
で
も
清
の
陸
廷
燦
が
編
纂
し
た 『
続
茶
経
』 

は
、
茶
の
歴
史
か
ら
産
地
、
栽
培
、
製
造
、

飲
用
、
茶
具
、
効
用
な
ど
諸
書
の
記
載
を
博
捜
し
て
お
り
、
一
大
類
書
と
い
う
べ
き
書
物

で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
茶
文
化
の
多
様
な
あ
り
さ
ま
を
通
覧
し
、
そ
の
形
成
と
変
遷
の

過
程
を
知
る
上
で
、『
続
茶
経
』
は
十
分
な
参
照
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

本
書
は
一
部
の
記
載
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
訳

者
は
そ
の
全
訳
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
原
本
茶
経
』
雍
正
十
三

年
陸
氏
寿
椿
堂
家
刻
本 

（『
茶
経
』 

と 

『
続
茶
経
』 
の
合
刻
本
、
請
求
記
号
は
子
〇
六
八—

〇
〇
〇
三
） 

を
底
本
と
し
、
原
文
と
和
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。
た
だ
し
、『
続
茶
経
』 

は

版
本
間
に
、
ま
た
引
用
文
と
そ
の
原
本
と
の
間
に
異
同
が
散
見
す
る
。
そ
こ
で
、
方
健
校

注 

『
中
国
茶
書
全
集
校
証
』 （
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
） 

収
録
の 

「
校
証
」 

に
基

づ
き
、
底
本
と
し
た 

『
続
茶
経
』 

に
は
見
え
る
が
、
引
用
原
典
に
無
い
文
字
は 

〘　

〙
中

に
示
し
、 『
続
茶
経
』 

に
お
け
る
脱
字
・
脱
文 （
あ
る
い
は
省
略
） 

は
〔　

〕 
中
に
補
っ
た
。

ま
た
、
底
本
と
他
の
版
本
、
あ
る
い
は
底
本
と
引
用
原
典
と
の
間
の
文
字
の
異
同
は
該
当

箇
所
に
下
線
を
引
い
た
上
で
〈　

〉
中
に
示
し
た
（
脱
字
・
脱
文
・
異
同
が
多
い
場
合
は

必
要
最
低
限
を
示
す
に
止
め
た
）。
以
上
の
衍
字
・
脱
字
・
脱
文
・
異
同
は
、
訳
に
適
宜

反
映
さ
せ
た
。
こ
の
ほ
か
、
陸
廷
燦
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
引
用
原
典
の
割
注

は
原
文
の 

（　

） 

中
に
示
し
、
和
訳
の 

（　

） 

に
は
原
文
割
注
の
訳
お
よ
び
筆
者
が
補
っ

た
人
名
、
地
名
、
年
代
な
ど
の
説
明
を
示
し
た
。
詩
の
和
訳
は
ま
ず
訓
読
を
示
し
、（　

）

に
和
訳
を
示
し
た
。

『
続
茶
経
』 

の
内
容
は
陸
羽 『
茶
経
』 

の
体
例
に
従
い 「
一
之
源
」 「
二
之
具
」 「
三
之
造
」

「
四
之
器
」 「
五
之
煮
」 「
六
之
飲
」 「
七
之
事
」 「
八
之
出
」 「
九
之
略
」 「
十
之
図
」 

に
分
か
れ

て
お
り
、
末
尾
に
「
茶
法
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
序
や
凡
例
を
加
え
る
と
、
全
体

の
文
字
数
は
十
万
字
近
く
あ
る
。
本
稿
の
紙
幅
は
限
ら
れ
る
た
め
、
以
下
で
は
「
五
之

煮
」
の
す
べ
て
に
あ
た
る
第
三
〇
五
条
か
ら
第
四
三
八
条
ま
で
を
訳
出
し
た
。
こ
れ
よ
り

前
の
訳
は
本
誌
第
五
十
巻
一
号
～
五
十
四
巻
第
一
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
訳
出
に
あ
た
っ
て
主
に
参
照
し
た
文
献
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　【
日
本
語
】

久
保 

天
随
・
鈴
木
虎
雄
等　

訳
解
『
続
国
訳
漢
文
大
成
』 「
文
学
部
」 （
国
民
文
庫
刊
行
会
、

一
九
二
八
～
一
九
三
二
年
）

長
澤
規
矩
也　

編
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』 （
汲
古
書
院
、
一
九
七
四
～
一
九
七
九
年
）

布
目 

潮
渢
・
中
村
喬　

編
訳 

『
中
国
の
茶
書
』 （
東
洋
文
庫
二
八
九
、
平
凡
社
、
一
九
八
五

年
）

布
目
潮
渢　

編
『
中
国
茶
書
全
集
』 （
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）

石
川
忠
久 『
茶
を
う
た
う
詩
「
詠
茶
詩
録
」
詳
解
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

　
　【
中
国
語
】

鄭
培 

凱
・
朱
自
振　

主
編
『
中
国
歴
代
茶
書
匯
編
校
注
本
』（
商
務
印
書
館
〔
香
港
〕、

二
〇
〇
七
年
）

姜
欣
・
姜
怡
今　

訳 『
漢
英
対
照　

茶
経
・
続
茶
経
』 （
湖
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）

張
峰
書　

整
理
『
茶
経
・
続
茶
経
』（
万
巻
出
版
公
司
、
二
〇
〇
九
年
）

郭
孟
良　

注
釈
『
茶
経
・
続
茶
経
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

楊
東
甫
・
楊
驥　

編
著 『
中
国
古
代
茶
学
全
書
』 （
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

朱
自
振
・
沈
冬
梅　

編
著
『
中
国
古
代
茶
書
集
成
』（
上
海
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

方
健　

校
注
『
中
国
茶
書
全
集
校
証
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）

朱
剛　

訳
注
『
茶
経
・
続
茶
経
』（
北
京
時
代
華
文
書
局
、
二
〇
一
九
年
）

杜
斌　

訳
注
『
茶
経
・
続
茶
経
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
九
年
）
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續
茶
經
卷
下

嘉
定
陸
廷
燦
　
幔
亭
　
輯

五
之
煑

第
三
〇
五
条

　
　
【
原
文
】

唐
陸
羽
六
羡
歌
、
不
羡
黃
金
罍
、
不
羡
白
玉
盃
。
不
羡
朝
入
省
、
不
羡
暮
入
臺
。
千
羡

萬
羡
西
江
水
、
曾
向
竟
陵
城
下
來
。

　
　
【
和
訳
】

唐
の
陸
羽
「
六
羡
歌
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羨
ま
ず
黄
金
の
罍
、
羨
ま
ず
白
玉

の
盃
。
羨
ま
ず
朝
に
省
に
入
る
、
羨
ま
ず
暮
に
台
に
入
る
。
千
羡
万
羡
す
る
は
西
江
の

水
、
曾
て
竟
陵
に
向
か
い
て
城
下
に
来
た
る
を
。（
黄
金
の
樽
か
ら
酒
を
汲
む
な
ど
羨
ま

し
く
も
な
い
、
白
玉
の
盃
で
酒
を
飲
む
な
ど
羨
ま
し
く
も
な
い
、
早
朝
か
ら
役
所
へ
出
勤

す
る
生
活
な
ど
羨
ま
し
く
も
な
い
、
夕
暮
れ
に
官
庁
へ
出
勤
す
る
生
活
な
ど
羨
ま
し
く
も

な
い
。
私
が
何
よ
り
も
羨
む
の
は
西
江
の
水
が
、
故
郷
の
竟
陵
城
へ
と
流
れ
て
行
く
こ

と
だ
け
で
あ
る
。）」

第
三
〇
六
条

　
　
【
原
文
】

唐
張
又
新
水
記
、
故
刑
部
侍
郎
劉
公
諱
伯
芻
、
于
又
新
丈
人
行
也
。
爲
學
精
博
、
有
風

鑒
。
稱
較
水
之
與
茶
宜
者
凡
七
等
。
揚
子
江
南
零
水
第
一
、
無
錫
惠
山
寺
石
水
第
二
、
蘇

州
虎
邱
寺
石
水
第
三
、
丹
陽
縣
觀
音
寺
井
水
第
四
、
大
明
寺
井
水
第
五
、
吳
淞
江
水
第
六
、

淮
水
最
下
第
七
。
余
𡮢
俱
瓶
於
舟
中
、
親
挹
而
比
之
、
誠
如
其
說
也
。
客
有
熟
於
兩
浙
者
、

言
捜
訪
未
盡
、
余
𡮢
志
之
。
及
刺
永
嘉
、
過
桐
廬
江
、
至
嚴
瀨
、
溪
色
至
淸
、
水
味
甚
冷
、

煎
以
佳
茶
、
不
可
名
其
鮮
馥
也
、
愈
於
揚
子
南
零
殊
遠
。
及
至
永
嘉
、
取
仙
巖
瀑
布
用
之
、

亦
不
下
南
零
。
以
是
知
客
之
說
信
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　

唐
の
張
又
新
『
煎
茶
水
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
故
刑
部
侍
郎
の
劉
公
、
諱
は

伯
芻
、
又
新
の
父
輩
に
あ
た
る
。
公
は
学
殖
豊
か
で
、
深
い
見
識
を
具
え
て
い
た
。
か
つ

て
天
下
の
水
を
比
較
し
て
茶
に
適
し
た
も
の
を
選
別
し
、
七
つ
の
等
級
に
分
け
た
。
す
な

わ
ち
揚
子
江
の
南
零
水
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
に
あ
っ
た
泉
）
を
第
一
、
無
錫
（
現
在

の
江
蘇
省
無
錫
市
）
恵
山
寺
の
泉
水
を
第
二
、
蘇
州
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
虎
邱
寺

の
泉
水
を
第
三
、
丹
陽
県
（
現
在
の
江
蘇
省
丹
陽
市
）
観
音
寺
の
井
戸
水
を
第
四
、
大
明

寺
（
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
に
あ
る
寺
院
）
の
井
戸
水
を
第
五
、
吳
淞
江
（
現
在
の
江
蘇

省
蘇
州
市
か
ら
上
海
市
に
か
け
て
流
れ
る
川
）
の
水
を
第
六
、
淮
水
（
現
在
の
淮
河
）
を

最
下
等
の
第
七
と
し
た
。
以
前
、
私
は
瓶
を
携
え
て
舟
に
乗
り
、
自
ら
汲
ん
で
飲
み
比
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
公
の
話
さ
れ
た
通
り
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
浙
江
の
水
に
詳
し

い
客
人
が
『
あ
な
た
は
良
い
水
を
ま
だ
訪
ね
尽
く
し
て
い
な
い
』
と
言
っ
た
の
で
、
私
は

そ
の
こ
と
を
記
し
て
お
い
た
。
そ
の
後
、
私
は
刺
史
と
し
て
永
嘉
（
現
在
の
浙
江
省
温
州

市
）
に
赴
任
す
る
途
上
、
桐
廬
江
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
桐
廬
県
西
北
を
流
れ
る
分
水

江
）
を
過
ぎ
、
厳
陵
瀬
（
現
在
の
浙
江
省
建
徳
市
か
ら
桐
廬
県
の
間
に
あ
る
峡
谷
）
に

至
っ
た
。
こ
こ
の
渓
流
の
水
は
清
ら
か
で
澄
ん
で
お
り
、
冷
た
く
美
味
で
あ
っ
た
。
こ
の

水
で
上
等
な
茶
を
煎
じ
て
み
る
と
、
そ
の
新
鮮
で
芳
醇
な
風
味
は
言
葉
で
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
揚
子
江
の
南
零
水
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
い
た
。
そ
し
て
永
嘉

に
至
り
、
仙
厳
瀑
布
の
水
を
汲
ん
で
茶
を
煎
じ
た
と
こ
ろ
、
南
零
水
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
客
人
の
説
は
信
じ
る
に
足
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。」
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第
三
〇
七
条

　
　
【
原
文
】

　

陸
羽
論
水
、
次
第
凡
二
十
種
。
廬
山
康
王
谷
水
簾
水
第
一
、
無
錫
惠
山
寺
石
泉
水
第

二
、
蘄
州
蘭
溪
石
下
水
第
三
、
峽
州
扇
子
山
下
蝦

口
水
第
四
、
蘇
州
虎
邱
寺
石
泉
水
第

五
、
廬
山
招
賢
寺
下
方
橋
潭
水
第
六
、
揚
子
江
南
零
水
第
七
、
洪
州
西
山
瀑
布
泉
第
八
、

唐
州
桐
柏
縣
淮
水
源
第
九
、
廬
州
龍
池
山
嶺
水
第
十
、
丹
陽
縣
觀
音
寺
水
第
十
一
、
揚
州

大
明
寺
水
第
十
二
、
漢
江
金
州
上
游
中
零
水
第
十
三
（
水
苦
）
、
歸
州
玉
虚
洞
下
香
溪
水

第
十
四
、
商
州
武
關
西
洛
水
第
十
五
、
吳
淞
江
水
第
十
六
、
天
台
山
西
南
峰
千
丈
瀑
布
水

第
十
七
、
柳
州
圓
泉
水
第
十
八
、
桐
廬
嚴
陵
灘
水
第
十
九
、
雪
水
第
二
十
（
用
雪
不
可
、

太
冷
）。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煎
茶
水
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
陸
羽
は
天
下
の
水
を
論
じ
、
風
味
や
水
質

の
良
い
水
の
順
に
従
い
全
部
で
二
十
の
等
級
に
分
け
た
。
廬
山
（
現
在
の
江
西
省
九
江
市

に
あ
る
山
）
康
王
谷
の
水
簾
水
を
第
一
、
無
錫
（
現
在
の
江
蘇
省
無
錫
市
）
恵
山
寺
の
石

泉
水
を
第
二
、
蘄
州
（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市
）
蘭
渓
の
石
下
水
を
第
三
、
峡
州
（
現
在

の
湖
北
省
宜
昌
市
）
扇
子
山
の
麓
に
あ
る
蝦
䗫
口
水
を
第
四
、
蘇
州
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇

州
市
）
虎
邱
寺
の
石
泉
水
を
第
五
、
廬
山
招
賢
寺
下
方
橋
の
潭
水
を
第
六
、
揚
子
江
の
南

零
水
を
第
七
、
洪
州
（
現
在
の
江
西
省
南
昌
市
）
西
山
瀑
布
水
を
第
八
、
唐
州
桐
柏
県

（
現
在
の
河
南
省
南
陽
市
） 

の
淮
水
源
を
第
九
、
廬
州
（
現
在
の
安
徽
省
合
肥
市
）
龍
池

山
の
嶺
水
を
第
十
、
丹
陽
県
（
現
在
の
江
蘇
省
丹
陽
市
）
観
音
寺
水
を
第
十
一
、
揚
州

（
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
大
明
寺
水
を
第
十
二
、
金
州
（
現
在
の
陝
西
省
安
康
市
）

に
あ
る
漢
江
上
流
の
中
零
水
を
第
十
三
（
こ
の
水
は
苦
い
）、
帰
州
（
現
在
の
湖
北
省
宜

昌
市
秭
帰
県
）
玉
虚
洞
下
の
香
渓
水
を
第
十
四
、
商
州
（
現
在
の
陕
西
省
商
洛
市
）
武
関

の
西
に
あ
る
洛
水
を
第
十
五
、
吳
淞
江
水
を
第
十
六
、
天
台
山
（
現
在
の
浙
江
省
天
台
県

に
あ
る
山
）
西
南
峰
の
千
丈
瀑
布
水
を
第
十
七
、
柳
州
（
現
在
の
広
西
省
柳
州
市
） 

の
円

泉
水
を
第
十
八
、
桐
廬
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
桐
廬
県
）
の
厳
陵
灘
水
を
第
十
九
、
雪

水
を
第
二
十
と
し
た
（
雪
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
は
い
け
な
い
、
冷
た
す
ぎ
る
か
ら
で
あ

る
）。」

第
三
〇
八
条

　　
【
原
文
】

唐
顧
况
論
茶
〈
茶
論
〉、
煎
以
文
火
細
烟
、〘
煑
以
〙
小
𪔂
長
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　

唐
の
顧
况
『
論
茶
』
に
は
「
茶
は
細
い
煙
が
立
つ
く
ら
い
の
弱
火
で
煎
じ
、
小
さ
な
鼎

と
長
泉
（
現
在
の
山
西
省
運
城
市
の
宜
蘇
山
に
あ
る
泉
）
の
水
で
煮
る
」
と
あ
る
。

第
三
〇
九
条

　
　
【
原
文
】

　

蘇
廙
仙
芽
傳
第
九
卷
載
作
湯
十
六
法
謂
、
湯
者
、
茶
之
司
命
。
若
名
茶
而
濫
湯
、
則
與

凡
味
同
調
矣
。
煎
以
老
嫩
言
凡
三
品
、
注
以
緩
急
言
凡
三
品
、
以
器
標
者
共
五
品
、
以
薪

論
者
共
五
品
。
一
、
得
一
湯
、
二
、
嬰
湯
、
三
、
百
壽
湯
、
四
、
中
湯
、
五
、
斷
脈
湯
、

六
、
大
壯
湯
、
七
、
富
貴
湯
、
八
、
秀
碧
湯
、
九
、
壓
一
湯
、
十
、
纏
口
湯
、
十
一
、
減

價
湯
、
十
二
、
法
律
湯
、
十
三
、
一
面
湯
、
十
四
、
宵
人
湯
、
十
五
、
賤
湯
、
十
六
、
魔

湯
。

　
　
【
和
訳
】

　

唐
の
蘇
廙
『
仙
芽
伝
』
第
九
巻
「
作
湯
十
六
法
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
湯
は
茶

の
命
運
を
握
っ
て
い
る
。
上
等
な
茶
を
煎
じ
る
の
に
湯
を
選
ば
な
い
と
、
平
凡
な
茶
と
同

じ
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
茶
湯
は
煎
じ
る
時
間
の
長
短
に
よ
っ
て
三
つ
の
等
級
が
あ
る
。

注
ぐ
速
さ
に
よ
っ
て
三
つ
の
等
級
が
あ
る
。
器
の
良
し
悪
し
を
基
準
と
し
て
五
つ
の
等
級

91



近畿大学短大論集　Vol.55，No.1,  2022

―（ ）― 5

が
あ
る
。
薪
炭
を
論
じ
る
と
五
つ
の
等
級
あ
る
。
こ
れ
ら
の
等
級
に
応
じ
て
茶
湯
を
分
類

す
る
と
、
第
一
は
丁
度
良
い
加
減
で
煎
じ
た
得
一
湯
、
第
二
は
煎
じ
る
加
減
が
不
十
分
な

嬰
湯
、
第
三
は
煎
じ
す
ぎ
た
百
寿
湯
、
第
四
は
注
ぐ
速
さ
が
適
切
な
中
湯
、
第
五
は
切
れ

切
れ
に
注
ぐ
断
脈
湯
、
第
六
は
茶
の
割
合
が
多
く
て
湯
が
少
な
い
大
壮
湯
、
第
七
は
金
銀

の
器
で
煎
じ
た
富
貴
湯
、
第
八
は
玉
製
の
器
で
煎
じ
た
秀
碧
湯
、
第
九
は
磁
器
で
煎
じ
た

圧
一
湯
、
第
十
は
金
属
製
の
器
で
煎
じ
た
纏
口
湯
、
第
十
一
は
陶
器
で
煎
じ
た
減
価
湯
、

第
十
二
は
伝
統
的
な
掟
を
厳
守
し
て
煎
じ
た
法
律
湯
、
第
十
三
は
燃
え
さ
し
の
薪
や
炭
で

煎
じ
た
一
面
湯
、
第
十
四
は
乾
燥
さ
せ
た
糞
を
燃
や
し
て
煎
じ
た
宵
人
湯
、
第
十
五
は
竹

や
木
の
枝
を
燃
や
し
て
煎
じ
た
賎
湯
、
第
十
六
は
煙
の
多
い
薪
炭
で
煎
じ
た
魔
湯
で
あ

る
。」

第
三
一
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

丁
用
晦
芝
田
錄
、
唐
李
衞
公
德
裕
喜
惠
山
泉
、
取
以
烹
茗
。
自
常
州
到
京
置
驛
騎
傳

送
、
號
曰
水
逓
。
後
有
僧
某
〈
某
僧
〉
曰
、
請
爲
相
公
通
水
脉
、
蓋
京
師
有
一
眼
井
、
與

惠
山
泉
脉
相
通
、
汲
以
烹
茗
、
味
殊
不
異
。
公
問
、
井
在
何
坊
曲
。
曰
、
昊
天
觀
常
住
庫

後
是
也
。
因
取
惠
山
、
昊
天
各
一
瓶
、
雜
以
他
水
八
瓶
、
令
僧
辨
晰
。
僧
止
取
二
瓶
井

泉
、
德
裕
大
加
竒
嘆
。

　
　
【
和
訳
】

　

唐
の
丁
用
晦
『
芝
田
錄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
李
徳
裕
は
恵
山
泉
の
水
を
好
み
、

こ
の
水
で
茶
を
煮
て
い
た
。
水
を
運
ば
せ
る
た
め
に
、
恵
山
泉
の
あ
る
常
州
か
ら
長
安
の

間
に
駅
馬
を
置
き
、
こ
れ
を
『
水
逓
』
と
呼
ん
だ
。
後
に
、
あ
る
僧
が
李
徳
裕
に
対
し
て

水
脈
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
た
。
長
安
の
井
戸
と
恵
山
泉
の
水
脈
が
通
じ
て
い

る
の
で
、
そ
の
井
戸
水
で
茶
を
煮
れ
て
も
、
風
味
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
言
う
。
李

徳
裕
は
、
井
戸
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
訊
ね
た
。
僧
は
、
昊
天
観
常
住
庫
の
後
ろ
に
あ
る

と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
李
徳
裕
は
恵
山
泉
と
昊
天
観
の
井
戸
水
を
一
瓶
ず
つ
準
備
し
、
そ

こ
に
他
で
汲
ん
だ
水
八
瓶
を
ま
ぜ
置
き
、
僧
に
見
分
け
さ
せ
た
。
僧
は
恵
山
と
昊
天
の
水

を
入
れ
た
二
瓶
だ
け
を
選
ん
だ
の
で
、
李
徳
裕
は
大
い
に
驚
き
感
服
し
た
。」

第
三
一
一
条

　
　
【
原
文
】

　

事
文
類
聚
、
贊
皇
公
李
德
裕
居
廊
廟
日
、
有
親
知
奉
使
於
京
口
。
公
曰
、
還
日
、
金
山

下
揚
子
江
南
零
水
與
取
一
壺
來
。
其
人
敬
諾
。
及
使
回
、
舉
棹
日
因
醉
而
忘
之
、
汎
舟
至

石
城
下
方
憶
、
乃
汲
一
瓶
於
江
中
。
歸
京
獻
之
。
公
飮
後
、
歎
訝
非
常
曰
、
江
表
水
味
有

異
於
頃
歳
矣
、
此
水
頗
似
建
業
石
頭
城
下
水
也
。
其
人
卽
謝
過
、
不
敢
𨼆
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
祝
穆
『
事
文
類
聚
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
賛
皇
（
現
在
の
河
北
省
石
家
荘

市
賛
皇
県
）
公
の
李
徳
裕
が
朝
廷
で
政
治
を
執
っ
て
い
た
時
、
そ
の
親
戚
が
朝
命
を
受
け

て
京
口
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
）
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
。
す
る
と
、
李
徳
裕
は
親
戚

に
対
し
て
『
都
へ
帰
っ
て
く
る
際
に
、
金
山
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
に
あ
る
山
）
の
麓

に
あ
る
揚
子
江
の
南
零
水
を
一
壷
汲
ん
で
き
て
ほ
し
い
』
と
頼
ん
だ
。
親
戚
は
か
し
こ

ま
っ
て
引
き
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
船
に
乗
っ
て
帰
る
日
、
親
戚
は
酒
に
酔
い
、
水
の
こ

と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
船
が
石
頭
城
（
現
在
の
南
京
市
に
あ
っ
た
城
）
に

至
っ
た
と
こ
ろ
で
よ
う
や
く
思
い
出
し
、
そ
の
場
を
流
れ
る
川
の
水
を
一
瓶
汲
み
あ
げ
、

都
に
帰
る
と
、
こ
の
水
を
李
徳
裕
に
贈
っ
た
。
李
徳
裕
は
水
を
飲
む
や
大
層
驚
き
『
揚
子

江
の
水
の
味
も
昔
と
変
わ
っ
た
こ
と
だ
。
こ
の
水
は
建
業
（
江
蘇
省
南
京
市
）
石
頭
城
の

水
に
そ
っ
く
り
だ
』
と
言
っ
た
。
親
戚
は
聞
く
や
い
な
や
謝
罪
し
、
事
実
を
素
直
に
打
ち

明
け
た
。」
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第
三
一
二
条

　
　
【
原
文
】

　

河
南
通
志
、
廬
仝
茶
泉
在
濟
源
縣
。
仝
有
莊
在
濟
源
之
通
濟
橋
二
里
餘
、
茶
泉
存
焉
。

其
詩
曰
、
買
得
一
片
田
、
濟
源
花
洞
前
。
自
號
玉
川
子
、
有
寺
名
玉
泉
。
汲
此
寺
之
泉
煎

茶
、
有
玉
川
子
飮
茶
歌
、
句
多
奇
警
。

　　
【
和
訳
】

　
『
河
南
通
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
廬
仝
が
茶
を
煮
る
水
を
汲
ん
だ
泉
は
済
源
県

（
現
在
の
河
南
省
済
源
市
）
に
あ
る
。
彼
の
田
宅
が
済
源
県
の
通
済
橋
か
ら
二
里
余
り
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
泉
は
現
存
し
て
い
る
。
盧
仝
の
『
将
に
山
に
帰
り
て
冰
僧
を
招
か

ん
と
す
』
詩
に
は
『
一
片
の
田
を
買
い
得
る
、
済
源
花
洞
の
前
（
い
く
ら
か
の
田
地
を
買

い
求
め
た
の
は
、
済
源
県
の
花
洞
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
）』
と
あ
る
。
盧
仝
は
自
ら
玉
川

子
と
号
し
、
そ
の
田
宅
の
近
く
に
は
玉
泉
と
い
う
名
の
寺
が
あ
っ
た
。
盧
仝
は
こ
の
寺
の

泉
で
水
を
汲
み
茶
を
煎
じ
て
『
玉
川
子
飲
茶
』
詩
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
句
は
奇
抜
さ
に

富
ん
で
い
る
。」

第
三
一
三
条

　
　
【
原
文
】

　

黃
州
志
、
陸
羽
泉
、
在
蘄
水
縣
鳳
棲
山
下
、
一
名
蘭
溪
泉
、
羽
品
爲
天
下
第
三
泉
也
。

𡮢
汲
以
烹
茗
、
宋
王
元
之
有
詩
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
黃
州
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
陸
羽
泉
は
、
蘄
水
県
（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市

浠
水
県
）
鳳
棲
山
の
麓
に
あ
る
。
こ
の
泉
は
蘭
渓
泉
と
も
い
い
、
陸
羽
が
天
下
第
三
の
泉

と
評
し
た
。
彼
は
か
つ
て
こ
の
泉
の
水
を
汲
ん
で
茶
を
煮
て
お
り
、
宋
の
王
禹
偁
（
字
は

元
之
）
は
『
陸
羽
泉
茶
』
の
詩
を
詠
ん
だ
。」

第
三
一
四
条

　
　
【
原
文
】

　

無
盡
法
師
天
台
志
、
陸
羽
品
水
、
以
此
山
瀑
布
泉
爲
天
下
第
十
七
水
〈
泉
〉。
余
𡮢
試

飮
、
比
余
豳
溪
、
蒙
泉
殊
劣
。
余
疑
鴻
漸
但
得
至
瀑
布
泉
耳
。
茍
徧
歴
天
台
、
當
不
取
金

山
爲
第
一
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
無
尽
法
師
『
天
台
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
陸
羽
は
各
地
の
水
を
品
評
し
、

天
台
山
の
千
丈
瀑
布
を
天
下
第
十
七
の
水
と
し
た
。
か
つ
て
私
は
こ
の
水
で
茶
を
味
わ
っ

た
が
、
同
じ
く
天
台
山
に
あ
る
豳
渓
や
蒙
泉
の
水
と
比
べ
て
も
、
と
り
わ
け
劣
っ
て
い

た
。
陸
羽
は
千
丈
瀑
布
に
し
か
訪
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
天
台
山
を
広
く
巡
っ

た
な
ら
ば
、
金
山
の
麓
、
揚
子
江
の
南
零
水
を
天
下
第
一
と
は
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。」

第
三
一
五
条

　
　
【
原
文
】

　

海
錄
、
陸
羽
品
〔
第
〕
水
、
以
雪
水
第
二
十
、〘
以
〙〔
云
〕
煎
茶
滯
而
太
冷
也
。

　　
【
和
訳
】

　

宋
の
葉
廷
珪
『
海
録
砕
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
陸
羽
は
水
を
品
評
し
て
、
雪

水
を
天
下
第
二
十
と
し
た
。
雪
水
を
最
も
低
く
評
し
た
の
は
、
こ
れ
で
茶
を
煮
る
と
、
茶

の
風
味
が
引
き
立
た
ち
づ
ら
く
な
る
上
、
そ
の
性
質
が
あ
ま
り
に
冷
た
い
か
ら
で
あ
る
。」

第
三
一
六
条

　
　
【
原
文
】

　

陸
平
泉
茶
寮
記
、
唐
秘
書
省
中
水
最
佳
、
故
名
秘
水
。
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【
和
訳
】

　

明
の
陸
樹
声
（
号
は
平
泉
） 『
茶
寮
記
』 （『
茶
寮
記
』
に
は
見
え
ず
、
宋
代
の 

『
紺
珠

集
』
に
所
収
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
の
秘
書
省
に
あ
っ
た
泉
水
は
水
質
が
最
も

良
か
っ
た
。
こ
の
た
め
『
秘
水
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。」

第
三
一
七
条

　
　
【
原
文
】

　

檀
几
叢
書
、
唐
天
寶
中
、
稠
錫
禪
師
名
淸
晏
、
卓
錫
南
嶽
磵
上
。
泉
忽
迸
石
窟
間
、
字

曰
眞
珠
泉
。
師
飮
之
、〘
淸
甘
可
口
〙 
曰
、
得
此
瀹
吾
鄕
桐
廬
茶
〘
不
亦
稱
乎
〙
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
王
晫
『
檀
几
叢
書
』（
所
収
の
明
の
周
高
起
『
洞
山
岕
茶
系
』）
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。「
唐
の
天
宝
年
間
（
七
四
三
～
七
五
六
）、
稠
錫
禅
師
、
名
を
清
晏
と
い
う
僧
が
い

て
、
衝
山
（
現
在
の
湖
南
省
中
部
に
あ
る
山
）
の
渓
流
の
ほ
と
り
に
仮
住
ま
い
し
て
い

た
。
あ
る
時
、
石
窟
の
間
か
ら
突
如
と
し
て
泉
水
が
吹
き
出
し
、
そ
こ
に
は
『
真
珠
泉
』

の
三
文
字
が
あ
っ
た
。
禅
師
が
飲
ん
で
み
る
と
、
風
味
や
口
当
た
り
が
良
か
っ
た
の
で
、

『
こ
の
水
で
我
が
故
郷
の
桐
廬
茶
を
煮
れ
ば
、
よ
く
合
う
だ
ろ
う
』
と
言
っ
た
。」

第
三
一
八
条

　
　
【
原
文
】

　

大
觀
茶
論
、
水
以
輕
淸
甘
潔
爲
美
。
用
湯
以
魚
〔
目
〕
蟹
眼
連
絡
〈
繹
〉
迸
躍
爲
度
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
徽
宗
『
大
観
茶
論
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
水
は
穏
や
か
で
澄
み
わ
た
り
、

爽
や
か
な
風
味
の
あ
る
も
の
が
良
い
。
茶
に
用
い
る
湯
の
沸
き
加
減
は
、
魚
や
蟹
の
目
の

よ
う
な
泡
が
勢
い
よ
く
連
な
っ
て
沸
き
立
つ
の
を
目
安
と
す
る
。」

第
三
一
九
条

　
　
【
原
文
】

　

咸
淳
臨
安
志
、
棲
霞
洞
内
有
水
洞
、
深
不
可
測
、
水
極
甘
冽
。
魏
公
𡮢
調
以
瀹
茗
。

又
、
蓮
花
院
有
三
井
、
露
井
最
良
。
取
以
烹
茗
、
淸
甘
寒
冽
、
品
爲
小
林
第
一
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
潜
説
友
『
咸
淳
臨
安
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
棲
霞
洞
（
現
在
の
浙
江
省

杭
州
市
の
西
湖
宝
石
山
に
あ
る
洞
穴
）
に
は
水
の
湧
き
出
す
穴
が
あ
る
。
こ
の
穴
は
底
が

見
え
な
い
ほ
ど
深
く
、
水
は
極
め
て
冷
た
く
風
味
が
良
い
。
昔
、
蘇
頌
が
こ
の
水
で
茶
を

淹
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
蓮
花
院
に
は
三
つ
の
井
戸
が
あ
り
、
な
か
で
も
屋
根
で
覆
れ
て

い
な
い
井
戸
が
最
も
良
い
。
こ
こ
の
水
を
汲
ん
で
茶
を
煮
る
と
風
味
が
爽
や
か
と
な
り
、

臨
安
小
林
第
一
の
水
と
評
さ
れ
て
い
る
。」

第
三
二
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

王
氏
談
錄
、
公
言
茶
品
高
而
年
多
者
、
必
稍
陳
。
遇
有
茶
處
、
春
初
取
新
芽
輕
炙
、
雜

而
烹
之
、
氣
味
自
復
。
在
襄
陽
試
作
、
甚
佳
。
𡮢
語
君
謨
、
亦
以
爲
然
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
王
洙
・
王
欽
臣
『
王
氏
談
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
父
上
（
王
洙
）
は

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
上
等
だ
が
古
く
な
っ
た
茶
は
、
そ
の
ま
ま
し
ば
ら
く
寝
か
せ
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。
茶
の
産
地
に
巡
り
合
っ
た
ら
、
初
春
に
新
芽
を
摘
ん
で
少
し
炙
り
、
寝
か
せ

て
お
い
た
ひ
ね
も
の
と
混
ぜ
て
煮
る
。
こ
う
す
る
と
茶
の
風
味
は
お
の
ず
と
回
復
す
る
。

私
は
襄
陽
（
現
在
の
湖
北
省
襄
陽
市
）
に
い
た
時
、
こ
の
方
法
で
味
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
実

に
風
味
が
よ
か
っ
た
。
か
つ
て
こ
の
事
を
蔡
襄
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
も
そ
の
通
り
だ
と

考
え
た
。」
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第
三
二
一
条

　
　
【
原
文
】

　

歐
陽
修
浮
槎
水
記
、
浮
槎
與
龍
池
山
、
皆
在
廬
州
界
中
。
較
其
味
、
不
及
浮
槎
遠
甚
。

而
又
新
所
記
、
以
龍
池
爲
第
十
、
浮
槎
之
水

而
不
錄
。
以
此
知
又
新
所
失
多
矣
。
陸
羽

則
不
然
、
其
論
〈
說
〉
曰
、
山
水
上
、
江
次
之
、
井
爲
下
。
山
水
、
乳
泉
石
池
漫
流
者

上
。
其
言
雖
簡
、
而
於
論
水
盡
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
欧
陽
修
『
浮
槎
山
水
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
浮
槎
山
と
龍
池
山
は
、
と

も
に
廬
州
（
現
在
の
安
徽
省
合
肥
市
）
の
州
境
に
あ
る
。
両
山
の
水
の
味
を
比
べ
る
と
、

龍
池
山
の
水
は
、
浮
槎
山
に
は
到
底
及
ば
な
い
。
唐
の
張
又
新
は
『
煎
茶
水
記
』
の
中
で

龍
池
山
の
水
を
天
下
第
十
と
評
し
て
い
る
の
に
、
浮
槎
山
の
水
に
つ
い
て
は
一
切
記
し
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
張
又
新
の
記
述
に
は
粗
漏
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、

陸
羽
は
『
山
の
水
は
上
等
で
あ
り
、
川
の
水
は
こ
れ
に
次
ぎ
、
井
戸
の
水
は
下
等
で
あ

る
。
山
の
水
は
鍾
乳
石
か
ら
滴
る
水
や
岩
の
隙
間
の
た
ま
り
水
の
よ
う
に
、
流
れ
の
緩
や

か
な
も
の
が
上
等
だ
』
と
述
べ
て
い
る
。
陸
羽
の
言
葉
は
簡
略
だ
が
、
水
の
こ
と
を
論
じ

尽
く
し
て
い
る
。」

第
三
二
二
条

　
　
【
原
文
】

　

蔡
襄
茶
錄
、
茶
或
經
年
、
則
香
色
味
皆
陳
。〘
煑
時
先
〙
於
淨
器
中
以
沸
湯
漬
之
、
刮

去
膏
油
（
去
聲
）。
一
兩
重
卽
〈
乃
〉
止
。
乃
以
鈐
拑
〈
箝
〉
之
、
用
微
火
炙
乾
、
然
後

碎
碾
。
若
當
年
新
茶
、
則
不
用
此
說
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
蔡
襄
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
餅
は
年
月
を
経
る
と
、
香
り
や
色
、

味
の
い
ず
れ
も
劣
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
餅
は
、
煮
る
前
に
清
潔
な
器
の
中
で
熱
湯
に

浸
し
、
そ
れ
か
ら
表
面
の
油
分
（
油
は
去
声
で
読
む
）
を
削
り
取
る
。
油
分
が
一
、二
層

削
れ
た
ら
よ
い
。
そ
し
て
茶
挟
で
挟
み
、
弱
火
で
炙
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
乾
燥
し
た
ら
薬
研

で
磨
り
潰
す
。
も
し
そ
の
年
の
新
茶
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
は
必
要
な
い
。」

第
三
二
三
条

　
　
【
原
文
】

　

碾
時
、〔
茶
〕
先
以
淨
紙
宻
裹
搥
碎
、
然
後
熟
碾
。
其
大
要
、
旋
碾
則
色
白
、
如
〈
或
〉

經
宿
則
色
昏
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
餅
を
磨
り
潰
す
際
は
、
ま
ず
清
潔
な
紙
で
隙

間
な
く
包
み
、
槌
で
叩
き
砕
く
。
そ
し
て
、
薬
研
で
す
ば
や
く
し
っ
か
り
と
磨
り
潰
す
。

肝
心
な
の
は
、
薬
研
で
碾
い
た
ば
か
り
の
茶
の
粉
末
は
白
い
が
、
一
晩
お
く
と
薄
暗
く
色

あ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。」

第
三
二
四
条

　
　
【
原
文
】

　

〘
碾
畢
卽
羅
〙
、〔
羅
茶
〕
羅
細
則
茶
浮
、
麤
則
沫
〈
水
〉
浮
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
碾
き
終
わ
っ
た
ら
、
ふ
る
い
に
か
け
る
。

ふ
る
い
の
目
が
細
か
い
と
湯
に
茶
の
粉
末
が
浮
か
び
、
粗
い
と
泡
が
浮
か
ぶ
。」
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第
三
二
五
条

　
　
【
原
文
】

　

候
湯
最
難
、
未
熟
則
沫
浮
、
過
熟
則
茶
沉
。
前
世
謂
之
蟹
眼
者
、
過
熟
湯
也
。
沉
瓶
中

煑
之
不
可
辨
、
故
曰
候
湯
最
難
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
を
沸
か
す
加
減
は
最
も
難
し
い
。
茶
を
点
て

る
際
、
湯
の
温
度
が
低
い
と
泡
が
浮
か
び
、
高
す
ぎ
る
と
茶
の
粉
末
が
沈
ん
で
し
ま
う
。

先
人
が
『
蟹
眼
』
と
呼
ん
だ
の
は
、
沸
騰
し
す
ぎ
た
湯
で
あ
る
。
湯
は
底
の
深
い
瓶
で
沸

か
す
の
で
、
沸
き
加
減
を
判
別
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
湯
を
沸
か
す
加
減
が
最
も
難
し

い
の
で
あ
る
。」

第
三
二
六
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
少
湯
多
則
雲 

散
、
湯
少
茶
多
則
粥
面
聚
（
建
人
謂
之
雲
脚
粥
面
）。
鈔
茶
一
錢
匕
、

先
注
湯
、
調
令
極
勻
、
又
添
注
入
、
環
迴
擊
拂
。
湯
上
盞
可
四
分
則
止
、
眡
其
面
色
鮮

白
、
著
盞
無
水
痕
爲
絶
佳
。
建
安
鬬
試
、
以
水
痕
先
退
者
爲
負
、
耐
久
者
爲
勝
。
故
校

〈
較
〉
勝
負
之
說
、
曰
相
去
一
水
兩
水
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
が
少
な
く
湯
が
多
い
と
、
茶
湯
に
浮
か
ぶ
景

色
が
消
え
て
し
ま
う
。
湯
が
少
な
く
茶
が
多
い
と
、
茶
湯
に
浮
か
ぶ
皮
膜
が
厚
く
固
ま
っ

て
し
ま
う
（
建
安
の
人
は
、
こ
の
景
色
を
『
雲
脚
』、
皮
膜
を
『
粥
面
』
と
言
う
）。
茶
の

粉
末
を
一
匙
す
く
っ
て
茶
碗
に
入
れ
る
。
そ
し
て
、
湯
を
注
い
で
茶
が
十
分
均
一
に
な
る

よ
う
調
え
、
さ
ら
に
湯
を
注
ぎ
、
円
を
描
く
よ
う
に
か
き
混
ぜ
る
。
茶
碗
に
注
ぐ
湯
の
量

は
茶
碗
の
四
分
目
ま
で
と
す
る
。
茶
湯
は
表
面
を
観
察
し
て
、
鮮
や
か
な
白
色
を
呈
し
、

茶
碗
に
密
着
し
て
水
の
痕
跡
が
な
い
と
極
め
て
良
い
。
一
方
、
建
安
（
現
在
の
福
建
省
建

瓯
市
）
の
闘
茶
で
は
、
水
の
痕
跡
が
先
に
無
く
な
っ
た
者
を
負
け
と
し
、
長
く
残
っ
た
者

を
勝
ち
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
闘
茶
の
勝
ち
負
け
を
決
め
る
こ
と
を
『
互
い
に
一
水
、
二

水
の
差
が
あ
る
』
と
い
う
。」

第
三
二
七
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
有
眞
香
、
而
入
貢
者
微
以
龍
腦
和
膏
、
欲
助
其
香
。
建
安
民
間
試
茶
、
皆
不
入
香
、

恐
奪
其
眞
〘
也
〙
。
若
烹
㸃
之
際
、
又
雜
以
珍
果
香
草
、
其
奪
益
甚
、
正
當
不
用
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
に
は
自
然
本
来
の
香
り
が
あ
る
。
し
か
し
、

献
上
茶
に
は
少
し
ば
か
り
龍
脳
香
が
混
ぜ
て
あ
り
、
茶
の
香
り
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
。

建
安
で
は
、
民
間
で
茶
を
試
飲
す
る
際
に
香
料
を
加
え
な
い
。
そ
れ
は
、
香
料
が
茶
の
も

つ
本
来
の
香
り
を
損
な
う
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
茶
を
点
て
る
際
、
珍
し
い
果
実

や
香
草
を
混
ぜ
る
と
、
茶
の
香
り
を
甚
だ
し
く
損
な
っ
て
し
ま
う
。
決
し
て
混
ぜ
て
は
な

ら
な
い
。」

第
三
二
八
条

　
　
【
原
文
】

　

陶
穀
淸
異
錄
、
饌
茶
而
幻
出
物
象
於
湯
面
者
、
茶
匠
通
神
之
藝
也
。
沙
門
福
全
生
於
金

鄕
、
長
於
茶
海
、
能
注
湯
幻
茶
成
一
句
詩
、
如
並
㸃
四
甌
、
共
一
首
絶
句
、
泛
於
湯
表
。

小
小
物
類
、
唾
手
辦
爾
。
檀
越
日
造
門
、
求
觀
湯
戲
。
全
自
咏
詩
曰
、
生
成
盞
裏
水
丹

靑
、
巧
畵
工
夫
學
不
成
。

笑
當
時
陸
鴻
漸
、
煎
茶
贏
得
好
名
聲
。
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【
和
訳
】

　

五
代
十
国
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
陶
穀
『
清
異
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を

用
意
す
る
際
、
茶
湯
の
表
面
に
様
々
な
事
物
の
形
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
は
、
茶
事
に

精
通
し
た
人
が
な
す
神
が
か
っ
た
芸
当
で
あ
る
。
僧
の
福
全
は
金
郷
（
現
在
の
山
東
省
済

寧
市
）
に
生
ま
れ
、
茶
の
一
大
産
地
で
育
っ
た
。
彼
は
湯
を
注
ぎ
、
茶
湯
の
表
面
に
一
句

の
詩
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
四
つ
の
茶
碗
で
同
時
に
茶
を
点
て
る
と
、

あ
わ
せ
て
一
首
の
絶
句
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
小
さ
な
事
物
で
あ
れ
ば
、
福
全
は
造
作
な

く
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
檀
家
の
人
々
は
毎
日
寺
を
訪
ね
て
、
そ
の
妙
技
を
披
露
す
る
よ

う
願
っ
た
。
福
全
は
自
ら
『
盞
裏
に
生
成
す　

水
の
丹
青
、
巧
画
の
工
夫　

学
ぶ
も
成
ら

ず
。
却
て
笑
う　

当
時
陸
鴻
漸
の
、
茶
を
煎
じ
て
好
き
名
声
を
贏
ち
得
る
を
（
茶
碗
の
中

に
茶
湯
で
絵
を
描
け
る
が
、
こ
の
技
は
学
ん
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
昔
、
陸
羽
が
茶

を
煎
じ
て
勝
ち
取
っ
た
名
声
な
ど
、
笑
い
飛
ば
し
て
し
ま
お
う
）』
と
い
う
詩
を
詠
ん

だ
。」

第
三
二
九
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
至
唐
而
始
盛
。
近
世
有
下
湯
運
匕
、
别
施
妙
訣
、
使
湯
紋
水
脉
成
物
象
者
。
禽
獸
、

蟲
魚
、
花
草
之
屬
、
纖
巧
如
畵
、
但
須
臾
卽
就
散
滅
、
此
茶
之
變
也
。
時
人
謂
之
茶
百

戲
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
清
異
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
喫
茶
の
習
慣
は
唐
代
に
盛
ん
と
な
っ
た
。
近

頃
は
茶
碗
に
湯
を
注
ぎ
匙
で
か
き
混
ぜ
る
が
、
変
わ
っ
た
妙
技
を
披
露
す
る
者
が
お
り
、

茶
湯
の
表
面
の
模
様
を
様
々
な
事
物
の
形
に
す
る
。
茶
湯
に
浮
か
ぶ
禽
獣
や
虫
魚
、
花
草

の
形
は
絵
画
の
よ
う
に
繊
細
だ
が
、
わ
ず
か
な
間
に
消
え
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
茶
の
変
化

で
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
こ
れ
を
『
茶
百
戯
』
と
言
っ
た
。」

第
三
三
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

又
有
漏
影
春
法
、
用
縷
紙
貼
盞
、
糝
茶
而
去
紙
、
僞
爲
花
身
。
别
以
荔
肉
爲

、
松

實
、
鴨

之
類
珍
物
爲
蕊
、
沸
湯
㸃
攪
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
清
異
録
』 

に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。 

「
ま
た
、
茶
を
点
て
る
の
に 

『
漏
影
春
』 

と
い

う
方
法
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
模
様
を
透
か
し
た
切
り
絵
を
茶
碗
に
貼
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
茶
を
振
り
か
け
て
紙
を
取
り
去
る
と
、
茶
碗
に
花
の
模
様
が
で
き
あ
が
る
。
別
に

茘
枝
の
果
肉
を
葉
の
形
に
切
り
、
松
の
実
や
銀
杏
と
い
っ
た
珍
果
を
花
蕊
と
し
て
飾
り
付

け
、
茶
碗
に
沸
騰
し
た
湯
を
注
い
で
か
き
混
ぜ
る
。」

第
三
三
一
条

　
　
【
原
文
】

　

煑
茶
泉
品
、
予
少
得
温
氏
所
著
茶
說
、
𡮢
識
其
水
泉
之
目
有
二
十
焉
。
會
西
走
巴
峽
、

經
蝦
蟇
窟
。
北
憩
蕪
城
、
汲
蜀
岡
井
。
東
遊
故
都
、
絶
揚
子
江
、
留
丹
陽
、
酌
觀
音
泉
、

過
無
錫
、
㪺
慧
山
水
。
粉
槍
末
旗
、
蘇
蘭
薪
桂
、
且
𪔂
且
缶
、
以
飮
以
歠
、
莫
不
瀹
氣
滌

慮
、
蠲
病
析
醒
、
祛
鄙
恡
之
生
心
、
招
神
明
而
還
觀
。
信
乎
、
物
類
之
得
宜
、
臭
味
之
所

感
、
幽
人
之
佳
尚
、
前
賢
之
精
鑒
、
不
可
及
已
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
葉
清
臣
「
述
煮
茶
泉
品
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
私
は
若
い
頃
に
唐
の
温
庭

筠
が
著
し
た 

『
茶
説
』 

を
入
手
し
、
泉
水
に
二
十
種
の
呼
称
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
後

に
、た
ま
た
ま
西
へ
旅
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
巴
峽 （
現
在
の
湖
北
省
巴
東
県
に
あ
る
峡
谷
）

に
至
り
、
蝦
蟇
窟
を
経
て
さ
ら
に
北
へ
進
み
、
蕪
城
（
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
）
で
一
息

つ
き
、
蜀
岡
井
の
水
を
汲
ん
だ
。
ま
た
東
へ
旅
し
て
、
か
つ
て
都
で
あ
っ
た
金
陵
（
現
在
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の
南
京
市
）
を
訪
れ
、
さ
ら
に
揚
子
江
を
渡
っ
て
丹
陽 

（
現
在
の
江
蘇
省
丹
陽
市
） 

に
逗

留
し
、
観
音
寺
の
泉
で
水
を
汲
ん
だ
。
そ
の
後
、
無
錫 

（
現
在
の
江
蘇
省
無
錫
市
） 

に
立

ち
寄
り
、
慧
山
寺
の
泉
の
水
を
汲
ん
だ
。
そ
こ
で
『
粉
槍
（
針
の
よ
う
で
白
い
毛
の
生
え

た
茶
の
芽
）』 
や 
『
末
旗 

（
少
し
成
長
し
て
旗
の
よ
う
に
開
い
た
茶
葉
）』 

と
い
っ
た
上
質

な
茶
葉
を
準
備
し
、
木
蘭
や
金
木
犀
の
薪
で
火
を
お
こ
し
、
鼎
や
缶
で
茶
を
点
て
て
飲
ん

だ
。
こ
の
よ
う
に
茶
を
味
わ
う
と
、
全
身
の
気
の
め
ぐ
り
が
良
く
な
っ
て
心
中
の
憂
い
を

洗
い
流
し
、
病
を
除
い
て
酔
い
を
醒
ま
し
、
心
に
生
じ
た
つ
ま
ら
ぬ
考
え
を
解
消
し
、
超

然
た
る
精
神
が
生
じ
る
。
茶
の
効
用
を
信
じ
る
が
よ
い
。
万
物
は
互
い
に
補
い
あ
う
も
の

で
、
茶
葉
と
水
も
互
い
に
働
き
か
け
て
真
の
風
味
を
引
き
出
す
。
こ
の
道
理
を
、
隠
者
は

言
葉
を
尽
く
し
て
賛
美
し
、
先
賢
は
優
れ
た
眼
識
で
解
き
明
か
し
て
き
た
。
い
ず
れ
も
、

私
は
と
て
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。」

第
三
三
二
条

　
　
【
原
文
】

　

昔
酈
元
善
於
水
經
而
未
𡮢
知
茶
、
王
肅
癖
於
茗
飮
而
言
不
及
水
、
表
是
二
美
、
吾
無
愧

焉
。

　
　
【
和
訳
】

　
「
述
煮
茶
泉
品
」 

に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
昔
、
北
魏
の
酈
道
元 

（
字
は
元
善
） 
は

『
水
経
』 

に
は
通
じ
て
い
た
が
、
茶
の
産
地
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
三
国
時
代
の
魏

の
王
肅
は
茶
を
好
ん
で
飲
ん
だ
が
、
水
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
茶
事
の
双
璧
で

あ
る
茶
と
水
を
記
述
す
る
点
に
お
い
て
、
私
は
酈
・
王
の
二
先
人
に
劣
ら
な
い
。」

第
三
三
三
条

　
　
【
原
文
】

　

魏
泰
東
軒
筆
錄
、
𪔂
州
北
百
里
有
甘
泉
寺
、
在
道
左
、
其
泉
淸
美
、
最
宜
瀹
茗
。
林
麓

迴
抱
、
境
亦
幽
勝
。

 

萊
公
謫
守
雷
州
、
經
此
酌
泉
、
誌
壁
而
去
。
未
㡬
、
丁
晉
公

朱

崖
、
復
經
此
、
禮
佛
留
題
而
行
。
天
聖
中
、
范
諷
以
殿
中
丞
安
撫
湖
外
。
至
此
寺
、
覩
二

相
留
題
、
徘
徊
慨
嘆
、
作
詩
以
誌
其
旁
曰
、
平
仲
酌
泉
方
頓
轡
、
謂
之
禮
佛
繼
〈
向
〉
南

行
。
層
巒
下
瞰
嵐
烟
路
、
轉
使
高

薄
〈
厭
〉
寵
榮
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
魏
泰 

『
東
軒
筆
録
』 

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
鼎
州 

（
現
在
の
湖
北
省
常
徳
市
） 

の
北
を
百
里
行
っ
た
と
こ
ろ
に
甘
泉
寺
が
あ
り
、
そ
の
道
の
左
側
に
泉
が
あ
る
。
こ
こ
の

水
は
清
ら
か
で
風
味
が
よ
く
、
茶
を
煮
る
の
に
適
し
て
い
る
。
泉
は
山
林
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
静
か
で
景
色
が
美
し
い
。
か
つ
て
寇
準
が
雷
州 

（
現
在
の
広
東
省
湛
江
市
） 

に
左
遷

さ
れ
た
際
、
こ
の
地
を
通
り
、
泉
水
を
酌
ん
で
、
壁
面
に
詩
文
を
書
き
つ
け
て
か
ら
去
っ

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
丁
謂
が
朱
崖 

（
現
在
の
海
南
省
海
口
市
） 

に
放
逐
さ
れ
た

際
、
彼
も
こ
こ
を
通
り
、
甘
泉
寺
の
仏
像
を
拝
み
、
詩
文
を
書
き
残
し
て
去
っ
た
。
天
聖

年
間 

（
一
〇
二
三
～
一
〇
三
二
）、
范
諷
が
殿
中
丞
の
身
分
で
安
撫
使
と
な
っ
て
湖
南
に

赴
い
た
際
、
甘
泉
寺
に
至
り
、
二
人
が
書
き
つ
け
た
詩
文
を
見
た
。
范
諷
は
行
っ
た
り
来

た
り
し
て
感
嘆
し
、
詩
を
作
っ
て
二
人
の
詩
文
の
傍
ら
に
記
し
た
。
そ
の
詩
に
は
『
平
仲　

泉
を
酌
み
て
方
に
轡
を
頓
め
、
謂
之　

仏
に
礼
し
継
い
で
南
へ
行
く
。
層
巒
の
下
に
嵐
烟

の
路
を
瞰
め
、
転
た
高
僧
を
し
て
寵
栄
を
薄
く
せ
し
む
。（
寇
準 

（
字
は
平
仲
） 

は
泉
の

水
を
酌
も
う
と
こ
の
地
に
車
を
止
め
、
丁
謂
（
字
は
謂
之
）
は
仏
を
拝
し
て
南
方
へ
赴
い

た
。
幾
重
に
も
重
な
る
山
並
み
の
麓
、
二
人
が
放
逐
さ
れ
た
南
方
へ
と
続
く
、
こ
の
靄
の

か
か
っ
た
道
を
眺
め
れ
ば
、
す
で
に
悟
り
を
開
い
た
高
僧
は
ま
す
ま
す
寵
愛
に
よ
る
栄
達

を
厭
う
こ
と
だ
ろ
う
」
と
あ
る
。」

第
三
三
四
条

　
　
【
原
文
】

　

張
邦
基
墨
莊
漫
錄
、
元
祐
六
年
七
夕
日
、
東
坡
時
知
揚
州
。
與
發
運
使
晁
端
彦
、
吳
倅
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晁
旡
咎
、
大
明
寺
汲
塔
院
西
廊
井
、
與
下
院
蜀
井
二
水
校
其
髙
下
、
以
塔
院
水
爲
勝
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
張
邦
基
『
墨
荘
漫
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
七

夕
の
日
、
蘇
軾
は
揚
州
の
知
事
で
あ
っ
た
。
彼
は
発
運
使
の
晁
端
彦
、
蘇
州
副
知
事
の
晁

補
之 

（
字
は
无
咎
） 
と
と
も
に
、
大
明
寺
の
塔
院
に
あ
る
西
廊
井
の
水
を
汲
み
、
下
院
に

あ
る
蜀
井
の
水
と
比
較
し
て
、
そ
の
上
下
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
西
廊
井
の
水
が
勝
っ
て

い
る
と
し
た
。」

第
三
三
五
条

　
　
【
原
文
】

　

華
亭
縣
有
寒
穴
泉
、
與
無
錫
惠
山
泉
味
相
同
。
並
𡮢
之
、
不
覺
有
異
。
邑
人
知
之
者

少
。
王
荆
公
𡮢
有
詩
云
、
神
震
〈
泉
〉
冽
氷
霜
、
髙
穴
雪
與
〈
與
雲
〉
平
。
空
山
渟
千

秋
、
不
出
嗚
咽
聲
。
山
風
吹
更
寒
、
山
月
相
與
淸
。
北
客
不
到
此
、
如
何
洗
煩
酲
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
墨
荘
漫
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
華
亭
県 

（
現
在
の
上
海
市
） 
に
は
寒
穴
泉

が
あ
り
、
そ
の
風
味
は
無
錫
の
恵
山
泉
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
両
泉
の
水
を
一
度

に
味
見
し
て
も
、
そ
の
違
い
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
土
地
の
者
は
少

な
い
。
寒
穴
泉
に
つ
い
て
、
か
つ
て
王
安
石
は
『
唐
彦
猷
の
華
亭
十
詠
に
次
韻
す
』 

の
第

二
首
と
し
て 

『
寒
穴
』
詩
を
詠
ん
だ
。
そ
の
詩
に
は 

『
神
震　

氷
霜
を
冽
ま
し
、
髙
穴　

雪
と
与
に
平
か
な
り
。
空
山　

千
秋
を
渟
め
、
嗚
咽
の
声
を
出
だ
さ
ず
。
山
風　

吹
き
て

更
に
寒
く
、
山
月　

相
い
與
に
清
ら
か
な
り
。
北
客　

此
に
到
ら
ざ
れ
ば
、
如
何
ぞ
煩
酲

を
洗
わ
ん
や 

（
山
中
に
轟
く
雷
は 

樹
霜
を
一
層
澄
ま
し
、
高
所
の
泉
池
は
雪
に
埋
も
れ

て
い
る
。
人
の
踏
み
入
ら
ぬ
深
山
は
幾
千
年
も
変
わ
ら
ぬ
ま
ま
、
物
寂
し
い
泉
水
の
せ
せ

ら
ぎ
を
俗
世
に
漏
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
山
に
風
が
吹
け
ば
一
層
寒
く
、
泉
に
映
る
山

も
月
も
清
ら
か
に
な
る
。
北
か
ら
の
客
人
よ
、
こ
こ
へ
来
な
け
れ
ば
、
憂
い
を
洗
い
流
す

こ
と
も
、
酔
い
を
醒
す
こ
と
も
で
き
な
い
ぞ
）』
と
あ
る
。」

第
三
三
六
条

　
　
【
原
文
】

　

羅
大
經
鶴
林
玉
露
、
余
同
年
友
李
南
金
云
、
茶
經
以
魚
目
、
湧
泉
、
連
珠
爲
煑
水
之

節
。
然
近
世
瀹
茶
、
鮮
以
𪔂
鍑
、
用
瓶
煑
水
、
難
以
候
視
、
則
當
以
聲
辨
一
沸
、
二
沸
、

三
沸
之
節
。
又
陸
氏
之
法
、
以
未
就
茶
鍑
〈
鑊
〉、
故
以
第
二
沸
爲
合
量
而
下
。
未
若
今

以
〈
以
今
〉
湯
就
茶
甌
瀹
之
、
則
當
用
背
二
渉
三
之
際
爲
合
量
也
。
乃
爲
聲
辨
之
詩
曰
、

砌
虫
喞
喞
萬
蟬
催
、
忽
有
千
車
捆
載
來
。
聽
得
松
風
幷
澗
水
、
急
〈
忽
〉
呼
縹
色
綠
磁

盃
。
其
論
固
已
精
矣
。
然
瀹
茶
之
法
、
湯
欲
嫩
而
不
欲
老
。
蓋
湯
嫩
則
茶
味
甘
、
老
則
過

苦
矣
。
若
聲
如
松
風
澗
水
而
遽
瀹
之
、
豈
不
過
於
老
而
苦
哉
。
惟
移
瓶
去
火
、
少
待
其

沸
、
止
而
瀹
之
、
然
後
湯
適
中
而
茶
味
甘
。
此
南
金
之
所
未
講
〔
者
〕
也
。
因
補
一
詩

云
、
松
風
桂
〈
檜
〉
雨
到
來
初
、
急
引
銅
瓶
離
竹
爐
。
待
得
聲
聞
俱
寂
後
、
一
甌
〈
瓶
〉

春
雪
勝
醍
醐
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
私
と
同
年
に
科
挙
に
及
第
し

た
友
人
で
あ
る
李
南
金
は
、
私
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
『
茶
経
』
に
は
湯
の
沸
き
具
合
を
判
断
す
る
重
要
な
目
安
と
し
て
『
魚
目
』、『
湧
泉
』、

『
連
珠
』
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
頃
は
茶
を
淹
れ
る
の
に
釜
で
湯
を

沸
か
す
者
は
少
な
く
、
瓶
で
沸
か
す
。
こ
の
た
め
、
湯
の
沸
き
具
合
を
目
で
観
察
で
き

ず
、
沸
き
立
つ
音
で
、
魚
の
目
の
よ
う
な
泡
が
立
つ
『
一
沸
』、
泉
水
が
湧
く
よ
う
に
湯

が
波
立
つ
『
二
沸
』、
珠
が
連
な
る
よ
う
に
泡
が
立
ち
続
け
る
『
三
沸
』
を
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
陸
羽
の
方
法
で
は
、
は
じ
め
は
釜
に
茶
を
入
れ
な
い
の
で
、
二
沸

の
湯
が
適
当
で
あ
る
。
一
方
、
現
在
の
方
法
で
は
、
茶
を
茶
碗
に
入
れ
て
か
ら
湯
を
注
ぐ
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の
で
、
二
沸
か
ら
三
沸
の
間
の
湯
が
適
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
湯
の
沸
く
音
を
聞
き

分
け
る
『
茶
声
』
詩
を
詠
ん
だ
。
こ
の
詩
は
『
砌
虫
喞
喞　

万
蝉
催
し
、
忽
ち
千
車
の
捆

載
し
て
来
た
る
有
り
。
松
風
並
び
に
澗
水
を
聴
き
得
て
、
急
ぎ
縹
色
を
緑
磁
の
盃
に
呼

ぶ
。（
湯
の
沸
く
音
は
、
一
沸
は
階
の
蝉
が
一
匹
鳴
き
始
め
る
と
他
の
蝉
が
一
斉
に
鳴
き

始
め
る
よ
う
で
あ
り
、
二
沸
は
無
数
の
車
が
荷
物
を
満
載
し
て
走
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
松
林
を
吹
き
抜
け
る
風
や
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
な
三
沸
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
縹
色
の
湯
を
緑
釉
の
磁
杯
に
注
ぐ
）』
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
李
南
金
の
論
じ
る
内
容
は
も
と
よ
り
精
緻
で
あ
る
。
し
か
し
、
茶
を
点

て
る
方
法
で
は
、
沸
か
し
て
間
も
な
い
湯
が
好
ま
し
く
、
沸
か
し
す
ぎ
る
の
を
嫌
う
。
な

ぜ
な
ら
、
沸
か
し
て
間
も
な
い
湯
だ
と
茶
の
味
が
良
く
な
り
、
沸
か
し
す
ぎ
た
湯
だ
と
苦

く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
沸
き
立
つ
音
が
松
林
に
吹
く
風
や
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う

な
湯
で
茶
を
淹
れ
る
な
ら
、
沸
き
す
ぎ
た
湯
の
よ
う
に
茶
の
味
を
苦
く
す
る
こ
と
が
な

い
。
こ
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
瓶
を
火
か
ら
離
し
、
沸
き
立
っ
た
状
態
が
落
ち
着

い
て
か
ら
茶
を
淹
れ
る
。
こ
う
す
る
と
、
湯
は
ほ
ど
よ
い
加
減
と
な
り
、
茶
の
味
が
良
く

な
る
。
こ
れ
は
李
南
金
も
論
じ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
李
南
金
の
詩
に

『
松
風
桂
雨　

到
来
の
初
め
、
急
ぎ
銅
瓶
を
引
き
て
竹
爐
よ
り
離
す
。
声
聞
俱
に
寂
ま
る

を
待
ち
得
て
後
、
一
甌
の
春
雪　

醍
醐
に
勝
る
（
湯
が
沸
き
、
松
林
を
吹
き
抜
け
る
風
や

桂
林
に
降
り
し
き
る
雨
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
始
め
た
ら
、
す
ぐ
に
銅
の
瓶
を
竹
の
風
炉

か
ら
引
き
離
す
。
そ
し
て
、
沸
く
音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
ま
で
待
っ
て
か
ら
注
ぐ
と
、
茶

湯
は
碗
の
な
か
で
春
の
雪
の
よ
う
に
白
く
、
そ
の
風
味
は
醍
醐
に
も
勝
る
）』
と
い
う
詩

を
一
首
補
っ
た
。」

第
三
三
七
条

　
　
【
原
文
】

　

趙
彦
衞
雲
麓
漫
抄
、
陸
羽
别
天
下
水
味
、
各
立
名
品
、
有
石
刻
行
於
世
。
列
子 

〘
云
〙
、

孔
子
〔
曰
〕、
淄
澠
之
合
、
易
牙
能
辨
之
。
易
牙
、
齊
威
公
大
夫
。
淄
澠
二
水
、
易
牙
知

其
味
、
威
公
不
信
、
數
試
皆
驗
。
陸
羽
豈
得
其
遺
意
乎
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
趙
彦
衛
『
雲
麓
漫
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
陸
羽
は
天
下
の
水
の
味
を

識
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
称
や
等
級
を
定
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
石
に
刻
ま
れ
世
に
広

ま
っ
た
。『
列
子
』
に
は
『
孔
子
が
言
う
に
、
淄
水
と
澠
水
（
と
も
に
現
在
の
山
東
省
を

流
れ
る
川
） 

の
水
を
混
ぜ
て
も
、
易
牙
は
そ
の
味
を
区
別
で
き
た
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。

易
牙
は
、
斉
の
威
公
の
大
夫
で
あ
る
。
淄
水
と
澠
水
の
二
川
に
つ
い
て
、
易
牙
は
そ
れ
ぞ

れ
の
味
を
知
っ
て
い
た
。
威
公
は
信
じ
ず
に
幾
度
か
試
し
た
が
、
易
牙
は
す
べ
て
言
い
当

て
た
。
陸
羽
は
易
牙
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。」

第
三
三
八
条

　
　
【
原
文
】

　

黃
山
谷
集
、
瀘
州
大
雲
寺
西
偏
崖
石
上
、
有
泉
滴
瀝
。
一
州
泉
味
皆
不
及
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
黄
庭
堅
『
黄
山
谷
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
瀘
州
（
現
在
の
四
川
省
瀘
州

市
）
大
雲
寺
の
西
側
の
崖
に
は
泉
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
水
が
滴
っ
て
い
る
。
瀘
州
の
ど
の

泉
水
の
味
も
、
大
雲
寺
の
泉
水
に
は
及
ば
な
い
。」

第
三
三
九
条

　
　
【
原
文
】

　

林
逋
烹
北
苑
茶
有
懷
、
石
碾
輕
飛
瑟
瑟
塵
、
乳
花
烹
出
建
溪
春
。
人
〈
世
〉
間
絶
品
應

〈
人
〉
難
識
、
閑
對
茶
經
憶
故
人
。
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【
和
訳
】

　

宋
の
林
逋
「
北
苑
の
茶
を
煮
て
懐
い
有
り
」
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
石
碾
軽
く

飛
ぶ　

瑟
瑟
の
塵
、
乳
花
烹
出
す　

建
渓
の
春
。
人
間
の
絶
品　

応
に
識
り
難
か
る
べ

し
、
閑
か
に
茶
経
に
対
し
て
故
人
を
憶
う
。（
石
臼
か
ら
は
青
々
と
し
た
茶
の
粉
が
軽
々

と
舞
い
上
が
り
、
煮
出
し
た
茶
湯
は
白
く
泡
立
ち
、
建
渓
の
春
が
香
り
立
つ
。
北
苑
の
茶

は
皇
室
へ
献
上
さ
れ
る
の
で
、
世
間
で
こ
の
絶
品
の
風
味
を
知
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で

私
は
一
人
静
か
に
『
茶
経
』
を
読
ん
で
、
陸
羽
の
こ
と
を
追
憶
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。）」

第
三
四
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

東
坡
集
、
予
頃
〈
昔
〉
自
汴
入
淮
、
泛
江
泝
峽
歸
蜀
。
飮
江
淮
水
蓋
彌
年
。
旣
至
、
覺

井
水
腥
澀
、
百
餘
日
、
然
後
安
之
。
以
此
知
江
水
之
甘
於
井
也
、
審
矣
。
今
〈
予
〉
來
嶺

外
、
自
揚
子
始
飮
江
水
、
及
至
南
康
江
益
淸
駛
、
水
益
甘
、
則
又
知
南
江
賢
於
北
江
也
。

近
度
嶺
入
淸
遠
峽
、
水
色
如
碧
玉
、
味
〔
亦
〕
益
勝
、
今
游
羅
浮
、
酌
〔
景
〕
泰
禪
師
錫

杖
泉
、
則
淸
遠
峽
水
又
在
其
下
矣
。
嶺
外
惟
惠
州
人
喜
鬭
茶
、
此
水
不
虚
出
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
蘇
軾
『
東
坡
集
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
近
頃
、
私
は
開
封
（
現
在
の
河
南

省
開
封
市
）
か
ら
汴
水
、
淮
河
を
経
て
長
江
に
至
り
、
船
に
乗
り
三
峡
を
遡
っ
て
蜀
（
現

在
の
四
川
省
一
帯
）
に
帰
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
年
ほ
ど
長
江
や
淮
河
の
水
を
飲
ん
だ
。

こ
う
し
て
蜀
に
到
る
と
、
井
戸
水
の
味
に
生
臭
さ
や
渋
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
百
日
余
り
も
す
る
と
、
そ
の
味
に
慣
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
戸
水
よ
り
も
川

の
水
の
ほ
う
が
美
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
今
、
嶺

南
の
地
を
訪
れ
た
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、
揚
子
江
か
ら
は
川
の
水
を
飲
み
始
め

た
。
南
康
（
現
在
の
江
西
省
赣
州
市
）
に
至
る
と
、
川
は
い
よ
い
よ
流
れ
が
速
く
澄
み
渡

り
、
水
の
風
味
も
さ
ら
に
良
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
北
方
の
川
の
水
よ
り
も
南
方
の
川

の
水
の
ほ
う
が
良
い
こ
と
を
知
っ
た
。
最
近
、
五
嶺
（
現
在
の
湖
南
省
、
江
西
省
の
南
部

と
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
、
広
東
省
の
北
部
を
隔
て
る
五
つ
の
山
脈
）
を
越
え
て
清
遠
峡

（
現
在
の
広
東
省
清
遠
市
に
あ
る
峡
谷
）
に
至
っ
た
が
、
水
の
色
は
碧
玉
の
よ
う
で
、
そ

の
味
は
ま
す
ま
す
よ
か
っ
た
。
今
、
羅
浮
山
（
現
在
の
広
東
省
恵
州
市
に
あ
る
山
）
に
遊

び
、
梁
代
の
景
泰
禅
師
が
滞
在
し
た
と
い
う
錫
杖
泉
の
水
を
汲
ん
で
み
る
と
、
清
遠
峡
の

水
に
勝
っ
て
い
た
。
嶺
南
の
地
で
も
、
恵
州
の
人
々
だ
け
は
闘
茶
を
好
む
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
水
は
意
味
な
く
湧
き
出
て
い
る
の
で
は
な
い
。」

第
三
四
一
条

　
　
【
原
文
】

　

惠
山
寺
東
爲
觀
泉
亭
、
堂
曰
漪
瀾
。
泉
在
亭
中
、
二
井
石
甃
、
相
去
咫
尺
、
方
圓
異

形
。
汲
者
多
由
圓
井
、
蓋
方
動
圓
靜
、
靜
淸
而
動
濁
也
。
流
過
漪
瀾
、
從
石
龍
口
中
出
、

下
赴
大
池
者
有
土
氣
、
不
可
汲
。
泉
流
冬
夏
不
涸
、
張
又
新
品
爲
天
下
第
二
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
汪
灝
『
佩
文
斎
広
群
芳
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
恵
山
寺 

（
現
在
の
江
蘇

省
無
錫
市
に
あ
る
寺
） 

の
東
に
は
観
泉
亭
が
あ
り
、
そ
こ
の
堂
を
漪
瀾
と
言
う
。
泉
は
観

泉
亭
の
中
に
あ
り
、
二
つ
の
井
戸
の
石
積
み
の
距
離
は
近
い
。
一
つ
は
方
形
、
一
つ
は
円

形
で
あ
る
。
水
を
汲
む
者
は
円
形
の
井
戸
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
方
形
の

井
戸
の
水
は
流
れ
が
あ
る
の
で
濁
っ
て
お
り
、
円
形
の
井
戸
の
水
は
流
れ
が
な
く
澄
ん
で

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
泉
水
は
漪
瀾
堂
を
過
ぎ
、
石
彫
の
龍
の
口
か
ら
流
れ
出
る
。
大
池
に

流
れ
込
ん
だ
水
は
泥
土
の
臭
い
が
あ
り
、
汲
ん
で
は
な
ら
な
い
。
泉
水
は
年
中
涸
れ
る
こ

と
が
な
い
。
唐
の
張
又
新
は
、
こ
の
泉
水
を
天
下
第
二
と
評
し
た
。」

81



近畿大学短大論集　Vol.55，No.1,  2022

―（ ）― 15

第
三
四
二
条

　
　
【
原
文
】

　

避
暑
錄
話
、
裴

公
詩
云
、
飽
食
緩
行
初
〈
新
〉
睡
覺
、
一
甌
新
茗
侍
兒
煎
。
脱
巾
斜

倚
繩
床
坐
、
風
送
水
聲
來
耳
邊
。
公
爲
此
詩
、
必
自
以
爲
得
意
。
然
吾
山
居
七
年
、
享
此

多
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
葉
夢
得
『
避
暑
録
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
の
裴
度
『
涼
風
亭
に
て
睡

り
よ
り
覚
む
』
詩
に
は
『
飽
食
緩
行　

初
め
て
睡
り
よ
り
覚
め
、
一
甌
の
新
茗　

侍
児
煎

す
。
巾
を
脱
ぎ
斜
に
繩
床
に
倚
り
て
坐
せ
ば
、
風
は
水
声
を
送
り
て
耳
辺
に
来
た
る
（
満

腹
に
な
っ
て
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
、
ち
ょ
う
ど
昼
寝
か
ら
覚
め
る
と
、
新
茶
を
一
杯
、
侍
女

が
煎
じ
て
く
れ
る
。
頭
巾
を
脱
ぎ
椅
子
に
腰
掛
け
て
も
た
れ
か
か
る
と
、
風
が
泉
水
の

流
れ
る
音
を
耳
元
に
運
ん
で
く
る
）』
と
あ
る
。
裴
度
は
こ
の
詩
を
詠
み
、
得
意
満
面
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
私
は
山
中
に
住
む
こ
と
七
年
、
こ
の
詩
の
よ
う
な
生
活

を
長
い
こ
と
享
受
し
て
い
る
の
だ
。」

第
三
四
三
条

　
　
【
原
文
】

　

馮
璧
東
坡
海
南
烹
茶
圖
詩
、
講
筵
分
賜
宻
雲
龍
、
春
夢
分
明
覺
亦
空
。
地
惡
九
鑽
黎

火
洞
〈
洞
火
〉、
天
游
兩
腋
玉
川
風
。

　
　
【
和
訳
】

　

金
か
ら
元
に
か
け
て
の
馮
璧
「
東
坡
海
南
に
茶
を
烹
る
図
」
詩
に
は
「
講
筵
分
賜

す　

密
雲
龍
、
春
夢
分
明　

覚
め
て
亦
た
空
し
。
地
は
悪
し　

九
鑽
黎
洞
の
火
、
天
游

す　

両
腋
玉
川
の
風
（
か
つ
て
皇
帝
陛
下
に
学
問
を
講
じ
て
密
雲
龍
の
茶
を
賜
っ
た
が
、

そ
れ
も
春
の
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
た
昔
の
こ
と
、
目
覚
め
て
み
れ
ば
空
し
く
思
う
。
海

南
は
未
開
の
地
で
馴
染
み
難
く
、
木
の
棒
を
何
度
も
こ
す
っ
て
よ
う
や
く
火
を
起
こ
し
、

茶
を
点
て
て
一
口
飲
め
ば
、
唐
の
盧
仝
が
詩
に
詠
ん
だ
よ
う
に
、
両
脇
に
爽
や
か
な
風
が

吹
き
抜
け
、
天
に
遊
ぶ
か
と
思
う
ほ
ど
心
地
よ
い
。）」
と
あ
る
。

第
三
四
四
条

　
　
【
原
文
】

　

萬
花
谷
、
黃
山
谷
有
井
水
帖
云
、
取
井
傍
十
數
小
石
置
瓶
中
、
令
水
不
濁
。
故
咏

慧
〈
惠
〉
山
泉
詩
云
、
錫
谷
寒
泉
撱 

（
音
妥
） 

石
俱
、
是
也
。
石
圓
而
長
曰
撱
、
所
以
澄

水
。

　
　
【
和
訳
】

　

南
宋
時
の
類
書
『
錦
繍
万
花
谷
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
黄
庭
堅
の
書
跡
『
井
水

帖
』
に
は
『
井
戸
の
傍
ら
に
あ
る
小
石
を
十
数
個
拾
っ
て
か
め
に
入
れ
る
と
、
水
が
濁
ら

な
い
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
『
慧
山
泉
（
黄
従
善
司
業
の
恵
山
泉
を
寄
す
を
謝

す
）』
詩
に
あ
る
一
句
『
錫
谷
の
寒
泉　

撱
（
撱
の
音
は
妥
）
石
俱
に
す
（
無
錫
の
谷
に

湧
く
泉
水
を
橢
円
の
石
と
と
も
に
贈
っ
て
く
れ
た
）』
の
撱
石
と
は
、
こ
の
小
石
の
こ
と

で
あ
る
。
石
の
丸
く
長
い
も
の
を
『
撱
』
と
い
い
、
水
を
澄
ま
せ
清
め
る
の
に
用
い
る
。」

第
三
四
五
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
家
碾
茶
、
須
碾
着
眉
上
白
乃
爲
佳
。

 

茶
山
詩
云
、
碾
處
須
〈
曾
〉
看
眉
上
白
、
分

時
爲
〈
未
〉
見
眼
中
靑
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
錦
繍
万
花
谷
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
職
人
が
茶
を
挽
く
際
は
、
舞
い
上
が
る

茶
の
粉
末
が
眉
毛
を
白
く
す
る
ほ
ど
細
や
か
に
挽
い
た
も
の
が
良
い
。
宋
の
曾
幾
『
李
相
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公
の
建
渓
新
茗
を
餉
る
に
寄
せ
奉
る
』
詩
に
は
『
碾
く
処　

須
ら
く
看
る
べ
し
眉
上
の

白
、
分
つ
時　

為
に
見
る
眼
中
の
青
（
茶
を
挽
く
所
で
は
、
眉
が
白
く
な
る
ほ
ど
細
や
か

に
挽
い
て
い
る
か
を
観
察
す
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
細
や
か
で
あ
れ
ば
、
点
て
る

時
に
は
、
茶
湯
に
浮
か
ぶ
、
青
々
と
連
な
る
山
々
の
よ
う
な
模
様
が
目
に
映
る
）』
と
あ

る
。」

第
三
四
六
条

　
　
【
原
文
】

　

輿
地

勝
、
竹
泉
在
荆
州
府
松
滋
縣
南
。
宋
至
和
初
、
苦
竹
寺

浚
井
得
筆
。
後
黃
庭

堅
謫
黔
過
之
、
視
筆
曰
、
此
吾
蝦
蟇
碚
所
墜
。
因
知
此
泉
與
之
相
通
。
其
詩
曰
、
松
滋
縣

西
竹
林
寺
、
苦
竹
林
中
甘
井
泉
。
巴
人
謾
說
蝦
蟇
碚
、
試
裹
春
茶
〈
芽
〉
來
就
煎
。

　
　
【
和
訳
】

　

南
宋
の
王
象
之 

『
輿
地
紀
勝
』 （『
輿
地
紀
勝
』 

に
見
え
ず
、
康
煕 

『
湖
広
通
志
』 

所
収

の
記
事
か
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
竹
泉
は
荆
州
府
松
滋
県 
（
現
在
の
湖
北
省
荊
州

市
） 

の
南
に
あ
る
。
北
宋
の
至
和
年
間 

（
一
〇
五
四
～
一
〇
五
六
） 
の
初
め
、
苦
竹
寺
の

僧
が
井
戸
を
さ
ら
っ
た
と
こ
ろ
筆
を
手
に
入
れ
た
。
後
に
黄
庭
堅
が
黔
州 
（
現
在
の
重
慶

市
彭
水
県
） 

に
左
遷
さ
れ
た
際
、
竹
泉
を
通
り
が
か
り
、
件
の
筆
を
見
て 

『
こ
れ
は
私
が

蝦
蟇
碚 

（
現
在
の
湖
北
省
宜
昌
市
に
あ
っ
た
泉
） 

で
落
と
し
た
も
の
だ
』
と
言
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
竹
泉
と
蝦
蟇
碚
の
水
脈
は
互
い
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
黄
庭
堅

の
『
鄒
松
滋
、
苦
竹
泉
、
橙
、
麴
、
蓮
子
湯
を
寄
す
三
首
』
詩
の
第
一
首
に
は
『
松
滋
県

の
西　

竹
林
寺
、
苦
竹
の
林
中　

甘
井
泉
あ
り
。
巴
人
説
く
謾
れ
蝦
蟇
碚
、
試
し
に
春
茶

を
裹
み
来
た
り
て
煎
を
就
せ
（
松
滋
県
の
西
、
竹
林
寺
の
竹
林
に
甘
井
泉
が
あ
る
。
巴
の

地
の
人
よ
、
蝦
蟇
碚
が
良
い
と
ば
か
り
言
う
な
、
試
し
に
春
摘
み
の
茶
を
紙
に
包
み
持
参

し
て
、
甘
井
泉
の
水
で
煎
じ
て
み
る
が
よ
い
）』
と
あ
る
。」

第
三
四
七
条

　
　
【
原
文
】

　

周
輝
〈
煇
〉
淸
波
雜
志
、
余
家
惠
山
、
泉
石
皆
爲
几
案
間
物
。
親
舊
東
來
、
數
問
〈
聞
〉

松
竹
平
安
信
、
且
時
致
陸
子
泉
、
茗
椀
殊
不
落
寞
。
然
頃
歳
亦
可
致
於
汴
都
、
但
未
免
瓶

盎
氣
。
用
細
砂
淋
過
、
則
如
新
汲
時
、
號
拆
洗
惠
山
泉
。
天
台
〔
山
〕
竹
瀝
水
、
彼
地
人

斷
竹
稍
屈
而
取
之
盈
甕
、
若
雜
以
他
水
、
則
亟
敗
。
蘇
才
翁
與
蔡
君
謨
比
〈
闘
〉
茶
、
蔡

茶
精
、
用
惠
山
泉
煑
。
蘇
茶
劣
、
用
竹
瀝
水
煎
、
便
能
取
勝
。
此
說
見
江
鄰
㡬
所
著
嘉
祐

雜
志
。
果
爾
、
今
喜
擊
拂
者
曾
無
一
語
及
之
、
何
也
。
雙
井
因
山
谷
乃
重
、
蘇
魏
公
𡮢

云
、
平
生
薦
舉
不
知
㡬
何
人
。
唯
孟
安
序
朝
奉
、
歳
以
雙
井
一
瓮
爲
餉
。
蓋
公
不
納
苞

苴
、
顧
獨
受
此
、
其
亦
珍
之
耶
。

　
　
【
和
訳
】

　

宋
の
周
煇 

『
清
波
雑
志
』 

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
私
は
恵
山
に
住
ん
で
い
る
。
周

囲
の
池
や
岩
と
い
っ
た
景
色
は
、
ど
れ
も
士
大
夫
が
机
上
で
愛
で
る
に
値
す
る
。
親
戚
や

旧
友
が
東
か
ら
や
っ
て
来
た
り
、
何
度
も
安
否
を
訊
ね
る
手
紙
を
交
わ
し
た
り
し
て
お

り
、
し
か
も
折
に
つ
け
て
恵
山
陸
子
泉
の
水
を
届
け
て
く
れ
る
の
で
、
私
の
茶
碗
が
寂
し

く
な
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
昔
あ
る
人
が
恵
山
の
水
を
汴
京 

（
現
在
の
河
南
省
開

封
市
） 

へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、
送
り
届
け
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
か
め
に
長
く
い
れ
て
い
た

た
め
、
水
に
臭
い
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
目
の
細
か
い
砂
で
濾
過

す
る
と
汲
ん
だ
ば
か
り
の
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
元
の
風
味
を
回
復
し
た
水
は
『
洗
い

清
め
た
恵
山
泉
』
と
呼
ぶ
。
天
台
山
の
竹
瀝
水
は
、
現
地
の
人
々
が
竹
を
切
っ
て
や
や
曲

げ
、
竹
の
中
か
ら
滲
み
出
る
水
を
か
め
に
貯
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
水
は
、
他
の
水
が

混
ざ
る
と
す
ぐ
に
味
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
。
蘇
舜
元
（
字
は
才
翁
）
と
蔡
襄
（
字
は
君

謨
） 
が
闘
茶
を
行
っ
た
際
、
蔡
襄
の
茶
葉
は
上
等
で
あ
り
、
恵
山
泉
の
水
で
点
じ
た
。

一
方
、
蘇
舜
元
の
茶
葉
は
劣
っ
て
い
た
が
、
竹
瀝
水
で
点
じ
た
と
こ
ろ
、
蔡
襄
に
勝
利
し

た
。
こ
の
こ
と
は
江
休
復 

（
字
は
隣
幾
） 

の
著
し
た 

『
嘉
祐
雑
志
』 

に
見
え
る
。
果
た
し
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て
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
現
在
、
闘
茶
を
好
む
者
が
誰
も
言
及
し
な
い
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。
双
井 

（
現
在
の
江
西
省
九
江
市
修
水
県
に
あ
る
井
戸
）
は
、
当
地
出
身

の
黄
庭
堅 
（
字
は
山
谷
） 

と
の
縁
で
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蘇
頌
は
か
つ
て

『
私
は
こ
の
生
涯
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
材
を
推
挙
し
て
き
た
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の

な
か
で
も
孟
安
序
だ
け
は
、
毎
年
か
め
一
つ
分
の
双
井
の
水
を
贈
っ
て
く
れ
る
』
と
言
っ

た
。
蘇
頌
は
普
段
、
贈
り
物
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
が
、
双
井
の
水
だ
け
は
受
け
取
っ

た
。
こ
の
水
を
ど
れ
ほ
ど
珍
重
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。」

第
三
四
八
条

　
　
【
原
文
】

　

東
京
記
、
文
德
殿
兩
掖
有
東
西
上
閤
門
。
故
杜
詩
云
、
東
上
閣
之
東
、
有
井
泉
絶
佳
。

山
谷
憶
東
坡
烹
茶
詩
云
、
閤
門
井
不
落
第
二
、
竟
陵
谷
簾
空
誤
書
。

　
　
【
和
訳
】

　
（『
錦
繍
万
花
谷
』 

所
収
の
）『
東
京
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
文
徳
殿
の
両
脇
に

は
東
西
の
上
閤
門
が
あ
る
。
こ
の
た
め
杜
氏
の
詩
に
は
『
東
上
閣
の
東
に
、
井
泉
の
絶
佳

な
る
有
り
（
東
上
閤
門
の
東
に
、
す
ば
ら
し
い
水
の
湧
き
出
す
井
戸
が
あ
る
）』
と
あ
る
。

ま
た
、
黄
庭
堅
の
『
東
坡
を
憶
い
茶
を
烹
る
（
省
中
に
茶
を
烹
て
子
瞻
を
憶
う
前
韻
を
用

う
』
詩
に
は
『
閤
門
の
井
は
第
二
に
落
ち
ず
、
竟
陵
の
谷
簾　

空
し
く
誤
ち
て
書
せ
ん

（
上
閤
門
の
井
戸
水
は
天
下
第
一
の
水
と
言
っ
て
よ
い
。
陸
羽
が
廬
山
康
王
谷
の
滝
の
水

を
天
下
第
一
と
す
る
の
は
、
い
た
ず
ら
に
書
き
誤
っ
た
の
だ
）』
と
あ
る
。」

第
三
四
九
条

　
　
【
原
文
】

　

陳
舜
俞
廬
山
記
、
康
王
谷
有
水
簾
飛
泉
、
破
巖
而
下
者
二
三
十
派
、
其
廣
七
十
餘
尺
、 

其
高
不
可
計
〈
其
高
不
可
計
、
其
廣
七
十
餘
尺
〉。
山
谷
詩
云
、
谷
簾
煑
甘
露
是
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

北
宋
の
陳
舜
俞
『
廬
山
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
廬
山
の
康
王
谷
に
は
大
き
な

滝
が
あ
り
、
山
の
岩
肌
を
貫
く
か
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
る
滝
が
二
、三
十
筋
も
あ
る
。
そ

の
広
さ
は
七
十
尺
ほ
ど
あ
り
、
高
さ
は
推
し
量
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
黄
庭
堅
の
『
外
舅

の
孫
莘
老
に
和
答
す
』 

詩
に 

『
谷
簾
に
甘
露
を
煮
る 

（
廬
山
康
王
谷
の
滝
の
水
で
上
等
な

茶
を
煮
る
）』 

と
あ
る
の
が
こ
の
滝
で
あ
る
。」

第
三
五
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

孫
月
峰
坡
仙
食
飮
錄
、
唐
人
煎
茶
多
用
薑
。
故
薛
能
詩
云
、
鹽
損
添
常
戒
、
薑
宜
着
更

誇
。
據
此
、
則
又
有
用
鹽
者
矣
。
近
世
有
此
二
物
者
、
輒
大
笑
之
。
然
茶
之
中
等
者
用
薑

煎
信
佳
。
鹽
則
不
可
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
孫
鉱
（
字
は
月
峰
）『
坡
仙
食
飲
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
代
の
人
々
は

茶
を
煎
じ
る
の
に
生
姜
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
唐
の
薛
能
『
蜀
州
の

鄭
史
君
、
鳥
觜
茶
を
寄
す
、
因
り
て
以
て
贈
答
す
八
韻
』
詩
に
は
『
塩
は
添
え
れ
ば
常
に

戒
む
を
損
ら
し
、
薑
は
着
う
れ
ば
更
に
誇
る
に
宜
し
（
茶
湯
に
塩
を
加
え
れ
ば
常
に
心
身

を
清
め
る
必
要
性
を
減
ら
し
、
生
姜
を
加
え
れ
ば
茶
湯
の
味
を
一
層
引
き
立
て
る
）』
と

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
塩
を
用
い
る
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
の
時
代
、
茶
に
生
姜

や
塩
を
用
い
れ
ば
、
大
変
な
笑
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
等
の
茶
は
生
姜
を

入
れ
て
煎
じ
る
と
、
確
か
に
風
味
が
良
く
な
る
。
た
だ
、
塩
を
入
れ
て
は
い
け
な
い
。」

第
三
五
一
条

　
　
【
原
文
】

　

馮
可
賔
岕
茶
牋
、
茶
雖
均
出
於
岕
、
有
如
蘭
花
香
而
味
甘
、
過
霉
歴
秋
、
開
罈
烹
之
、
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其
香
愈
烈
、
味
若
新
沃
、
以
湯
色
尚
白
者
、
眞
洞
山
也
。
〔
若
〕
他
嶰
、
初
時
亦
香
、〔
至
〕

秋
則
索
然
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
馮
可
賓
『
岕
茶
牋
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羅
岕
茶
は
す
べ
て
羅
岕
山
（
現

在
の
浙
江
省
湖
州
市
長
興
県
に
あ
る
山
）
に
産
す
る
が
、
な
か
に
は
蘭
花
の
よ
う
な
香
り

が
あ
っ
て
味
の
良
い
茶
葉
が
あ
る
。
こ
の
茶
葉
は
、
梅
雨
や
秋
を
過
ぎ
て
か
ら
茶
壺
を
開

き
取
り
出
し
て
煮
る
と
、
そ
の
香
り
は
益
々
濃
厚
に
な
り
、
味
は
淹
れ
た
ば
か
り
の
よ
う

に
新
鮮
で
、
茶
湯
の
色
は
変
わ
ら
ず
鮮
や
か
な
白
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
羅
岕
の
山
々
の

な
か
で
も
洞
山
に
産
す
る
本
物
の
羅
岕
茶
で
あ
る
。
他
の
山
に
産
す
る
茶
葉
は
、
初
め
こ

そ
香
り
が
あ
る
も
の
の
、
秋
に
な
る
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
。」

第
三
五
二
条

　
　
【
原
文
】

　

羣
芳
譜
、
世
人
情
性
嗜
好
各
殊
、
而
茶
事
則
十
人
而
九
。
竹
爐
火
候
、
茗
椀
淸
緣
。
煑

引
風
之
碧
雲
、
傾
浮
花
〈
風
〉
之
雪
乳
、
非
藉
湯
勲
、
何
昭
茶
德
。
略
而
言
之
、
其
法
有

五
、一
曰
擇
水
、
二
曰
簡
器
、
三
曰
忌
溷
〈
混
〉、
四
曰
愼
〔
烹
〕
煑
、
五
曰
辨
色
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
王
象
晋
『
二
如
亭
群
芳
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
世
の
人
々
の
性
格
や

嗜
好
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
喫
茶
は
十
人
に
九
人
が
好
む
。
竹
の
風
炉
の
火
加
減

を
見
て
、
良
い
茶
碗
を
選
ぶ
。
そ
し
て
、
清
ら
か
な
風
を
引
き
こ
む
青
々
と
し
た
茶
葉
を

煮
て
、
花
の
よ
う
な
模
様
が
浮
か
ぶ
白
い
茶
湯
を
注
ぐ
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
湯
の
功
績

で
あ
り
、
こ
の
功
績
を
借
り
ず
し
て
茶
の
徳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
ま

か
に
言
え
ば
、
茶
を
煮
る
要
点
は
五
つ
あ
る
。
第
一
は
水
を
選
ぶ
こ
と
、
第
二
は
器
を
選

ぶ
こ
と
、
第
三
は
汚
れ
を
避
け
る
こ
と
、
第
四
は
慎
重
に
煮
る
こ
と
、
第
五
は
茶
湯
の
色

を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。」

第
三
五
三
条

　
　
【
原
文
】

　

吳
興
掌
故
錄
、
湖
州
金
沙
泉
、
至
元
中
、
中
書
省
遣
官
致
祭
、
一
夕
水
溢
、
溉
田
千

畆
、
賜
名
瑞
應
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
呉
興
掌
故
録
』 

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
湖
州 

（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
） 

に
は

金
沙
泉
が
あ
る
。
元
の
至
元
年
間
（
一
二
六
四
～
一
二
九
四
）、
中
書
省
は
役
人
を
派
遣

し
て
こ
の
泉
を
祭
ら
せ
た
。
す
る
と
一
晩
で
水
が
溢
れ
出
し
、
千
畆
の
田
地
を
潤
し
た
。

そ
こ
で
、
瑞
応
泉
の
名
を
賜
っ
た
。」

第
三
五
四
条

　
　
【
原
文
】

　

職
方
志
、
廣
陵
蜀
岡
上
有
井
、
曰
蜀
井
。
言
水
與
西
蜀
相
通
。
茶
品
、
天
下
水
有
二
十

種
、
而
蜀
岡
水
爲
第
七
。

　
　
【
和
訳
】

　
（『
淵
鑑
類
函
』
所
収
の
） 『
揚
州
職
方
志
』 

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
広
陵
（
現
在
の

江
蘇
省
揚
州
市
）
の
蜀
岡
に
は
井
戸
が
あ
り
、
蜀
井
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
水
は
、
西

蜀 
（
現
在
の
四
川
省
一
帯
） 

と
相
通
じ
て
い
る
と
い
う
。
唐
代
の
陸
羽
が
品
評
し
た
天
下

の
名
水
は
二
十
種
あ
り
、
蜀
岡
の
水
は
第
七
と
さ
れ
て
い
る
。」
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第
三
五
五
条

　
　
【
原
文
】

　

遵
生
八
牋
、
凡
㸃
茶
、
先
須
熁
盞
令
熱
、
則
茶
面
聚
乳
。
冷
則
茶
色
不
浮
（
熁
音
脅
、

火
迫
也
沸
〈
通
也
〉）。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
高
濂
『
遵
生
八
牋
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
点
て
る
に
は
、
ま
ず
茶
碗

を
炙
り
温
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
す
る
と
、
茶
湯
の
表
面
が
分
散
せ
ず
、
し
っ
か

り
と
し
た
乳
白
色
と
な
る
。
茶
碗
が
冷
た
い
と
、
茶
の
色
が
鮮
明
に
現
れ
な
い
（
熁
の
音

は
脅
、
火
を
近
づ
け
全
体
を
温
め
る
こ
と
で
あ
る
）。」

第
三
五
六
条

　
　
【
原
文
】

　

陳
眉
公
太
平
淸
話
、
余
𡮢
酌
中
泠
、
劣
於
惠
山
、
殊
不
可
解
。
後
攷
之
、
乃
知
陸
羽
原

以
廬
山
谷
簾
泉
爲
第
一
。
山
疏
云
、
陸
羽
茶
經
言
、
瀑
瀉
湍
激
者
勿
食
。
今
此
水
瀑
瀉
湍

激
無
如
矣
、
乃
以
爲
第
一
、
何
也
。
又
、
雲
液
泉
在
谷
簾
側
、
山
多
雲
母
、
泉
其
液
也
。

洪
纖
如
指
、
淸
洌
甘
寒
、
遠
出
谷
簾
之
上
、
乃
不
得
第
一
、
又
何
也
。
又
、
碧
琳
池
東
西

兩
泉
、
皆
極
甘
香
、
其
味
不
減
惠
山
、
而
東
泉
尤
冽
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
陳
継
儒
（
号
は
眉
公
）『
太
平
清
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
以
前
、
私
は
中

泠
泉
（
江
蘇
省
鎮
江
市
の
金
山
下
長
江
に
あ
る
泉
）
の
水
を
汲
ん
で
み
た
が
、
そ
の
風
味

は
恵
山
の
水
に
劣
っ
て
い
た
。
当
時
は
そ
の
理
由
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
後
に

調
べ
て
み
る
と
、
陸
羽
は
元
来
、
廬
山
（
江
西
省
九
江
市
）
の
谷
簾
泉
を
第
一
と
し
て
い

た
こ
と
を
知
っ
た
。『
山
疏
』
に
は
『
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
よ
る
と
、
流
れ
の
激
し
い
と

こ
ろ
の
水
を
口
に
し
て
は
い
け
な
い
』
と
あ
る
。
だ
が
、
今
の
谷
簾
泉
は
他
に
比
べ
る
こ

と
も
で
き
な
い
ほ
ど
激
し
い
流
れ
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
第
一
と
さ
れ
る
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。
ま
た
、
廬
山
の
谷
簾
泉
の
傍
ら
に
は
雲
液
泉
が
あ
る
。
廬
山
は
雲
母
を
多
く

産
し
、
こ
の
泉
の
水
は
雲
母
が
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
雲
液
泉
は
指
ほ
ど
の
幅
の
流
れ
だ

が
、
清
ら
か
で
冷
た
く
味
が
良
い
。
水
質
は
谷
簾
泉
を
遥
か
に
上
回
る
の
に
第
一
と
さ
れ

な
い
の
は
、
ま
た
ど
う
い
う
こ
と
か
。
他
に
も
、
碧
琳
池
の
東
西
に
あ
る
二
つ
の
泉
は
、

ど
ち
ら
も
極
め
て
風
味
が
良
く
、
恵
山
に
劣
ら
な
い
。
特
に
東
の
泉
は
冷
た
く
味
が
良

い
。」

第
三
五
七
条

　
　
【
原
文
】

　

蔡
君
謨
湯
取
嫩
而
不
取
老
、
蓋
爲
團
餅
茶
言
耳
。
今
旗
芽
鎗
甲
、
湯
不
足
則
茶
神
不

透
、
茶
色
不
明
、
故
茗
戰
之
捷
尤
在
五
沸
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
太
平
清
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
北
宋
の
蔡
襄
（
字
は
君
謨
）
は
、
湯
は
沸

い
た
ば
か
り
の
も
の
を
用
い
、
沸
か
し
過
ぎ
た
も
の
は
用
い
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
団

茶
や
餅
茶
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
現
在
は
そ
の
よ
う
な
加
工
を
し
な
い
茶
の

芽
や
葉
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
り
、
十
分
に
沸
か
し
て
い
な
い
湯
だ
と
茶
の
風
味
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
淹
れ
た
茶
の
色
も
不
鮮
明
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
闘
茶
で
勝
利
す

る
に
は
、
し
っ
か
り
沸
か
し
た
『
五
沸
』
の
湯
を
注
ぐ
こ
と
で
あ
る
。」

第
三
五
八
条

　
　
【
原
文
】

　

徐
渭
煎
茶
七
類
、
煑
茶
非
漫
浪
、
要
須
其
人
與
茶
品
相
得
。
故
其
法
每
傳
於
高
流

逸

有
烟
霞
泉
石
磊
塊
於
胸
次
間
者
。
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【
和
訳
】

　

明
の
徐
渭
『
煎
茶
七
類
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
煮
る
際
は
、
好
き
勝
手
に

し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
要
点
は
、
茶
を
煮
る
者
と
茶
の
品
性
が
互
い
に
作
用
し
て
真
価

を
発
揮
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
茶
を
煮
る
方
法
は
才
識
の
豊
か
な
人
物
や
隠
士

と
い
っ
た
、
胸
の
内
に
山
林
隠
逸
の
志
を
抱
く
者
の
間
に
伝
わ
っ
た
。」

第
三
五
九
条

　
　
【
原
文
】

　

品
泉
以
井
水
爲
下
、
井
取
汲
多
者
、
汲
多
則
水
活
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煎
茶
七
類
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
泉
水
の
品
評
で
は
井
戸
水
を
下
等
と
す

る
。
そ
れ
で
も
井
戸
水
を
汲
む
の
で
あ
れ
ば
、
何
度
も
汲
ん
だ
後
の
も
の
を
用
い
る
。
汲

む
回
数
が
多
い
と
水
の
性
質
が
活
性
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

第
三
六
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

候
湯
眼
鱗
鱗
起
、
沫
餑
鼓
泛
、
投
茗
器
中
。
初
入
湯
少
許
、
俟
湯
茗
相
投
、
卽
滿
注
。

雲

漸
開
、
乳
花
浮
面
、
則
味
全
。
蓋
古
茶
用
團
餅
碾
屑
、
味
易
出
。
葉
茶
驟
則
乏
味
、

過
熟
則
味
昏
底
滯
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煎
茶
七
類
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
を
沸
か
し
て
フ
ツ
フ
ツ
と
細
や
か
な
泡

が
立
ち
、
ブ
ク
ブ
ク
と
泡
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
ら
、
茶
碗
に
茶
葉
を
入
れ
る
。
初
め
は

湯
を
少
し
ば
か
り
注
ぎ
、
湯
と
茶
葉
が
馴
染
ん
だ
ら
、
茶
碗
一
杯
に
注
ぐ
。
茶
湯
の
表
面

に
雲
の
よ
う
な
模
様
が
現
れ
、
乳
白
色
の
泡
が
浮
い
て
き
た
ら
、
茶
の
風
味
は
完
全
に
広

が
る
。
古
の
茶
は
団
茶
や
餅
茶
を
す
り
潰
し
た
も
の
を
用
い
た
の
で
、
風
味
が
容
易
に
広

が
っ
た
。
葉
の
ま
ま
の
茶
は
沸
い
た
ば
か
り
の
湯
を
急
い
で
淹
れ
る
と
風
味
が
広
が
ら

ず
、
沸
か
し
過
ぎ
た
湯
だ
と
風
味
が
く
ど
く
な
っ
て
し
ま
う
。」

第
三
六
一
条

　
　
【
原
文
】

　

張
源
茶
錄
、
山
頂
泉
淸
而
輕
、
山
下
泉
淸
而
重
。
石
中
泉
淸
而
甘
、
砂
中
泉
淸
而
洌
、

土
中
泉
淸
而
厚
〈
淡
而
白
〉。
流
動
者
良
〈
愈
〉
於
安
靜
、
負
陰
者
勝
於
向
陽
。
山
削
者

泉
寡
、
山
秀
者
有
神
。
眞
源
無
味
、
眞
水
無
香
、
流
於
黃
石
爲
佳
、
瀉
出
〈
於
〉
青
石
無

用
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
張
源
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
山
頂
の
泉
水
は
清
く
軽
や
か
で
あ
り
、

山
麓
の
泉
水
は
清
ら
か
だ
が
重
々
し
い
。
岩
の
間
か
ら
流
れ
出
す
泉
水
は
清
ら
か
で
風
味

が
良
く
、
砂
中
に
湧
き
出
す
泉
水
は
清
ら
か
で
冷
た
く
、
土
中
に
湧
き
出
す
泉
水
は
清
ら

か
で
濃
厚
な
風
味
が
あ
る
。
流
れ
の
あ
る
泉
水
は
静
止
し
た
泉
水
よ
り
も
良
く
、
山
の
北

側
の
日
陰
に
あ
る
泉
水
は
、
南
側
の
日
向
に
あ
る
泉
水
に
勝
る
。
山
は
切
り
立
っ
た
険
し

い
地
形
だ
と
泉
水
が
少
な
く
、
高
く
そ
び
え
秀
麗
な
地
形
だ
と
泉
水
の
風
味
が
優
れ
て
い

る
。
水
源
か
ら
湧
い
た
ば
か
り
の
真
の
水
に
は
味
も
香
り
も
な
い
。
黄
色
の
岩
石
か
ら
流

れ
出
る
泉
水
は
質
が
良
く
、
青
色
の
岩
石
か
ら
流
れ
出
す
も
の
は
茶
に
用
い
な
い
。」

第
三
六
二
条

　
　
【
原
文
】

　

湯
有
三
大
辨
、〔
十
五
小
辨
〕。
一
曰
形
辨
、
二
曰
聲
辨
、
三
曰
捷
辨
〈
氣
辨
〉。
形
爲

内
辨
、
聲
爲
外
辨
、
捷
爲
氣
辨
〈
氣
爲
捷
辨
〉。
如
蝦
眼
、
蠏
眼
、
魚
目
、
連
珠
、
皆
爲

萌
湯
。
直
至
湧
沸
、
如
騰
波
鼔
浪
、
水
氣
全
消
、
方
是
純
熟
。
如
初
聲
、
轉
聲
、
振
聲
、
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駭
〈
驟
〉
聲
、
皆
爲
萌
湯
。
直
至
無
聲
、
方
是
純
熟
。
如
氣
浮
一
縷
、
二
縷
、
三
〔
四
〕

縷
、
及
縷
亂
不
分
、
氤
氲
繚
繞
、
皆
爲
萌
湯
。
直
至
氣
直
冲
貫
、
方
是
純
熟
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
を
沸
か
す
火
加
減
を
見
分
け
る
に
は
、
三
つ

の
大
き
な
基
準
が
あ
る
。
基
準
の
第
一
を
形
弁
、
第
二
を
声
弁
、
第
三
を
捷
弁
と
い
う
。

形
弁
と
は
湯
の
性
質
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
声
弁
と
は
湯
の
発
す
る
音
に

よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。
捷
弁
と
は
湯
気
の
状
態
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
で
あ

る
。
形
弁
は
湯
が
沸
く
際
の
泡
に
よ
っ
て
蝦
眼
、
蠏
眼
、
魚
目
、
連
珠
に
分
類
さ
れ
、
ど

れ
も
沸
き
始
め
の
湯
の
様
子
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
沸
騰
し
て
、
激
し
い
大
波
の
よ
う
に
沸

く
と
、
水
の
気
が
す
っ
か
り
四
散
し
、
完
全
な
湯
と
な
る
。
声
弁
は
初
声
、
転
声
、
振

声
、
驟
声
に
分
類
さ
れ
、
ど
れ
も
沸
き
始
め
の
湯
の
音
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
音
が
無
く
な

れ
ば
、
完
全
な
湯
と
な
る
。
捷
弁
で
は
立
ち
上
る
湯
気
の
筋
が
一
筋
、
二
筋
、
三
筋
で

あ
っ
た
り
、
乱
れ
た
り
す
る
。
ま
た
は
湯
気
が
広
が
っ
て
湯
を
取
り
巻
く
よ
う
に
揺
ら

ぐ
。
い
ず
れ
も
湯
の
沸
き
始
め
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
湯
気
が
天
を
貫
く
か
の
よ
う
に
強
く

立
ち
上
る
と
、
完
全
な
湯
と
な
る
。」

第
三
六
三
条

　
　
【
原
文
】

　

蔡
君
謨
、
因
古
人
製
茶
碾
磨
作
餅
、
則
見
沸
〈
湯
〉
而
茶
神
便
發
〈
浮
〉、
此
用
嫩
而

不
用
老
也
。
今
時
製
茶
、
不
假
羅
碾
、
全
具
元
體
、
湯
須
純
熟
、
元
神
始
發
也
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
古
の
人
々
は
茶
を
造
る
際
、
茶
葉
を
磨
り
潰
し

て
茶
餅
と
し
、
こ
の
茶
餅
を
粉
末
に
し
て
茶
を
点
て
た
。
粉
末
の
茶
に
湯
を
注
ぐ
と
、
茶

の
真
の
性
質
と
風
味
が
す
ぐ
さ
ま
現
れ
る
。
こ
の
た
め
、
北
宋
の
蔡
襄
は
沸
い
た
ば
か
り

の
湯
を
用
い
、
長
く
沸
騰
し
た
湯
は
用
い
な
か
っ
た
。
現
在
の
茶
は
茶
餅
を
粉
末
に
し
て

ふ
る
い
に
か
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
芽
や
葉
の
ま
ま
用
い
る
。
こ
の
た
め
、
完
全
に
沸
騰
し

た
湯
を
注
い
で
こ
そ
、
茶
葉
は
真
の
性
質
と
風
味
を
発
揮
す
る
。」

第
三
六
四
条

　
　
【
原
文
】

　

爐
火
通
紅
、
茶
銚
〈
瓢
〉
始
上
。
扇
起
要
輕
疾
、
待
湯
有
聲
、
稍
稍
重
疾
、
斯
文
武
火

之
候
也
。
若
過
乎
文
則
水
性
柔
、
柔
則
水
爲
茶
降
。
過
於
武
則
火
性
烈
、
烈
則
茶
爲
水

制
。
皆
不
足
於
中
和
、
非
茶
家
之
要
旨
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
を
沸
か
す
際
は
、
風
炉
の
火
が
完
全
に
赤
く

な
っ
て
か
ら
、
湯
沸
か
し
を
風
炉
の
上
に
置
く
。
初
め
は
扇
で
そ
っ
と
す
ば
や
く
風
炉
を

あ
お
ぎ
、
湯
の
沸
く
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
や
や
力
を
入
れ
て
し
っ
か
り
と
手
早
く
あ
お

ぐ
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
『
文
』
と
『
武
』
の
火
加
減
で
あ
る
。
も
し
文
に
過
ぎ
る
と
湯
の

性
質
が
柔
和
と
な
り
、
湯
の
性
質
は
茶
の
性
質
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
反
対

に
、
武
に
過
ぎ
る
と
湯
の
も
つ
火
の
性
質
が
強
烈
と
な
り
、
茶
の
性
質
が
湯
の
性
質
に
支

配
さ
れ
て
し
ま
う
。
ど
ち
ら
も
中
庸
で
は
な
く
、
茶
を
愛
す
る
者
の
本
意
に
そ
ぐ
わ
な

い
。」

第
三
六
五
条

　
　
【
原
文
】

　

投
茶
有
序
、
無
失
其
宜
。
先
茶
後
湯
、
曰
下
投
。
湯
半
下
茶
、
復
以
湯
滿
、
曰
中
投
。

先
湯
後
茶
、
曰
上
投
。
夏
宜
上
投
、
冬
宜
下
投
、
春
秋
宜
中
投
。
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【
和
訳
】

　
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
碗
に
茶
葉
を
入
れ
る
に
は
決
ま
っ
た
手
順
が

あ
り
、
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
茶
葉
を
入
れ
次
に
湯
を
注
ぐ
の
を
『
下
投
』
と
い

う
。
湯
を
半
分
注
い
で
茶
葉
を
入
れ
、
そ
れ
か
ら
満
杯
ま
で
湯
を
注
ぐ
の
を
『
中
投
』
と

い
う
。
先
に
湯
を
注
ぎ
次
に
茶
葉
を
入
れ
る
の
を
『
上
投
』
と
い
う
。
夏
は
上
投
が
よ

く
、
冬
は
下
投
が
よ
い
。
春
と
秋
は
中
投
が
よ
い
。」

第
三
六
六
条

　
　
【
原
文
】

　

不
宜
用
、
惡
木
〈
水
〉、
敝
器
、
銅
匙
、
銅
銚
、
木
桶
、
柴
薪
、〘
烟
煤
〙
、
麩
炭
、
觕

童
、
惡
婢
、
不
潔
巾
悅
、
及
各
色
果
實
香
藥
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
許
次
紓
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
淹
れ
る
の
に
、
ふ
さ
わ
し
く

な
い
も
の
が
あ
る
。
質
の
悪
い
水
、
傷
ん
だ
器
、
銅
製
の
匙
や
湯
沸
か
し
、
木
製
の
桶
、

雑
木
の
薪
、
石
炭
や
木
炭
、
が
さ
つ
な
小
僧
や
下
女
、
不
潔
な
手
ぬ
ぐ
い
、
香
り
の
強
い

各
種
の
果
実
や
香
料
で
あ
る
。」

第
三
六
七
条

　
　
【
原
文
】

　

謝
肇
淛
五
雜
組
、
唐
薛
能
茶
詩
云
、
鹽
損
添
𡮢
〈
常
〉
戒
、
薑
宜
著
更
誇
。
煑
茶
如

是
、
味
安
得
佳
。
此
或
在
竟
陵
翁
未
品
題
之
先
也
。
至
東
坡
和
寄
茶
詩
云
、
老
妻
稚
子
不

知
愛
、
一
半
已
入
薑
鹽
煎
。
則
業
覺
其
非
矣
、
而
此
習
猶
在
也
。
今
江
右
及
楚
人
尚
有
以

薑
煎
茶
者
、
雖
云
古
風
、
終
覺
未
典
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
謝
肇
淛
『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
の
薛
能
『
茶
詩
』（『
蜀
州
の

鄭
史
君
、
鳥
觜
茶
を
寄
す
、
因
り
て
以
て
贈
答
す
八
韻
』）
に
は
『
塩
は
添
え
れ
ば
常
に

戒
む
を
損
ら
し
、
薑
は
着
う
れ
ば
更
に
誇
る
に
宜
し
（
茶
湯
に
塩
を
加
え
れ
ば
常
に
心
身

を
清
め
る
必
要
性
を
減
ら
し
、
生
姜
を
加
え
れ
ば
茶
湯
の
味
を
一
層
引
き
立
て
る
）』
と

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
茶
を
煮
て
、
風
味
が
良
く
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の

詩
は
、
も
し
か
し
た
ら
陸
羽
が
茶
の
品
評
を
始
め
る
前
に
詠
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
北

宋
に
な
っ
て
も
蘇
軾
の
『
蔣
夔
の
茶
を
寄
す
に
和
す
』
詩
に
は
『
老
妻
稚
子　

愛
す
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
一
半
已
に
薑
塩
を
入
れ
て
煎
ず
（
我
が
妻
子
は
上
等
な
茶
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
知
ら
ず
、
頂
い
た
茶
の
半
分
に
、
生
姜
や
塩
を
入
れ
て
煎
じ
て
し
ま
っ
た
）』
と

あ
る
。
す
で
に
茶
に
生
姜
や
塩
を
入
れ
る
こ
と
が
誤
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
て
も
、
そ
の

よ
う
な
習
慣
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
で
も
、
江
西
や
湖
広
の
人
々

は
生
姜
を
入
れ
て
茶
を
煎
じ
る
。
古
く
か
ら
の
風
習
を
伝
え
る
と
言
う
も
の
の
、
結
局
は

正
則
か
ら
外
れ
る
方
法
だ
と
感
じ
る
。」

第
三
六
八
条

　
　
【
原
文
】

　

閩
人
苦
山
泉
難
得
、
多
用
雨
水
。
其
味
甘
不
及
山
泉
而
淸
過
之
。
然
自
淮
而
北
、
則
雨

水
苦
黑
、
不
堪
煑
茗
矣
。
惟
雪
水
冬
月
藏
之
、
入
夏
用
、
乃
絶
佳
。
夫
雪
固
雨
所
凝
也
、

宜
雪
而
不
宜
雨
、
何
哉
。
或
曰
、
北
方
瓦
屋
不
净
、
多
用
穢
泥
塗
塞
故
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
福
建
の
人
々
は
山
地
の
泉
水
を
得
難
い
の
に

苦
し
み
、
雨
水
を
多
く
用
い
て
い
た
。
雨
水
の
風
味
は
山
地
の
泉
水
に
及
ば
な
い
も
の

の
、
清
ら
か
さ
は
勝
る
。
し
か
し
、
淮
河
よ
り
北
の
地
域
で
は
雨
水
が
苦
く
黒
い
の
で
、

茶
を
煮
る
の
に
耐
え
な
い
。
た
だ
雪
水
だ
け
は
冬
に
貯
蔵
し
て
夏
に
茶
を
煮
る
と
極
め
て
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良
い
。
雪
は
雨
が
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
る
。
雪
が
よ
く
て
雨
が
よ
く
な
い
と
は
、
ど
う
い

う
こ
と
か
。
あ
る
人
が
言
う
に
、
北
方
の
瓦
葺
き
家
屋
は
隙
間
に
汚
れ
た
泥
土
を
塗
り
込

む
た
め
、
不
潔
だ
か
ら
だ
と
い
う
。」

第
三
六
九
条

　
　
【
原
文
】

　

古
時
之
茶
、
曰
煑
、
曰
烹
、
曰
煎
、
須
湯
如
蟹
眼
、
茶
味
方
中
。
今
之
茶
、
惟
用
沸
湯

投
之
、
稍
著
火
卽
色
黃
而
味
澀
、
不
中
飮
矣
。
迺
知
古
今
煑
法
亦
自
不
同
也
。

　
　【
和
訳
】

　
『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
古
の
時
代
は
茶
を
淹
れ
る
こ
と
を
『
煮
』
や

『
烹
』、『
煎
』
と
い
い
、
湯
が
沸
き
蟹
の
眼
の
よ
う
な
泡
を
立
て
る
頃
合
い
で
淹
れ
る
と
、

風
味
が
ち
ょ
う
ど
良
い
具
合
と
な
っ
た
。
今
の
茶
は
沸
騰
し
た
湯
を
注
ぐ
。
し
か
し
、
少

し
で
も
火
加
減
が
強
い
と
茶
湯
が
黄
色
く
な
っ
て
味
が
渋
く
な
り
、
飲
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
古
今
、
茶
を
煮
る
方
法
は
自
ず
と
異
な
る
。」

第
三
七
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

蘇
才
翁
鬭
茶
用
天
台
竹
瀝
水
、
乃
竹
露
、
非
竹
瀝
也
。
若
今
醫
家
、
用
火
逼
竹
取
瀝
、

斷
不
宜
茶
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
五
雑
組
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
北
宋
の
蘇
舜
元
（
字
は
才
翁
）
は
蔡
襄
と
の

闘
茶
の
際
、
天
台
山
の
竹
瀝
水
を
用
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
竹
の
葉
に
つ
い
た
露
で

あ
っ
て
、
竹
瀝 

（
竹
か
ら
に
じ
み
出
る
液
体
） 

で
は
な
い
。
今
の
医
者
は
、
竹
に
火
を
近

づ
け
て
竹
瀝
を
採
取
す
る
が
、
こ
れ
は
茶
を
淹
れ
る
の
に
決
し
て
適
さ
な
い
。」

第
三
七
一
条

　
　
【
原
文
】

　

顧
元
慶
茶
譜
、
煎
茶
四
要
、
一
擇
水
、
二
洗
茶
、
三
候
湯
、
四
擇
品
。
㸃
茶
三
要
、
一

滌
器
、
二
熁
盞
、
三
擇
果
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
顧
元
慶
『
茶
譜
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
煎
じ
る
に
は
四
つ
の
要
点
が

あ
る
。
第
一
は
水
を
選
別
す
る
こ
と
、
第
二
は
茶
葉
を
洗
う
こ
と
、
第
三
は
湯
を
沸
か
す

加
減
、
第
四
は
大
き
さ
や
素
材
の
適
し
た
茶
器
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
茶
を
点
じ
る
に
は

三
つ
の
要
点
が
あ
る
。
第
一
は
茶
器
を
漱
ぐ
こ
と
、
第
二
は
茶
碗
を
よ
く
温
め
る
こ
と
、

第
三
は
茶
の
風
味
を
損
な
わ
な
い
果
実
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。」

第
三
七
二
条

　
　
【
原
文
】

　

熊
明
遇
岕
山
茶
記
、
烹
茶
、
水
之
功
居
六
。
無
山
泉
、
則
用
天
水
、
秋
雨
爲
上
、
梅
雨

次
之
。
秋
雨
冽
而
白
、
梅
雨
醇
而
白
。
雪
水
、
五
穀
之
精
也
、
色
不
能
白
。
養
水
、
須
置

石
子
於
甕
、
不
惟
益
水
、
而
白
石
淸
泉
、
會
心
亦
不
在
遠
。

　
　
【
和
訳
】

　

熊
明
遇
『
岕
山
茶
記
』（『
羅
岕
茶
記
』）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
煮
る
上
で
、

水
の
功
績
は
六
割
を
占
め
る
。
も
し
山
地
の
泉
水
が
な
け
れ
ば
、
雨
水
を
用
い
る
。
秋
の

雨
水
が
良
く
、
梅
雨
の
雨
水
が
次
ぐ
。
秋
の
雨
水
は
冷
た
く
て
白
く
、
梅
雨
の
雨
水
は
芳

醇
で
白
い
。
雪
水
は
五
穀
の
精
髄
で
あ
り
、
色
は
そ
れ
ほ
ど
白
く
な
ら
な
い
。
水
を
養
生

す
る
に
は
、
水
を
入
れ
た
か
め
に
小
石
を
入
れ
る
。
こ
う
す
る
と
水
質
が
良
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
清
ら
か
な
庭
石
や
美
し
い
泉
の
あ
る
園
林
に
い
る
か
の
よ
う
な
景
色
を
作
り
出

し
、
遠
出
せ
ず
と
も
目
や
心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
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第
三
七
三
条

　
　
【
原
文
】

　

雪
庵
淸
史
、
余
性
好
淸
苦
、
獨
與
茶
宜
。
幸
近
茶
鄕
、
恣
我
飮
啜
。
乃
友
人
不
辨
三
火

三
沸
法
、
余
每
過
飮
、
非
失
過
老
、
則
失
太
嫩
、
致
令
甘
香
之
味
蕩
然
無
存
、
蓋
誤
於
李

南
金
之
說
耳
。
如
羅
玉
露
之
論
、
乃
爲
得
火
候
也
。
友
曰
、
吾
性
惟
好
讀
書
、
玩
佳
山

水
、
作
佛
事
、
或
時
醉
花
前
、
不
愛
水
厄
、
故
不
精
於
火
候
。
昔
人
有
言
、
釋
滯
消
壅
、

一
日
之
利
暫
佳
。
瘠
氣
耗
精
、
終
身
之
害
斯
大
。
獲
益
則
歸
功
茶
力
、
貽
害
則
不
謂
茶

災
。
甘
受
俗
名
、
緣
此
之
故
。
噫
、
茶
寃
甚
矣
。
不
聞
秃
翁
之
言
、
釋
滯
消
壅
、
淸
苦
之

益
實
多
。
瘠
氣
耗
精
、
情
慾
之
害
最
大
。
獲
益
則
不
謂
茶
力
、
自
害
則
反
謂
茶
殃
。
且
無

火
候
、
不
獨
一
茶
、
讀
書
而
不
得
其
趣
、
玩
山
水
而
不
會
其
情
、
學
佛
而
不
破
其
宗
、
好

色
而
不
飮
其
韻
、
皆
無
火
候
者
也
。
豈
余
愛
茶
、
而
故
爲
茶
吐
氣
哉
。
亦
欲
以
此
淸
苦
之

味
、
與
故
人
共
之
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
楽
純
『
雪
庵
清
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
私
は
生
来
清
貧
を
好
む
性
格
で

あ
り
、
茶
の
性
質
と
の
み
意
気
投
合
し
た
。
幸
い
、
私
の
家
は
茶
の
産
地
に
近
く
、
思
う

ま
ま
に
茶
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
私
の
友
人
は
『
三
火
三
沸
』
の
方
法
を
理
解

し
て
お
ら
ず
、
私
が
茶
を
飲
み
に
行
く
た
び
に
、
湯
を
沸
か
す
の
が
長
す
ぎ
た
り
短
す
ぎ

た
り
し
て
、
茶
の
す
ば
ら
し
い
風
味
が
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
、
南

宋
の
李
南
金
の
説
に
従
っ
て
誤
っ
た
の
だ
ろ
う
。
羅
大
経
の
『
鶴
林
玉
露
』
に
記
さ
れ
た

説
に
従
う
な
ら
ば
、
火
加
減
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
友
人
は
私
に
対
し
て
こ
う

言
っ
た
。

　

生
来
、
私
は
読
書
を
好
み
、
麗
し
い
山
水
の
景
色
に
遊
び
、
仏
事
に
つ
と
め
、
時
に
花

の
前
で
酒
に
酔
う
だ
け
で
あ
る
。
茶
を
好
ま
な
い
の
で
、
火
加
減
に
は
通
じ
て
い
な
い
。

昔
の
人
が
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
茶
を
飲
め
ば
煩
悶
が
除
か
れ
る
の
で
、
少
し
の
間

は
良
い
。
し
か
し
、
気
力
を
損
な
う
か
ら
、
生
涯
を
通
じ
て
見
れ
ば
そ
の
害
の
ほ
う
が
大

き
い
。
良
い
こ
と
は
茶
の
力
だ
と
言
い
、
害
が
あ
っ
て
も
茶
の
災
い
だ
と
は
言
わ
な
い
。

茶
も
嗜
ま
な
い
俗
人
と
の
評
判
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
と
。

　

あ
あ
、
茶
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
年
寄
り
の

話
を
聞
か
な
い
の
か
。
煩
悶
を
除
く
と
い
う
茶
の
効
用
は
、
清
貧
な
生
活
を
続
け
る
の
に

ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
こ
と
か
。
気
力
を
損
な
う
と
は
、
欲
望
や
執
着
心
を
抑
制
す
る
と
い
う

意
味
で
の
『
害
』
が
最
も
大
き
い
の
で
あ
る
。
良
い
こ
と
を
茶
の
力
だ
と
言
わ
ず
、
自
ら

を
害
す
る
こ
と
を
か
え
っ
て
茶
の
災
い
だ
と
い
う
。
ま
し
て
火
加
減
を
把
握
で
き
な
い
な

ど
、
茶
の
み
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
感
性
が
鈍
け
れ
ば
、
本
を
読
ん
で

も
そ
の
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
山
水
に
遊
ん
で
も
そ
の
趣
き
を
会
得
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
仏
の
教
え
を
学
ん
で
も
そ
の
根
本
を
悟
る
こ
と
が
で
き
ず
、
美
し
さ
を
好

ん
で
も
そ
の
風
情
を
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
火
加
減
を
把
握
し
て
い
な
い
の

と
相
通
じ
る
。
ま
さ
か
私
が
茶
を
好
む
か
ら
、
故
意
に
茶
を
弁
護
し
て
い
る
と
で
も
い
う

の
か
。
私
は
こ
の
清
貧
の
味
を
、
長
年
の
友
人
と
楽
し
み
た
い
だ
け
で
あ
る
。」

第
三
七
四
条

　
　
【
原
文
】

　

煑
茗
之
法
有
六
要
、
一
曰
别
、
二
曰
水
、
三
曰
火
、
四
曰
湯
、
五
曰
器
、
六
曰
飮
。
有

觕
茶
、
有
散
茶
、
有
末
茶
、
有
餅
茶
、
有
研
者
、
有
𤎅
者
、
有
煬
者
、
有
舂
者
。
余
幸
得

產
茶
方
、
又
兼
得
烹
茶
六
要
。
每
遇
好
朋
、
便
手
自
煎
烹
。
但
願
一
甌
常
及
眞
、
不
用
撐

膓
拄
腹
文
字
五
千
卷
也
。
故
曰
飮
之
時
義
遠
矣
哉
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
雪
庵
清
史
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
煮
る
方
法
に
は
六
つ
の
要
点
が
あ

る
。
第
一
は
茶
葉
の
判
別
、
第
二
は
水
の
選
択
、
第
三
は
火
加
減
の
把
握
、
第
四
は
湯
の

沸
か
し
方
、
第
五
は
茶
器
の
選
択
、
第
六
は
味
わ
い
方
で
あ
る
。
茶
葉
の
分
類
に
は
粗
製

の
茶
、
葉
の
ま
ま
の
茶
、
粉
末
の
茶
、
餅
状
の
茶
が
あ
る
。
茶
葉
の
加
工
法
に
は
挽
く
、
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炒
る
、
炙
る
、
搗
く
が
あ
る
。
私
は
幸
い
茶
の
加
工
方
法
を
会
得
し
、
同
時
に
茶
を
煮
る

六
つ
の
要
点
も
会
得
し
た
。
そ
こ
で
私
は
友
人
と
会
う
た
び
に
、
手
ず
か
ら
茶
を
煮
る
。

た
だ
望
む
の
は
一
杯
の
茶
に
よ
っ
て
常
に
本
性
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
り
、
五
千
巻
の
文

字
で
腹
を
満
た
す
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
喫
茶
の
意
義
は
何
と
も
奥
深
い
も
の
だ

と
言
え
る
。」

第
三
七
五
条

　
　
【
原
文
】

　

田
藝
蘅
煑
泉
小
品
、
茶
、
南
方
嘉
木
、
日
用
之
不
可
少
者
。
品
固
有
媺
〈
微
〉
惡
、
若

不
得
其
水
、
且
煑
之
不
得
其
宜
、
雖
佳
弗
佳
也
。
但
飮
泉
覺
爽
、
啜
茗
忘
喧
、
謂
非
膏

梁
〈
粱
〉
紈
袴
可
語
。
爰
著
煑
泉
小
品
、
與
枕
石
潄
流
者
商
焉
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
田
芸
蘅
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
は
『
南
方
の
嘉
木
』
と
呼

ば
れ
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
そ
の
品
質
に
は

良
し
悪
し
が
あ
る
。
も
し
、
茶
を
煮
る
の
に
適
切
な
水
を
入
手
で
き
ず
、
煮
る
に
し
て
も

適
切
な
方
法
で
な
け
れ
ば
、
質
の
良
い
茶
で
も
そ
の
良
さ
を
発
揮
で
き
な
い
。
私
は
た
だ

泉
水
を
飲
ん
で
清
々
し
さ
を
感
じ
、
茶
を
喫
し
て
世
間
の
騒
が
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
よ
い
の
だ
。
こ
の
心
情
は
、
金
持
ち
の
子
弟
に
語
っ
て
も
わ
か
り
合
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
『
煮
泉
小
品
』
を
著
し
、
俗
塵
を
避
け
る
隠
士
と
語
り
合
お
う
と
思

う
。」

第
三
七
六
条

　
　
【
原
文
】

　

陸
羽
〈
鴻
漸
〉
𡮢
謂
、
烹
茶
於
所
産
處
無
不
佳
、
蓋
水
土
之
宜
也
、
此
論
誠
妙
。
况
旋

摘
旋
瀹
、
兩
及
其
新
耶
。
故
茶
譜
亦
云
、
蒙
之
中
頂
茶
、
若
獲
一
兩
、
以
本
處
水
煎
服
、

卽
能
祛
宿
疾
是
也
。
今
武
林
諸
泉
、
惟
龍
泓
入
品
、
而
茶
亦
惟
龍
泓
山
爲
最
。
蓋
兹
山
深

厚
高
大
、
佳
麗
秀
越
爲
兩
山
之
主
、
故
其
泉
淸
寒
甘
香
、
雅
宜
煑
茶
。
〔
有
〕
虞
伯
生
詩
、

但
見
瓢
中
淸
、
翠
影
落
羣
岫
。
烹
煎
黃
金
芽
、
不
取
穀
雨
後
。
姚
公
綬
詩
、
品
𡮢
顧
渚
風

斯
下
、
零
落
茶
經
奈
爾
何
。
則
風
味
可
知
矣
、
又
况
爲
葛
仙
翁
煉
丹
之
所
哉
。
又
、
其
上

爲
老
龍
泓
、
寒
碧
倍
之
、
其
地
産
茶
、
爲
南
北
兩
山
絶
品
。
鴻
漸
第
錢
塘
、
天
竺
、
靈
𨼆

者
爲
下
品
、
當
未
識
此
耳
。
而
郡
志
亦
只
稱
寶
雲
、
香
林
、
白
雲
諸
茶
、
皆
未
若
龍
泓

〔
之
〕
淸
馥
雋
永
也
。
余
𡮢
一
一
試
之
、
求
其
茶
泉
雙
絶
、
兩
浙
罕
伍
云
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
唐
の
陸
羽
は
か
つ
て
『
茶
は
、
そ
の
産
地

の
水
で
煮
る
と
必
ず
風
味
が
良
く
な
る
。
こ
れ
は
両
者
の
性
質
が
適
合
す
る
か
ら
だ
ろ

う
』
と
論
じ
た
が
、
こ
の
論
は
実
に
精
妙
で
あ
る
。
ま
し
て
、
摘
み
た
て
の
茶
葉
を
そ
の

地
の
水
に
よ
っ
て
煮
る
の
だ
か
ら
、
茶
と
水
は
と
も
に
新
鮮
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
五
代

十
国
の
毛
文
錫
『
茶
譜
』
に
も
『
蒙
山
（
現
在
の
山
東
省
臨
沂
市
に
あ
る
山
）
の
中
頂
茶

は
、
茶
葉
一
両
を
入
手
し
て
当
地
の
泉
水
で
煮
て
喫
す
れ
ば
、
長
患
い
を
除
く
こ
と
が
で

き
る
』
と
あ
る
。
現
在
、
武
林
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
）
の
泉
で
は
、
龍
泓
の
水
だ
け

が
評
価
さ
れ
て
お
り
、
茶
も
龍
泓
山
の
も
の
が
最
も
良
い
。
こ
の
山
は
奥
深
く
、
高
く
壮

麗
で
、
南
北
両
山
の
主
峰
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
の
泉
水
は
清
ら
か
で
風
味
が
良

く
、
茶
を
煮
る
の
に
す
こ
ぶ
る
適
し
て
い
る
。
元
の
虞
集
（
字
は
伯
生
）
の
『
鄧
善
之
の

山
中
に
遊
ぶ
に
次
韻
す
』
詩
に
は
『
但
だ
見
る
瓢
中
の
清
ら
か
な
る
に
、
翠
影
の
群
岫
に

落
つ
る
を
。
黃
金
の
芽
を
烹
煎
す
る
も
、
穀
雨
の
後
に
は
取
ら
ず
（
私
に
見
え
る
の
は
瓢

箪
の
柄
杓
で
汲
ん
だ
清
ら
か
な
水
に
映
る
、
青
々
と
し
た
山
並
み
だ
け
。
黄
金
色
の
茶
芽

を
煮
て
味
わ
う
が
、
穀
雨
の
後
の
茶
は
選
ば
な
い
）』
と
あ
る
。
ま
た
、
明
の
姚
綬
（
字

は
公
綬
）
の
『
龍
井
』
詩
に
は
『
顧
渚
を
品
嘗
す
れ
ば
風
は
斯
の
下
に
あ
り
、
茶
経
を
零

落
せ
し
め
ば
爾
を
奈
何
ん
せ
ん
（
顧
渚
の
茶
を
味
わ
う
と
他
の
茶
は
ど
れ
も
敵
わ
な
い
。

顧
渚
の
茶
も
記
さ
ぬ
『
茶
経
』
の
評
判
が
落
ち
て
し
ま
っ
て
も
、
私
は
何
も
し
て
あ
げ
ら
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れ
な
い
）』
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
か
ら
は
、
龍
泓
山
の
茶
の
風
味
が
よ
く
わ
か
る
。
ま

し
て
、
こ
の
山
は
晋
の
葛
洪
が
丹
薬
を
煉
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
龍
泓
山
の

上
に
は
老
龍
泓
が
あ
る
。
こ
こ
は
他
の
箇
所
に
比
べ
て
寒
く
清
ら
か
で
あ
り
、
産
す
る
茶

は
南
北
両
山
の
な
か
で
も
絶
品
で
あ
る
。
陸
羽
は
銭
塘
の
天
竺
寺
と
霊
隠
寺
の
茶
を
下
等

と
し
た
が
、
こ
れ
は
両
寺
の
茶
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
地

の
地
方
志
で
は
宝
雲
、
香
林
、
白
雲
な
ど
の
茶
の
み
を
讃
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
茶

も
清
々
し
い
風
味
の
余
韻
が
長
く
残
る
龍
泓
の
茶
に
は
敵
わ
な
い
。
私
は
か
つ
て
様
々
な

茶
を
一
つ
一
つ
試
飲
し
て
み
た
が
、
龍
泓
山
の
も
の
が
茶
葉
、
泉
水
と
も
に
絶
品
で
あ

り
、
両
浙
（
現
在
の
浙
江
省
一
帯
）
で
は
並
ぶ
も
の
が
な
い
。」

第
三
七
七
条

　
　
【
原
文
】

　

山
厚
者
泉
厚
、
山
奇
者
泉
奇
、
山
淸
者
泉
淸
、
山
幽
者
泉
幽
、
皆
佳
品
也
。
不
厚
則

薄
、
不
奇
則
蠢
、
不
淸
則
濁
、
不
幽
則
喧
、
必
無
用
矣
〈
佳
泉
〉。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
山
は
山
体
が
厚
く
重
い
と
、
そ
こ
に
湧
く

泉
水
の
風
味
も
濃
厚
と
な
る
。
山
勢
が
非
凡
だ
と
、
泉
水
の
風
味
も
非
凡
に
な
る
。
山
が

清
ら
か
だ
と
、
泉
水
の
風
味
も
清
ら
か
と
な
る
。
山
が
静
謐
で
奥
深
い
と
、
泉
水
の
風
味

も
落
ち
着
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
良
い
泉
水
で
あ
る
。
水
は
濃
厚
で
な
け
れ
ば

淡
薄
と
な
り
、
非
凡
で
な
け
れ
ば
愚
か
と
な
り
、
清
ら
か
で
な
け
れ
ば
濁
り
、
落
ち
着
い

て
い
な
け
れ
ば
や
か
ま
し
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
水
で
茶
を
淹
れ
て
は
な
ら
な
い
。」

第
三
七
八
条

　
　
【
原
文
】

　

江
、
公
也
、
衆
水
共
入
其
中
也
。
水
共
則
味
雜
、
故
〔
鴻
漸
〕
曰
江
水
次
之
。
其
水
取

去
人
遠
者
。
蓋
去
人
遠
、
則
湛
深
〈
澄
清
〉
而
無
蕩
漾
之
漓
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
江
の
字
の
意
味
は
公
と
通
じ
、
多
く
の
河

川
が
そ
こ
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
様
々
な
流
れ
が
混
ざ
る
と
風
味
が
純
粋
で

は
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
陸
羽
は
『
江
』
す
な
わ
ち
大
河
の
水
が
劣
る
と
言
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
陸
羽
は
『
大
河
の
水
を
汲
む
場
合
は
人
里
か
ら
遠
い
場
所
で
汲
む
べ
き
で

あ
る
』
と
も
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
里
か
ら
遠
け
れ
ば
水
が
澄
ん
で
お
り
、
水
が
動

い
て
風
味
が
薄
く
な
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

第
三
七
九
条

　
　
【
原
文
】

　

嚴
陵
〈
子
〉
瀨
、
一
名
七
里
灘
、
蓋
沙
石
上
曰
瀨
、
曰
灘
也
、
總
謂
之
浙
〈
漸
〉
江
。

但
潮
汐
不
及
而
且
深
澄
、
故
入
陸
品
耳
。
余
𡮢
淸
秋
泊
釣
臺
下
、
取
囊
中
武
夷
、
金
華
二

茶
試
之
、
固
一
水
也
。
武
夷
則
黃
而
燥
冽
、
金
華
則
碧
而
淸
香
、
乃
知
擇
水
當
擇
茶
也
。

鴻
漸
以
婺
州
爲
次
、
而
淸
臣
以
白
乳
爲
武
夷
之
右
、
今
優
劣
頓
反
矣
。
意
者
所
謂
離
其
處

水
、
功
其
半
者
耶
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
浙
江
桐
廬
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
桐
廬

県
）
の
厳
陵
瀬
は
、
七
里
灘
と
も
呼
ば
れ
る
。
思
う
に
、
砂
石
の
上
を
瀬
や
灘
と
言
い
、

そ
の
総
称
が
浙
江
な
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
の
水
に
は
潮
の
満
ち
引
き
が
及
ば
ず
、
し
か
も
深

く
澄
ん
で
い
る
の
で
、
陸
羽
の
水
の
等
級
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は

秋
も
深
ま
っ
た
頃
に
厳
陵
瀬
の
釣
台
に
宿
泊
し
、
袋
の
中
の
武
夷
と
金
華
の
茶
を
取
り
出

し
、
味
わ
っ
て
み
た
。
当
然
、
ど
ち
ら
も
厳
陵
瀬
の
水
で
淹
れ
た
の
だ
が
、
武
夷
の
茶
葉

は
黄
ば
ん
で
乾
燥
し
た
か
の
よ
う
に
な
り
、
金
華
の
茶
葉
は
青
々
と
し
て
清
ら
か
な
香
り
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が
た
っ
た
。
こ
う
し
て
、
私
は
水
を
選
ぶ
と
と
も
に
、
水
に
合
う
茶
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
陸
羽
は
婺
州
（
現
在
の
浙
江
省
金
華
市
）
の
茶
が
劣
る
と
し
、
葉
清
臣

は
北
苑
（
現
在
の
福
建
省
建
甌
市
の
鳳
凰
山
一
帯
に
あ
る
茶
園
）
の
白
乳
茶
が
武
夷
（
現

在
の
福
建
省
武
夷
山
市
）
よ
り
も
良
い
と
し
た
が
、
現
在
、
そ
の
優
劣
は
正
反
対
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
意
味
を
推
測
す
る
者
が
言
う
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
茶
の
産
地
か
ら

離
れ
た
場
所
の
水
で
淹
れ
た
の
で
、
茶
本
来
の
風
味
の
半
分
し
か
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。」

第
三
八
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

去
泉
再
遠
者
不
能
日
〈
自
〉
汲
、
須
遣
誠
實
山
僮
取
之
、
以
免
石
頭
城
下
之
僞
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
泉
が
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
、
毎
日
汲
み

に
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
山
に
住
む
正
直
な
性
格
の
下
僕
に
汲

み
に
行
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
石
頭
城
下
の
水
を
渡
さ
れ
た
李
徳
裕

の
故
事
（
三
三
一
条
参
照
）
の
よ
う
に
偽
の
水
を
入
手
す
る
の
を
避
け
ら
れ
る
。」

第
三
八
一
条

　
　
【
原
文
】

　

蘇
子
瞻
愛
玉
女
河
水
、
付
僧
調
水
符
以
取
之
、
亦
惜
其
不
得
枕
流
焉
耳
。
故
曾
茶
山
謝

送
惠
山
泉
詩
有
舊
時
水
遞
費
經
營
之
句
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
宋
代
の
蘇
軾
は
玉
女
河
（
現
在
の
江
蘇
省

宜
興
市
に
あ
る
玉
女
潭
）
の
水
を
好
み
、
調
水
符
（
水
を
汲
む
権
利
を
証
明
す
る
割
符
）

を
僧
侶
に
与
え
、
水
を
汲
む
よ
う
言
い
つ
け
た
。
ま
た
、
自
ら
川
の
近
く
に
住
む
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
宋
代
の
曾
幾
（
号
は
茶
山
）
の
『
恵

山
泉
を
送
る
に
謝
す
（
呉
傅
朋
、
恵
山
泉
両
瓶
並
び
に
書
す
る
所
の
石
刻
を
送
る
）』
詩

に
は
『
旧
時
の
水
遞　

経
営
を
費
す
（
か
つ
て
は
名
水
を
運
ぶ
駅
を
設
け
、
そ
の
管
理
に

心
を
砕
い
た
）』
の
句
が
あ
る
。」

第
三
八
二
条

　
　
【
原
文
】

　

湯
嫩
則
茶
味
不
出
、
過
沸
則
水
老
而
茶
乏
、
惟
有
〈
得
〉
花
而
無
衣
、
乃
得
㸃
瀹
之
候

耳
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
沸
い
た
ば
か
り
の
湯
だ
と
茶
の
風
味
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
沸
か
し
す
ぎ
た
湯
だ
と
新
鮮
さ
が
失
わ
れ
、
茶
の
風
味
も
乏

し
く
な
る
。
湯
は
、
泡
が
立
ち
つ
つ
湯
気
の
立
ち
上
ら
な
い
状
態
が
、
茶
を
点
て
た
り
淹

れ
た
り
す
る
頃
合
い
で
あ
る
。」

第
三
八
三
条

　
　
【
原
文
】

　

有
水
有
茶
、
不
可
以
無
火
、
非
無
火
也
、
失
所
宜
也
。
李
約
〈
李
錡
〉
云
、
茶
須
活

〈
緩
〉
火
煎
、
蓋
謂
炭
火
之
有
焰
〔
方
熾
〕
者
。
東
坡
詩
云
、
活
水
仍
將
〈
還
須
〉
活
火

烹
、
是
也
。
余
則
以
爲
山
中
不
常
得
炭
〈
火
〉、
且
死
火
耳
、
不
若
枯
松
枝
爲
妙
。
遇
寒

月
、
多
拾
松
、
實
房
蓄
爲
煑
茶
之
具
更
雅
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
水
や
茶
が
有
っ
て
も
、
火
が
無
い
わ
け
に

68



田中・原田：『続茶経』試訳（其六） 

―（ ）― 28

は
い
か
な
い
。
こ
れ
は
本
当
に
火
が
無
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
火
加
減
を
誤
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
唐
代
の
李
約
は
、
茶
は
活
火
で
煎
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
っ
た
。
活
火
と

は
、
思
う
に
火
が
立
ち
上
る
ほ
ど
燃
え
る
炭
火
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
宋
代
の
蘇

軾
の
『
江
を
汲
み
て
茶
を
煎
ず
』
詩
に
『
活
水
仍
り
て
活
火
を
将
り
て
烹
る
（
川
の
流
水

は
そ
の
ま
ま
勢
い
よ
く
燃
え
る
炭
火
で
煎
じ
る
）』
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
私

が
考
え
る
に
、
山
で
は
常
に
炭
が
入
手
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
炭
火
は
火
の
立

ち
上
ら
な
い
『
死
火
』
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
は
、
松
の
枯
れ
枝
で
茶
を
煮
る
ほ
う
が
よ

い
。
冬
に
、
松
の
枝
を
沢
山
拾
っ
て
部
屋
一
杯
に
畜
え
、
茶
を
煮
る
た
め
に
備
え
て
お
く

と
、
一
層
趣
き
が
あ
る
。」

第
三
八
四
条

　
　
【
原
文
】

　

人
但
知
湯
候
而
不
知
火
候
、
火
然
則
水
乾
、
是
試
火
當
先
於
試
水
也
。
吕
氏
春
秋
伊
尹

說
湯
五
味
、
九
沸
九
變
、
火
爲
之
紀
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
煮
泉
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
人
々
は
、
湯
の
加
減
は
知
っ
て
い
る
が
、

火
の
加
減
を
知
ら
な
い
。
火
が
燃
え
る
と
水
は
蒸
発
す
る
の
だ
か
ら
、
湯
の
加
減
よ
り
も

火
の
加
減
を
調
整
す
る
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
。『
吕
氏
春
秋
』
の
『
本
味
篇
』
に
は
伊
尹

の
話
と
し
て
、
湯
の
五
味
は
沸
騰
す
る
た
び
に
変
化
す
る
が
、
火
加
減
こ
そ
が
基
準
で

あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。」

第
三
八
五
条

　
　
【
原
文
】

　

許
次
杼
〈
紓
〉
茶
疏
、
甘
泉
旋
汲
用
之
斯
良
、
丙
舍
在
城
、
夫
豈
易
得
。
故
宜
多
汲
、

貯
以
大
甕
〔
中
〕。
但
巳

新
器
、
爲
其
火
氣
未
退
、
易
於
敗
水
、
亦
易
生
蟲
。
久
用
則
善
、

最
嫌
他
用
。
水
性
巳

木
、
松
杉
爲
甚
。
木
桶
貯
水
、
其
害
滋
甚
、
挈
瓶
爲
佳
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
許
次
紓
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
清
ら
か
な
泉
水
は
、
汲
ん
だ
ば
か

り
の
も
の
が
良
い
。
し
か
し
、
私
の
家
は
城
内
に
あ
る
の
で
、
新
鮮
な
泉
水
を
そ
う
た
や

す
く
は
入
手
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
一
度
に
多
く
の
水
を
汲
み
上
げ
、
大
き
な
か
め
に

貯
え
て
お
く
。
た
だ
し
、
新
品
の
か
め
は
良
く
な
い
。
新
品
だ
と
焼
成
し
た
際
の
火
の
気

が
ま
だ
消
え
去
っ
て
い
な
い
の
で
、
水
が
腐
り
や
す
く
、
虫
が
湧
き
や
す
い
か
ら
で
あ

る
。
か
め
は
長
い
間
使
用
し
た
も
の
が
良
く
、
最
も
良
く
な
い
の
は
、
他
の
事
と
兼
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。
水
の
性
質
は
木
と
相
性
が
悪
く
、
松
や
杉
の
器
は
特
に
良
く
な
い
。
ま

た
、
木
の
桶
に
水
を
貯
え
る
と
、
そ
の
害
は
殊
更
ひ
ど
く
な
る
。
水
汲
み
の
壺
を
用
い
る

の
が
良
い
。」

第
三
八
六
条

　
　
【
原
文
】

　

沸
速
則
鮮
嫩
風
逸
、
沸
遲
則
老
熟
昏
鈍
。
故
水
〔
一
〕
入
銚
、
便
須
急
煑
。
候
有
松

聲
、
卽
去
蓋
以
〔
消
〕
息
其
老
鈍
。
蟹
眼
之
後
、
水
有
微
濤
、
是
爲
當
時
。
大
濤
𪔂
沸
、

旋
至
無
聲
、
是
爲
過
時
。
過
時
〈
則
〉
老
湯
、
决
不
堪
用
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
は
、
沸
く
の
が
速
い
と
新
鮮
で
風
味
が
良
く

な
り
、
沸
く
の
が
遅
い
と
頃
合
い
を
過
ぎ
て
風
味
が
落
ち
る
。
こ
の
た
め
、
水
を
湯
沸
か

し
に
注
い
だ
ら
、
す
ぐ
さ
ま
火
に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ツ
フ
ツ
と
湯
の
沸
く
音

が
聞
こ
え
た
ら
、
す
ぐ
に
蓋
を
と
っ
て
沸
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
蟹
の
眼
の
よ
う
な

泡
が
上
が
り
、
湯
が
や
や
波
立
っ
て
き
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
良
い
頃
合
い
で
あ
る
。
グ
ラ
グ

ラ
と
大
き
く
波
立
つ
ほ
ど
に
沸
き
、
そ
の
音
が
す
ぐ
に
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
ら
、
頃
合
い
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を
過
ぎ
て
い
る
。
頃
合
い
を
過
ぎ
た
湯
は
、
茶
を
淹
れ
る
の
に
堪
え
な
い
。」

第
三
八
七
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
注
、
茶
銚
、
茶
甌
、
最
宜
蕩
滌
。
飮
事
甫
畢
、
餘
瀝
殘

、
必
盡
去
之
。
如
或
少

存
、
奪
香
敗
味
。
每
日
晨
興
、
必
以
沸
湯
滌
過
、
用
極
熟
麻
布
向
内
拭
乾
、
以
竹
編
架
覆

而
庋
之
燥
處
、
烹
時
取
用
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
具
の
な
か
で
も
急
須
、
湯
沸
か
し
、
茶
碗

は
、
特
に
し
っ
か
り
濯
ぎ
清
浄
を
保
つ
の
が
良
い
。
茶
を
飲
み
終
わ
っ
た
ら
、
飲
み
残
し

や
茶
殻
は
す
ぐ
に
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
し
で
も
残
っ
て
い
る
と
、
茶
の
風

味
を
損
な
う
か
ら
で
あ
る
。
每
日
朝
に
起
床
し
た
ら
、
必
ず
湯
を
沸
か
し
て
濯
ぎ
、
使
い

込
ん
だ
麻
布
で
内
側
を
拭
い
乾
か
し
、
竹
を
編
ん
だ
棚
に
伏
せ
て
並
べ
、
乾
燥
し
た
場
所

に
置
く
。
そ
し
て
、
茶
を
煮
る
時
に
取
り
出
し
て
用
い
る
。」

第
三
八
八
条

　
　
【
原
文
】

　

三
人
以
上
〈
下
〉、
止
熱
一
爐
。
如
五
六
人
、
便
當
兩
𪔂
。
爐
用
一
童
、
湯
方
調
適
。

若
令
兼
作
、
恐
有
參
差
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
客
が
三
人
以
下
な
ら
ば
、
一
つ
の
風
炉
に
火
を

起
こ
す
だ
け
で
良
い
。
も
し
、
五
、六
人
な
ら
ば
、
二
つ
の
風
炉
に
火
を
起
こ
す
べ
き
で

あ
る
。
風
炉
に
は
一
人
の
侍
童
を
つ
け
て
、
火
や
湯
の
加
減
を
調
え
さ
せ
る
。
も
し
、
一

人
の
侍
童
に
二
つ
の
風
炉
を
同
時
に
見
さ
せ
る
と
、
火
や
湯
の
加
減
に
差
が
で
て
し
ま

う
。」

第
三
八
九
条

　
　
【
原
文
】

　

火
必
以
堅
木
炭
爲
上
。
然
本
性
未
盡
、
尚
有
餘
烟
、
烟
氣
入
湯
、
湯
必
無
用
。
故
先
燒

令
紅
、
去
其
烟
焰
、
兼
取
性
力
猛
熾
、
水
乃
易
沸
。
旣
紅
之
後
、
方
〈
乃
〉
授
水
器
、
乃

〈
仍
〉
急
扇
之
。
愈
速
愈
妙
、
毋
令
手
停
。
停
過
之
湯
、
寧

而
再
烹
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
を
沸
か
す
に
は
堅
木
の
炭
が
最
も
適
し
て
い

る
。
し
か
し
、
炭
に
木
の
性
質
が
残
っ
て
い
る
と
余
分
な
煙
が
立
つ
。
煙
の
臭
い
が
湯
に

入
り
込
む
と
、
茶
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
火
を
起
こ
す
際
は
ま

ず
炭
が
赤
く
な
る
ま
で
燃
や
し
、
煙
や
火
が
立
た
な
く
な
っ
て
、
同
時
に
火
力
が
最
も
強

い
頃
合
い
に
用
い
る
と
、
湯
が
沸
き
や
す
い
。
炭
が
赤
く
な
っ
た
ら
、
そ
の
上
に
水
を
入

れ
た
器
を
据
え
、
素
早
く
あ
お
ぐ
。
あ
お
ぐ
の
は
速
け
れ
ば
速
い
ほ
ど
よ
く
、
あ
お
ぐ
手

を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
手
を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
湯
は
捨
て
て
し
ま
い
、
新
た

に
沸
か
す
ほ
う
が
よ
い
。」

第
三
九
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

〘
茶
〙
不
宜
近
陰
室
、
㕑
房
、
市
喧
、
小
兒
啼
、
野
性
人
、
僮
奴
相
閧
、
酷
熱
齋
舍
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
楽
し
む
の
に
よ
ろ
し
く
な
い
の
は
暗
い
部

屋
、
厨
房
、
騒
が
し
い
市
場
、
子
供
の
泣
き
声
、
粗
野
な
人
、
侍
童
や
下
男
の
騒
ぎ
声
、

ひ
ど
く
暑
い
書
斎
で
あ
る
。」
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第
三
九
一
条

　
　
【
原
文
】

　

羅
廪
茶
解
、
茶
色
白
、
味
甘
鮮
、
香
氣
撲
鼻
、
乃
爲
精
品
。
茶
之
精
者
、
淡
亦
〈
固
〉

白
、
濃
亦
白
。
初
潑
白
、
久
貯
亦
白
。
味
甘
色
白
、
其
香
自
溢
。
三
者
得
、
則
俱
得
也
。

近
來
好
事
者
或
慮
其
色
重
、
一
注
之
水
、
投
茶
數
片
、
味
固
不
足
、
香
亦
窅
然
、
終
不
免

水
厄
之
誚
。
雖
然
尤
貴
擇
水
、
香
以
蘭
花
爲
上
、
蠶
豆
花
次
之
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
羅
廪
『
茶
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
白
い
茶
湯
は
味
が
良
く
、
香
り
が
鼻

を
抜
け
る
。
こ
の
よ
う
な
茶
湯
は
逸
品
で
あ
る
。
逸
品
の
茶
湯
は
、
薄
く
て
も
白
く
、
濃

く
て
も
白
く
、
淹
れ
た
ば
か
り
で
も
白
く
、
し
ば
ら
く
置
い
て
も
白
い
。
美
味
で
色
が
白

け
れ
ば
、
香
り
が
自
然
と
満
ち
溢
れ
る
も
の
で
あ
る
。
色
、
味
、
香
り
の
三
者
が
揃
っ
て

い
れ
ば
、
逸
品
と
し
て
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
近
頃
の
好
事
家
は

茶
湯
の
色
が
濃
す
ぎ
る
の
を
心
配
し
、
一
注
ぎ
の
湯
に
数
枚
の
茶
葉
を
入
れ
る
。
し
か

し
、
味
が
薄
す
ぎ
て
、
香
り
も
立
た
な
い
。
こ
れ
で
は
、
不
味
い
茶
を
無
理
や
り
飲
ま
さ

れ
る
災
難
、
と
揶
揄
さ
れ
て
も
い
た
し
か
た
な
い
。
何
は
と
も
あ
れ
、
茶
は
水
選
び
が
重

要
で
あ
る
。
茶
湯
は
、
蘭
の
花
の
よ
う
な
香
り
が
最
も
よ
く
、
そ
ら
豆
の
花
の
よ
う
な
香

り
が
次
ぐ
。」

第
三
九
二
条

　
　
【
原
文
】

　

煑
〈
瀹
〉
茗
須
甘
泉
、
次
梅
水
。
梅
雨
如
膏
、
萬
物
賴
以
滋
養
、
其
味
獨
甘
。
梅
後
便

不
堪
飮
〈
劣
〉。
大
甕
滿
貯
、
投
伏
龍
肝
一
塊
以
澄
之
、
卽
竈
中
心
〈
心
中
〉
乾
土
也
、

〘
乗
熱
投
之
〙
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
を
煮
る
に
は
味
の
良
い
山
泉
の
水
を
用
い
る

べ
き
で
あ
り
、
梅
雨
の
雨
水
が
次
ぐ
。
梅
雨
の
雨
水
は
土
壌
に
行
き
渡
り
、
万
物
を
養
い

育
て
る
の
で
、
風
味
が
良
い
。
一
方
、
梅
雨
の
後
の
雨
水
は
飲
む
に
堪
え
な
い
。
梅
雨
の

雨
水
を
大
き
な
か
め
に
満
々
と
貯
え
、
一
塊
り
の
『
伏
龍
肝
』
を
投
じ
て
お
く
と
水
が
清

ら
か
に
澄
む
。
伏
龍
肝
と
は
、
か
ま
ど
の
中
心
の
乾
い
た
土
の
こ
と
で
あ
り
、
熱
い
う
ち

に
か
め
に
投
じ
る
。」

第
三
九
三
条

　
　
【
原
文
】

　

李
南
金
謂
、
當
〔
用
〕
背
二
渉
三
之
際
爲
合
量
、
此
眞
賞
鑒
家
言
。
而
羅
鶴
林
懼
湯

〔
過
〕
老
、
欲
於
松
風
澗
水
後
移
瓶
去
火
、
少
待
沸
止
而
瀹
之
、
此
語
亦
未
中
窽
。
殊
不

知
、
湯
旣
老
矣
、
雖
去
火
、
何
救
哉
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
茶
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
南
宋
の
李
南
金
は
『
湯
は
沸
く
音
が
聞
こ
え
て

二
度
目
と
三
度
目
の
間
の
も
の
が
丁
度
よ
い
』
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
に
数
寄
者
の

言
葉
で
あ
る
。
一
方
、
李
南
金
の
友
人
で
あ
る
羅
大
経
は
湯
が
沸
き
す
ぎ
る
の
を
心
配
し

て
、
松
林
を
吹
き
抜
け
る
風
や
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う
な
音
を
発
す
る
く
ら
い
沸
い
た

ら
湯
沸
か
し
を
火
か
ら
離
し
、
音
が
止
む
の
を
し
ば
ら
く
待
っ
て
か
ら
湯
を
注
い
で
茶
を

淹
れ
た
と
い
う
。
こ
の
方
法
は
理
に
適
っ
て
い
な
い
。
湯
が
沸
き
す
ぎ
た
以
上
、
火
か
ら

離
し
た
と
し
て
、
良
い
状
態
に
は
戻
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」

第
三
九
四
条

　
　
【
原
文
】

　

貯
水
甕
、
須
置
於
陰
庭
、
覆
以
紗
帛
、
使 

〘
晝
挹
天
光
、
夜
〙
承
星
露 

〔
之
氣
〕、
則
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英
華
〈
靈
〉
不
散
、
靈
〈
神
〉
氣
常
存
。
假
令
壓
以
木
石
、
封
以
紙
箬
、
暴
於
日
中

〈
下
〉、
則
内
閉
其
氣
、
外
耗
其
精
〈
外
耗
其
神
、
内
閉
其
氣
、〉、
水
神
敝
矣
、〘
水
味
敗

矣
〙
。

　
　
【
和
訳
】

　
（
明
の
張
源
『
茶
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。）「
水
を
貯
え
る
か
め
は
庭
の
日
陰
に

置
く
べ
き
で
あ
り
、
上
に
は
絹
布
を
か
け
て
お
く
。
こ
う
す
る
と
昼
は
陽
光
の
気
を
受

け
、
夜
は
星
の
光
や
夜
露
の
気
を
受
け
る
の
で
、
水
の
優
れ
た
性
質
が
消
散
せ
ず
、
霊
妙

な
気
が
保
た
れ
る
。
も
し
、
か
め
の
上
に
木
の
板
や
石
を
敷
い
た
り
、
紙
や
竹
の
葉
で

密
封
し
た
り
す
る
と
、
陽
光
に
晒
さ
れ
た
際
、
か
め
の
内
側
に
陽
光
の
気
が
籠
も
り
、
外

側
で
は
水
の
性
質
が
消
耗
す
る
の
で
、
霊
妙
な
気
が
衰
え
、
水
の
味
が
損
な
わ
れ
て
し
ま

う
。」

第
三
九
五
条

　
　
【
原
文
】

　

考
槃
餘
事
、
今
之
茶
品
、
與
茶
經
逈
〈
稍
〉
異
。
而
烹
製
之
法
、
亦
與
蔡
、
陸
諸
人
全

〈
前
人
〉
不
同
矣
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
屠
隆
『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
今
の
茶
の
等
級
は
、
陸
羽
の

『
茶
経
』
の
記
載
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
茶
を
煮
る
方
法
も
蔡
襄
や
陸
羽
ら

先
人
と
は
全
く
異
な
る
。」

第
三
九
六
条

　
　
【
原
文
】

　

始
如
魚
目
微
微
有
聲
爲
一
沸
、
緣
邊
湧
泉
如
連
珠
爲
二
沸
、
奔
濤
濺
沫
爲
三
沸
、
其

法
非
活
火
不
成
。
若
薪
火
方
交
、
水
釡
纔
熾
、
急
取
旋
傾
、
水
氣
未
消
、
謂
之
懶
。
若

人
過
百
息
、
水
踰
十
沸
始
取
用
之
、
湯
已
失
性
、
謂
之
老
。
老
與
懶
、
皆
非
也
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
考
槃
余
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
湯
の
沸
き
具
合
を
見
る
と
、
初
め
は
魚
の

眼
ほ
ど
の
泡
が
立
ち
、
沸
く
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。
こ
れ
が
『
一
沸
』
で
あ
る
。
そ

し
て
、
湯
沸
か
し
の
縁
で
珠
の
よ
う
な
泡
が
連
な
り
立
つ
。
こ
れ
が
『
二
沸
』
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
波
が
打
ち
寄
せ
泡
が
四
散
し
て
沸
き
立
つ
。
こ
れ
が
『
三
沸
』
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
湯
を
沸
か
す
に
は
、
燃
え
盛
る
火
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
薪
で
湯
を
沸

か
す
の
に
、
薪
が
燃
え
て
釡
が
熱
く
な
っ
た
途
端
に
湯
を
注
ぎ
出
し
て
茶
を
淹
れ
て
し
ま

う
と
、
水
の
気
は
ま
だ
消
散
し
て
い
な
い
。
こ
の
状
態
の
湯
を
『
懶
』
と
い
う
。
人
間
が

呼
吸
を
繰
り
返
し
て
老
い
る
よ
う
に
、
十
回
以
上
沸
か
し
た
湯
は
、
す
で
に
水
の
気
が
失

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
の
湯
は
『
老
』
と
い
う
。
老
と
懶
の
湯
は
、
ど
ち
ら
も
用
い
て

は
な
ら
な
い
。」

第
三
九
七
条

　
　
【
原
文
】

　

夷
門
廣
牘
、
虎
邱
石
泉
、
舊
居
第
三
、
漸
品
第
五
、
以
石
泉
渟
泓
、
皆
雨
澤
之
積
、
滲

竇
之
潢
也
。
况
闔
廬
墓
隧
、
當
時
石
工
多
閟
死
、
僧
衆
上
棲
、
不
能
無
穢
濁
滲
入
。
雖
名

陸
羽
泉
、
非
天
然
水
。
道
家
服
食
、
禁
屍
氣
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
周
履
靖
『
夷
門
広
牘
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
蘇
州
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州

市
）
虎
邱
の
石
泉
は
、
古
く
は
天
下
第
三
の
水
と
評
さ
れ
て
い
た
が
、
陸
羽
は
天
下
第
五

と
評
し
た
。
石
泉
が
深
く
た
た
え
る
水
は
、
地
下
に
た
ま
っ
た
雨
水
が
山
中
の
洞
穴
か
ら

滲
み
出
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
虎
邱
は
呉
王
闔
廬
が
墓
道
を
掘
っ
た
場
所
で
あ
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り
、
当
時
は
多
く
の
石
工
が
墓
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
上
に
建

て
ら
れ
た
虎
邱
寺
に
は
、
多
く
の
僧
侶
が
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
虎
邱
の
水
に

さ
ま
ざ
ま
な
穢
れ
が
染
み
込
ん
で
い
る
。
石
泉
は
陸
羽
泉
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
自
然
の
ま

ま
の
水
で
は
な
い
。
道
家
の
養
生
法
の
掟
で
は
、
死
者
の
気
に
触
れ
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
る
。」

第
三
九
八
条

　
　
【
原
文
】

　

六
硯
齋
筆
記
、
武
林
西
湖
水
、
取
貯
〔
五
石
〕
大
缸
、
澄
淀
六
七
日
。
有
風
雨
則
覆
、

晴
則
露
之
、
使
受
日
月
星
之
氣
。
用
以
烹
茶
、
甘
淳
有
味
、
不
遜
慧
麓
。
以
其
溪
谷
奔

注
、

浸
凝
渟
、
非
復
一
水
、
取
精
多
而
味
自
足
耳
。
以
是
知
凡
有
湖
陂
大
浸
處
、
皆
可

貯
以
取
澄
、
絶
勝
淺
流
。
隂
井
昏
滯
腥
薄
、
不
堪
㸃
試
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
李
日
華
『
六
硯
斎
筆
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
武
林
（
現
在
の
浙
江
省
杭

州
市
）
西
湖
の
水
は
、
五
石
は
入
る
大
か
め
に
汲
ん
で
貯
え
、
六
、七
日
ほ
ど
置
き
、
不

純
物
を
沈
殿
さ
せ
て
清
ら
か
に
す
る
。
風
雨
の
あ
る
日
は
蓋
を
し
、
晴
れ
た
日
は
蓋
を
と

り
、
日
月
や
星
の
気
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
。
こ
う
し
た
西
湖
の
水
で
茶
を
煮
る
と
、
純

粋
で
美
味
と
な
り
、
恵
山
の
水
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
。
こ
れ
は
、
西
湖
の
水
が
周
辺
の

渓
谷
か
ら
激
し
く
注
ぎ
こ
み
、
一
つ
に
集
ま
る
こ
と
で
滋
養
を
増
す
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

一
つ
の
流
れ
で
は
な
く
、
多
く
の
水
の
優
れ
た
性
質
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
風
味
も

十
分
と
な
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
、
水
を
深
く
た
た
え
た
湖
の
水
は
、
ど
こ
の
も
の
で

あ
っ
て
も
貯
え
て
清
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
細
く
浅
い
流
れ
の
水
に
必
ず
勝
る
こ
と

が
わ
か
る
。
日
陰
の
井
戸
の
水
は
、
動
き
が
な
く
濁
っ
て
い
る
の
で
生
臭
く
、
味
も
薄

い
。
こ
の
た
め
、
茶
を
点
て
て
味
わ
う
の
に
堪
え
な
い
。」

第
三
九
九
条

　
　
【
原
文
】

　

古
人
好
竒
、
飮
中
作
百
花
熟
水
、
又
作
五
色
飮
及
氷
蜜
糖
藥
、
種
種
各
殊
〈
之
飲
〉、

余
以
爲
皆
不
足
尚
。
如
値
精
茗
適
乏
、
細
劚
松
枝
、
瀹
湯
潄
嚥
而
已
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
六
硯
斎
筆
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
古
の
人
は
茶
の
目
新
し
い
飲
み
方
を

好
み
、『
百
花
熟
水
』 

や 

『
五
色
飲
』、 『
氷
蜜
糖
薬
』 

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
飲
み
方
が

あ
っ
た
。
私
が
思
う
に
、
こ
れ
ら
は
尊
ぶ
に
値
し
な
い
。
も
し
た
ま
た
ま
良
い
茶
葉
が

な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
松
の
枝
を
細
く
切
り
刻
み
、
湯
を
注
い
で
飲
む
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
。」

第
四
〇
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

竹
嬾
茶
衡
、
處
處
茶
皆
有
、
然
勝
處
未
暇
悉
品
。
姑
㨿
近
道
日
御
者
。
虎
邱
氣
芳
而
味

薄
、
乍
入
盎
、
菁
英
浮
動
、
鼻
端
拂
拂
如
蘭
、
初
析
經
喉
吻
、
亦
快
然
。
然
必
惠
麓
水
、

甘
醇
足
佐
其
寡
薄
。
龍
井
味
極
腆
厚
、
色
如
淡
金
、
氣
亦
沉
寂
、
而
咀
嚥
之
久
、
鮮
腴
潮

舌
、
又
必
藉
虎
跑
空
寒
熨
齒
之
泉
發
之
、
然
後
飮
者
領
雋
永
之
滋
、
無
昏
滯
之
恨
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
李
日
華
（
号
は
竹
嬾
）『
竹
嬾
茶
衡
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
は
ど
こ
に
で

も
産
す
る
。
し
か
し
、
銘
茶
の
産
地
す
べ
て
を
訪
れ
品
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
ひ
と
ま
ず
日
帰
り
で
き
る
近
場
に
産
し
て
常
飲
す
る
茶
を
評
す
る
。
虎
邱
の
茶
は
香

り
高
い
も
の
の
味
は
淡
い
。
茶
碗
に
入
れ
る
と
、
青
々
と
美
し
い
茶
葉
が
湯
に
漂
い
、
蘭

の
よ
う
な
香
り
が
鼻
を
か
す
め
る
。
口
に
含
み
喉
を
過
ぎ
て
も
、
さ
わ
や
か
で
心
地
よ

い
。
た
だ
し
、
虎
邱
の
茶
は
恵
山
の
水
で
淹
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
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水
の
風
味
が
茶
の
淡
い
味
を
補
っ
て
く
れ
る
。
龍
井
の
茶
は
味
が
濃
厚
で
あ
る
。
色
は
薄

い
黄
金
の
よ
う
で
、
香
り
も
ほ
と
ん
ど
立
た
な
い
が
、
口
に
含
み
喉
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く

す
る
と
、
新
鮮
な
風
味
が
口
に
広
が
る
。
こ
の
よ
う
な
風
味
は
、
杭
州
に
あ
る
虎
跑
泉
の

清
ら
か
で
冷
た
い
水
で
こ
そ
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
茶
を
飲
む

人
々
は
真
の
風
味
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
く
ど
さ
や
雑
味
に
失

望
す
る
こ
と
は
な
い
。」

第
四
〇
一
条

　
　
【
原
文
】

　

松
雨
齋
運
泉
約
、
吾
輩
竹
雪
、
神
期
松
風
齒
頰
。
暫
隨
飮
啄
、
人
間
終
擬
消
揺
物
外
。

名
山
未
卽
、
塵
海
何
辭
。
然
而
捜
奇
煉
句
、
液
瀝
易
枯
。
滌
滯
洗
蒙
、
茗
泉
不
廢
。
月
團

三
百
、
喜
折
魚
緘
。
槐
火
一
篝
、
驚
翻
蟹
眼
。
陸
季
疵
之
著
述
、
旣
奉
典
刑
。
張
又
新
之

編
摩
、
能
無
鼔
吹
。
昔
衞
公
宦
達
中
書
、
頗
煩
遞
水
。
杜
老
潛
居
䕫
峽
、
險
叫
濕
雲
。
今

者
環
處
惠
麓
、
踰
二
百
里
而
遥
。
問
渡
松
陵
、
不
三
四
日
而
致
。
登
新
捐
舊
、
轉
手
竗
若

轆
轤
。
取
便
費
廉
、
用
力
省
於
桔
橰
。
凡
吾
淸
士
、
咸
赴
嘉
盟
。
〔
竹
嬾
主
人
題
。
〕

　

運
惠
水
、
每
罈
償
舟
力
費
銀
三
分
。　

水
罈
罈
價
及
罈
蓋
〈
罈
、
粗
者
每
個
價
三

分
、
稍
粗
者
二
分
。
罈
蓋
或
三
厘
、
或
四
厘
、〉
自
備
不
計
。　

水
至
、
走
報
各
友
、

令
人
自
擡
。
毎
月
上
旬
歛
銀
、
中
旬
運
水
、
月
運
一
次
、
以
致
清
新
。　

願
者
書
號
於

左
、
以
便
登
冊
、
併
開
罈
數
、
如
數
付
銀
。

某
月
某
日
付
。　
　

〘
松
雨
齋
主
人
謹
訂
。〙

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
李
日
華
『
松
雨
斎
運
泉
約
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
我
々
は
雪
が
舞
っ
た
後
の
竹
林
で
意
気
投
合
し
、
松
林
を
吹
き
抜
け
る
風
の
よ
う
に
爽

や
か
な
香
り
の
茶
を
口
に
含
む
。
し
ば
し
の
間
、
人
間
の
習
俗
に
従
い
飲
食
す
る
が
、
終

極
の
目
的
は
俗
世
を
逃
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
天
下
各
地
の
名
山
す
べ
て
に

遊
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
俗
世
を
離
れ
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
と
は
い
え
、
す
ぐ
れ
た
字

句
を
探
し
求
め
る
に
も
、
小
川
の
よ
う
に
繊
細
な
精
神
の
働
き
は
枯
れ
や
す
い
。
精
神
の

淀
み
や
思
考
の
停
滞
を
洗
い
清
め
る
に
は
、
茶
を
飲
み
続
け
る
の
が
よ
い
。
か
つ
て
、
唐

の
盧
仝
は
友
人
か
ら
三
百
個
の
月
団
茶
を
贈
ら
れ
、
喜
々
と
し
て
封
を
解
き
、
槐
の
枝
で

火
を
起
こ
し
、
蟹
の
眼
ほ
ど
の
泡
が
立
つ
ま
で
泉
水
を
煮
た
。
陸
羽
が
著
し
た
『
茶
経
』

は
す
で
に
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
が
、
張
又
新
が
著
し
た
『
煎
茶
水
記
』
も
讃
え

る
べ
き
で
あ
る
。
李
徳
裕
は
宰
相
の
地
位
に
ま
で
昇
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
泉
水
を
運
ば
せ

る
の
に
苦
労
し
た
。
杜
甫
は
晩
年
䕫
門
（
現
在
の
重
慶
市
奉
節
県
）
に
隠
棲
し
た
が
、
山

崖
の
険
し
さ
に
驚
嘆
し
て
そ
の
様
子
を
『
湿
雲
』
と
称
し
た
。
今
、
我
々
は
恵
山
の
麓
に

お
り
、
互
い
に
二
百
里
ほ
ど
隔
て
る
ば
か
り
で
あ
る
。
呉
淞
江
を
渡
れ
ば
、
三
、四
日
ほ

ど
で
到
着
で
き
る
。
新
鮮
な
泉
水
を
汲
み
古
い
水
を
捨
て
る
の
は
、
釣
瓶
を
引
き
上
げ
る

く
ら
い
た
や
す
い
。
水
を
汲
む
の
に
便
利
で
費
用
も
か
か
ら
ず
、
撥
ね
釣
瓶
で
水
を
汲
む

ほ
ど
の
労
力
も
い
ら
な
い
。
我
々
の
よ
う
な
清
廉
の
士
は
誰
で
も
こ
の
盟
約
に
加
わ
っ
て

ほ
し
い
。
竹
嬾
主
人
題
す
。」

　
「
恵
山
の
泉
水
の
運
送
は
、
か
め
一
つ
に
つ
き
舟
人
へ
の
報
酬
と
し
て
銀
三
分
を

支
払
う
。
か
め
と
蓋
は
自
身
で
準
備
す
る
こ
と
に
し
、
費
用
に
は
計
上
し
な
い
。
泉
水

が
到
着
し
た
ら
友
人
の
方
々
に
触
れ
回
る
の
で
、
自
ら
汲
ん
で
持
ち
帰
る
こ
と
。
毎
月

上
旬
に
費
用
を
徴
収
し
、
中
旬
に
泉
水
を
運
搬
す
る
。
運
搬
は
月
一
回
と
し
、
泉
水
の

新
鮮
さ
を
保
つ
よ
う
に
す
る
。
名
簿
作
成
の
た
め
、
希
望
す
る
者
は
左
に
姓
名
を
記
す

こ
と
。
あ
わ
せ
て
ど
の
く
ら
い
必
要
か
、
か
め
の
数
を
記
し
、
数
に
応
じ
て
費
用
を
支

払
う
こ
と
。

某
月
某
日
付
。　
　

松
雨
齋
主
人
謹
訂
。」
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第
四
〇
二
条

　
　
【
原
文
】

　

岕
茶
彙
鈔
、
烹
時
、
先
以
上
品
泉
水
滌
烹
器
、
務
鮮
務
潔
。
次
以
熱
水
滌
茶

、
水
若

太
滚
、
恐
一
滌
味
損
、
當
以
竹
筯
夾
茶
於
滌
器
中
反
覆
洗
蕩
。
去
塵
土
、
黃

、
老
梗
旣

盡
、
乃
以
手
搦
乾
、
置
滌
器
内
蓋
定
。
少
刻
開
眎
、
色
靑
香
冽
、
急
取
沸
水
潑
之
。
夏
先

貯
水
〔
而
後
〕
入
茶
、
冬
先
貯
茶
〔
而
後
〕
入
水
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
冒
襄
『
岕
茶
彙
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
煮
る
時
は
、
ま
ず
上
等
な

泉
水
で
茶
葉
を
洗
う
器
を
濯
ぎ
、
新
鮮
さ
と
清
潔
さ
に
心
が
け
る
。
次
に
湯
で
茶
葉
を
濯

ぐ
。
こ
の
際
、
湯
が
熱
す
ぎ
る
と
一
濯
ぎ
で
味
を
損
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
竹
の
箸
で
茶

葉
を
挟
み
、
器
の
中
で
繰
り
返
し
濯
ぐ
。
土
ぼ
こ
り
を
落
と
し
、
黄
色
い
葉
や
硬
い
茎
を

す
べ
て
除
い
た
ら
、
茶
葉
を
手
で
絞
っ
て
水
気
を
切
り
、
器
に
収
め
て
蓋
を
す
る
。
し
ば

ら
く
し
た
ら
蓋
を
開
け
て
中
を
観
察
し
、
色
味
が
青
々
と
し
て
爽
や
か
な
香
り
が
立
っ
て

い
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
沸
騰
し
た
湯
を
注
ぐ
。
夏
は
茶
碗
に
湯
を
注
い
で
か
ら
茶
葉
を
入

れ
、
冬
は
茶
葉
を
入
れ
て
か
ら
湯
を
注
ぐ
。」

第
四
〇
三
条

　
　
【
原
文
】

　

茶
色
貴
白
、
然
白
亦
不
難
。
泉
淸
瓶
潔
、

少
水
洗
、
旋
烹
旋
啜
、
其
色
自
白
。
然
眞

味

鬱
、
徒
爲
目
食
耳
。
若
取
靑
綠
、
則
天
池
、
松
蘿
及
岕
之
最
下
者
、
雖
冬
月
色
亦
如

苔
衣
、
何
足
爲
妙
。
若
余
所
收
眞
洞
山
茶
自
穀
雨
後
五
日
者
、
以
湯
薄
澣
、
貯
壺
良
久
、

其
色
如
玉
。
至
冬
則
嫩
綠
、
味
甘
色
淡
、
韻
淸
氣
醇
、
亦
作
嬰
兒
肉
香
而
芝
芬
浮
蕩
、
則

虎
邱
所
無
也
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
岕
茶
彙
鈔
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
茶
湯
の
色
は
白
が
貴
ば
れ
る
。
し
か
し
、

白
い
茶
湯
を
得
る
の
は
難
し
く
な
い
。
清
ら
か
な
泉
水
を
準
備
し
て
湯
沸
か
し
を
清
潔
に

し
、
茶
は
葉
を
少
な
く
芽
を
多
く
し
て
水
で
濯
ぎ
、
す
ぐ
さ
ま
煮
て
飲
む
と
、
茶
湯
の
色

は
自
ず
か
ら
白
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
茶
の
真
の
風
味
が
隠
れ
て
し
ま
い
、
目
で

楽
し
む
だ
け
と
な
る
。
も
し
青
々
と
し
た
色
を
楽
し
む
な
ら
ば
、
蘇
州
（
現
在
の
江
蘇
省

蘇
州
市
）
の
天
池
や
、
徽
州
（
現
在
の
安
徽
省
黄
山
市
）
の
松
蘿
、
長
興
（
浙
江
省
湖
州

市
長
興
県
）
の
羅
岕
と
い
っ
た
茶
の
な
か
で
最
も
下
等
な
茶
を
選
べ
ば
よ
い
。
こ
れ
ら
は

冬
で
も
苔
の
よ
う
な
緑
色
で
あ
り
、
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
私
が
収
蔵
し
て
い
る
本
物

の
洞
山
茶
は
、
穀
雨
（
春
の
最
後
の
節
気
）
の
後
の
五
日
目
に
湯
で
濯
ぎ
、
長
い
こ
と
壺

に
貯
蔵
し
て
お
い
た
も
の
で
、
そ
の
色
は
玉
石
の
よ
う
に
白
い
。
し
か
し
、
冬
に
な
る
と

鮮
や
か
な
緑
色
を
呈
し
、
美
味
で
色
は
淡
く
、
清
新
な
趣
が
あ
っ
て
芳
醇
な
香
り
が
あ

り
、
ま
た
嬰
児
の
よ
う
な
良
い
香
り
が
す
る
。
そ
の
香
り
が
匂
い
立
つ
様
は
、
虎
邱
の
茶

に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。」

第
四
〇
四
条

　
　
【
原
文
】

　

洞
山
〔
岕
〕
茶
系
、
岕
茶
德
全
、
策
勲
惟
歸
洗
控
。
沸
湯
潑

、
卽
起
、
洗
鬲
、
斂
其

出
液
。
候
湯
可
下
指
、
卽
下
洗
鬲
、
排
蕩
沙
沫
。
復
起
、
併
指
控
乾
、
閉
之
茶
藏
候
投
。

蓋
他
茶
欲
按
時
分
投
、
惟
岕
旣
經
洗
控
、
神
理
綿
綿
、
止
須
上
投
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
周
高
起
『
洞
山
岕
茶
系
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
羅
岕
の
茶
は
極
め
て
上
等

で
茶
の
美
点
を
す
べ
て
具
え
て
い
る
。
こ
れ
は
洗
浄
と
乾
燥
の
賜
物
で
あ
る
。
熱
湯
で
茶

葉
を
濯
ぎ
、
葉
を
取
り
上
げ
て
洗
鬲
（
水
を
切
る
器
具
）
に
置
い
て
水
気
を
切
る
。
そ
し

て
、
指
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
ま
で
湯
が
冷
め
た
ら
、
茶
葉
を
洗
鬲
ご
と
湯
に
沈
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め
、
茶
葉
の
土
ぼ
こ
り
を
洗
い
落
と
す
。
こ
の
後
、
洗
鬲
を
湯
か
ら
引
き
上
げ
、
手
で
茶

葉
の
水
気
を
切
っ
て
乾
か
し
、
飲
用
に
供
す
る
時
ま
で
密
閉
し
保
管
し
て
お
く
。
他
の
茶

葉
は
摘
ま
れ
る
時
期
に
す
ぐ
淹
れ
る
が
、
羅
岕
の
茶
だ
け
は
洗
浄
と
乾
燥
を
経
る
こ
と

で
、
茶
葉
が
柔
ら
か
く
水
々
し
い
ま
ま
で
あ
り
、
湯
に
茶
葉
を
入
れ
る
だ
け
で
よ
い
。」

第
四
〇
五
条

　
　
【
原
文
】

　

天
下
名
勝
志
、
宜
興
縣
湖
汶
〈
㳇
〉
鎭
有
於
潛
泉
、
竇
穴
濶
二
尺
許
、
狀
如
井
。
其
源

洑
流
潛
通
、
味
頗
甘
冽
。
唐
修
茶
貢
、
此
泉
亦
遞
進
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
曹
学
佺
『
天
下
名
勝
志
』（『
大
明
一
統
名
勝
志
』）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
宜

興
県
（
現
在
の
江
蘇
省
宜
興
市
）
の
湖
㳇
鎮
に
は
於
潜
泉
が
あ
る
。
こ
の
泉
の
穴
の
広
さ

は
二
尺
ば
か
り
、
井
戸
の
よ
う
な
形
状
で
あ
る
。
そ
の
水
源
と
泉
の
間
は
地
中
で
つ
な

が
っ
て
お
り
、
と
て
も
冷
た
く
味
が
良
い
。
唐
の
時
代
は
こ
こ
で
貢
茶
を
作
っ
て
お
り
、

於
潜
泉
の
水
も
あ
わ
せ
て
献
上
さ
れ
て
い
た
。」

第
四
〇
六
条

　
　
【
原
文
】

　

洞
庭
縹
緲
峰
西
北
有
水
月
寺
、
寺
東
入
小
靑
塢
、
有
泉
瑩
澈
甘
凉
、
冬
夏
不
涸
。
宋
李

彌
大
名
之
曰
無
礙
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
天
下
名
勝
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
太
湖
（
現
在
の
江
蘇
省
南
部
に
あ
る

湖
）
に
あ
る
縹
緲
峰
の
西
北
に
は
水
月
寺
が
あ
る
。
寺
の
東
、
小
青
塢
と
い
う
小
山
に
入

る
と
泉
が
あ
り
、
そ
の
水
は
澄
ん
で
い
て
味
が
良
く
、
年
中
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
。
宋
の

李
弥
大
は
、
こ
の
泉
を
無
礙
泉
と
名
付
け
た
。」

第
四
〇
七
条

　
　
【
原
文
】

　

安
吉
州
碧
玉
泉
爲
冠
、
淸
可
鑒
髮
、
香
可
瀹
茗
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
天
下
名
勝
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
安
吉
州
（
現
在
の
浙
江
省
湖
州
市
安
吉

県
）
の
泉
で
は
碧
玉
泉
が
第
一
で
あ
る
。
こ
こ
の
水
は
髪
が
は
っ
き
り
映
る
ほ
ど
澄
ん
で

お
り
、
風
味
が
良
く
茶
を
淹
れ
る
の
に
良
い
。」

第
四
〇
八
条

　
　
【
原
文
】

　

徐
獻
忠
水
品
、
泉
甘
者
、
試
稱
之
、
必
厚
重
〈
重
厚
〉。
其
所
由
來
者
遠
大
使
然
也
。

江
中
南
零
水
、
自
岷
江
發
源
數
千
里
始
澄
於
兩
石
間
、
其
性
亦
重
厚
、
故
甘
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
徐
献
忠
『
水
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
味
の
良
い
泉
水
は
、
重
さ
を
量
っ

て
み
る
と
、
必
ず
重
い
。
こ
れ
は
美
味
な
泉
水
が
遠
く
か
ら
流
れ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。

揚
子
江
の
南
零
水
は
、
水
源
の
岷
江
（
四
川
省
を
流
れ
る
長
江
の
支
流
）
か
ら
数
千
里
を

流
れ
て
鎮
江
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
市
）
金
山
寺
に
あ
る
二
つ
の
大
き
な
石
の
間
に
湧
く

と
、
よ
う
や
く
澄
む
。
そ
の
性
質
も
重
く
、
こ
の
た
め
味
が
良
い
。」

第
四
〇
九
条

　
　
【
原
文
】

　

處
士
茶
經
不
但
擇
水
、
其
火
用
炭
或
勁
薪
、
其
炭
曾
經
燔
、
爲
腥
氣
所
及
及
膏
木
敗
器

60



田中・原田：『続茶経』試訳（其六） 

―（ ）― 36

不
用
之
。
古
人
辨
勞
薪
之
味
、
殆
有
旨
也
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
水
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
陸
羽
の
『
茶
経
』
は
水
の
選
び
方
の
み
な
ら

ず
、
火
を
炭
で
起
こ
す
か
、
硬
木
の
薪
で
起
こ
す
か
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
調
理
の

た
め
に
燃
や
し
て
油
や
生
臭
さ
の
移
っ
た
炭
、
油
分
を
含
む
薪
、
腐
っ
た
木
の
器
は
用
い

て
は
な
ら
な
い
。（『
世
説
新
語
』
に
見
え
る
荀
勗
の
故
事
に
あ
る
よ
う
に
）
古
の
人
は
、

使
い
古
し
の
木
の
器
を
炊
事
に
用
い
る
と
食
材
の
味
を
変
え
て
し
ま
う
と
述
べ
て
お
り
、

こ
れ
は
確
か
な
見
解
で
あ
る
。」

第
四
一
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

山
深
厚
者
、
雄
〈
若
〉
大
者
、
氣
盛
麗
者
、
必
出
佳
泉
〔
水
〕。

　
　
【
和
訳
】

　
『
水
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
奥
深
い
山
、
雄
大
な
山
、
気
勢
が
盛
ん
で
美
し

い
山
に
は
、
質
の
よ
い
泉
水
が
湧
き
出
る
。」

第
四
一
一
条

　
　
【
原
文
】

　

張
大
復
梅
花
筆
談
、
茶
性
必
發
於
水
。
八
分
之
茶
、
遇
十
分
之
水
、
茶
亦
十
分
矣
。
八

分
之
水
、
試
十
分
之
茶
、
茶
只
八
分
耳
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
張
大
復
『
梅
花
筆
談
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
葉
の
持
つ
性
質
は
、
水
に

よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
。
茶
が
八
に
対
し
て
十
の
水
を
注
げ
ば
、
茶
の
性
質
の
十
割
が

引
き
出
さ
れ
る
。
水
が
八
に
対
し
て
十
の
茶
を
投
じ
て
も
、
茶
の
性
質
は
八
割
し
か
引
き

出
さ
れ
な
い
。」

第
四
一
二
条

　
　
【
原
文
】

　

巖
棲
幽
事
、
黃
山
谷
賦
、
洶
洶
乎
、
如
澗
松
之
發
淸
吹
。
浩
浩
乎
、
如
春
空
之
行
白

雲
。
可
謂
得
煎
茶
三
昧
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
陳
継
儒
『
巌
棲
幽
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
宋
の
黄
庭
堅
『
煎
茶
賦
』
に

は
『
洶
洶
た
る
こ
と
、
澗
松
の
清
吹
を
発
す
る
が
如
し
。
浩
浩
た
る
こ
と
、
春
空
の
白
雲

が
行
く
が
如
し
（
湯
が
沸
き
立
つ
様
子
は
、
渓
谷
の
松
林
に
清
ら
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る

よ
う
。
湯
に
広
が
る
蒸
気
は
、
春
の
空
に
白
雲
が
流
れ
行
く
よ
う
）』
と
あ
る
。
煎
茶
の

極
致
に
至
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。」

第
四
一
三
条

　
　
【
原
文
】

　

劍
掃
、
煎
茶
乃
韻
事
〈
非
漫
浪
〉、
須
人
品
與
茶
相
得
。
故
其
法
徃
徃
傳
於
高
流
隱
逸
、

有
烟
霞
泉
石
磊
塊

次
者
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
陸
紹
珩
『
酔
古
堂
剣
掃
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
茶
を
煎
じ
る
の
は
風
雅
の

事
で
あ
り
、
人
の
品
格
と
茶
が
相
通
じ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
茶
の
煎
じ
方
は

往
々
に
し
て
高
潔
な
人
物
や
俗
世
を
離
れ
た
隠
士
、
胸
中
に
山
水
を
思
い
抱
く
文
人
の
間

に
伝
え
ら
れ
た
。」
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第
四
一
四
条

　
　
【
原
文
】

　

湧
幢
小
品
、
天
下
第
四
泉
在
上
饒
縣
北
茶
山
寺
。
唐
陸
鴻
漸
寓
其
地
、
卽
山
種
茶
、
酌

以
烹
之
、
品
其
等
爲
第
四
。
邑
人
尚
書
楊
麒
讀
書
於
此
、
因
取
以
爲
號
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
朱
国
禎
『
湧
幢
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
天
下
第
四
の
泉
は
上
饒
県

（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
）
の
北
の
茶
山
寺
に
あ
る
。
唐
の
陸
羽
は
こ
の
地
に
寓
居
し
、

山
に
茶
を
植
え
た
。
そ
し
て
、
茶
山
寺
の
泉
を
汲
み
茶
を
煮
て
、
天
下
第
四
の
泉
と
評
し

た
。
こ
の
地
の
出
身
で
あ
る
尚
書
の
楊
麒
は
か
つ
て
茶
山
寺
で
学
ん
だ
の
で
『
四
泉
』
と

号
し
た
。」

第
四
一
五
条

　
　
【
原
文
】

　

余
在
京
三
年
、
取
汲
德
勝
門
外
水
、
烹
茶
最
佳
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
湧
幢
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
私
は
北
京
に
三
年
住
ん
で
い
た
が
、
徳
勝

門
外
の
水
を
汲
ん
で
茶
を
煮
る
の
が
最
も
よ
か
っ
た
。」

第
四
一
六
条

　
　
【
原
文
】

　

大
内
御
用
井
、
亦
西
山
泉
脉
所
灌
、
眞
天
漢
第
一
品
。
陸
羽
所
不
及
載
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
湧
幢
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
宮
中
に
あ
る
皇
帝
陛
下
専
用
の
井
戸
に
は

西
山
（
現
在
の
北
京
市
北
西
部
に
あ
る
山
）
の
水
脈
が
注
い
で
お
り
、
確
か
に
天
下
第
一

の
水
で
あ
る
。
こ
れ
は
陸
羽
の
『
茶
経
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。」

第
四
一
七
条

　
　
【
原
文
】

　

俗
語
、
芒
種
逢
壬
便
立
霉
、
霉
後
積
水
烹
茶
、
甚
香
冽
、
可
久
藏
。
一
交
夏
至
、
便
逈

别
矣
。
試
之
良
驗
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
湧
幢
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
俗
に
、
夏
の
第
三
の
節
気
で
あ
る
芒
種
の

後
、
壬
の
日
に
到
る
と
梅
雨
に
な
る
と
い
う
が
、
梅
雨
に
降
っ
た
雨
水
で
茶
を
煮
る
と
、

爽
や
か
で
良
い
味
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
雨
水
は
長
く
貯
え
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
ひ
と
た
び
夏
至
に
な
る
と
全
く
異
な
る
。
私
が
試
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に

そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。」

第
四
一
八
条

　
　
【
原
文
】

　

家
居
苦
泉
水
難
得
、
自
以
意
取
尋
常
水
煮
滚
、
入
大
磁
罁
、
置
庭
中
、
避
日
色
。
俟
夜

天
色
皎
潔
、
開
罁
受
露
、
凡
三
夕
、
其
淸
澈
、
底
積
垢
二
三
寸
。
亟
取
出
、
以
罈
盛
之
。

烹
茶
、
與
惠
泉
無
異
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
湧
幢
小
品
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
家
で
生
活
し
て
い
る
と
、
泉
水
を
入
手
す

る
の
が
難
し
く
悩
む
。
そ
こ
で
、
私
自
身
の
考
え
で
日
用
の
水
を
沸
か
し
、
磁
器
の
大
か

め
に
注
ぎ
、
日
差
し
を
避
け
て
庭
に
置
い
た
。
雲
ひ
と
つ
な
い
夜
空
に
な
る
の
を
待
ち
、

か
め
の
蓋
を
開
け
て
水
を
夜
露
の
気
に
晒
し
た
。
こ
れ
を
三
日
三
晩
繰
り
返
す
と
、
水
は
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澄
み
渡
り
、
か
め
の
底
に
は
不
純
物
が
二
、三
寸
溜
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
を
す
ぐ
に
汲

み
出
し
、
小
さ
な
壺
に
注
い
だ
。
こ
の
水
で
茶
を
煮
た
と
こ
ろ
、
恵
山
泉
の
水
で
煮
る
の

と
何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。」

第
四
一
九
条

　
　
【
原
文
】

　

聞
龍
它
泉
記
、
吾
鄕
四
郵
〈
陲
〉
皆
山
泉
、
水
在
在
有
之
、
然
皆
淡
而
不
甘
。
獨
所
謂

它
泉
者
、
其
源
出
自
四
明
、
自
洞
抵
埭
、
不
下
三
數
百
里
。
水
色
蔚
藍
、
素
砂
白
石
、
粼

粼
見
底
。
淸
寒
甘
滑
、
甲
於
郡
中
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
聞
龍
『
它
泉
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
我
が
故
郷
の
周
り
は
山
に
囲
ま
れ

て
い
る
の
で
、
至
る
所
に
泉
水
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
泉
の
水
も
味
が
薄
く
て
美
味
く

な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
它
泉
だ
け
は
、
水
源
が
四
明
山
（
現
在
の
浙
江
省
東
部
に
あ

る
山
）
に
あ
り
、
潺
湲
洞
か
ら
它
山
埭
に
至
る
ま
で
、
数
百
里
余
り
を
流
れ
て
く
る
。
水

の
色
は
晴
天
の
青
空
の
よ
う
な
紺
碧
色
を
呈
し
、
水
底
の
白
砂
や
白
石
が
く
っ
き
り
見
え

る
ほ
ど
澄
ん
で
い
る
。
冷
た
く
ま
ろ
や
か
で
あ
り
、
全
郡
第
一
の
水
で
あ
る
。」

第
四
二
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

玉
堂
叢
語
、
黃
諌
常
作
京
師
泉
品
、
郊
原
玉
泉
第
一
、
京
城
文
華
殿
東
大
庖
井
第
一
。

後
謫
廣
州
、
評
泉
以
雞
爬
井
爲
第
一
、
更
名
學
士
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
の
焦
竑
『
玉
堂
叢
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
翰
林
学
士
の
黄
諌
は
か
つ
て

『
京
師
泉
品
』
を
著
し
、
北
京
郊
外
の
泉
で
は
玉
泉
を
第
一
と
し
、
城
内
で
は
文
華
殿
の

東
に
あ
る
大
庖
井
を
第
一
と
し
た
。
黄
諌
は
後
に
広
州
へ
左
遷
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
も
泉

を
品
評
し
て
鶏
爬
井
を
第
一
と
し
、
そ
の
名
を
学
士
泉
と
改
め
た
。」

第
四
二
一
条

　
　
【
原
文
】

　

吳
栻
云
、
武
夷
泉
出
南
山
者
皆
潔
冽
味
短
、
北
山
泉
味
逈
别
、
蓋
兩
山
形
似
而
脉
不
同

也
。
予
攜
茶
具
、
共
訪
得
三
十
九
處
、
其
最
下
者
、
亦
無
硬
冽
氣
質
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
玉
堂
叢
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
宋
の
呉
栻
は
『
武
夷
山
の
な
か
で
も
南
山

の
泉
は
清
ら
か
で
味
が
良
い
も
の
の
余
韻
が
な
く
、
北
山
の
泉
の
味
は
南
山
と
全
く
異
な

る
。
こ
れ
は
、
両
山
が
形
は
似
て
は
い
る
も
の
の
水
脈
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
』
と
述
べ

て
い
る
。
私
は
茶
具
を
携
え
て
三
十
九
箇
所
を
訪
ね
た
が
、
最
も
劣
る
泉
水
に
は
し
っ
か

り
し
た
味
わ
い
や
気
品
が
な
か
っ
た
。」

第
四
二
二
条

　
　
【
原
文
】

　

王
新
城
隴
蜀
餘
聞
、
百
花
潭
有
巨
石
三
、
水
流
其
中
。
汲
之
煎
茶
、
淸
冽
異
於
他
水
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
王
士
禎
『
隴
蜀
余
聞
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
成
都
（
現
在
の
四
川
省
成
都

市
）
の
百
花
潭
に
は
三
つ
の
巨
石
が
あ
り
、
そ
の
間
に
水
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
水
を
汲

ん
で
茶
を
煎
じ
る
と
、
他
の
泉
水
よ
り
も
爽
や
か
で
風
味
が
良
い
。」
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第
四
二
三
条

　
　
【
原
文
】

　

居
易
錄
、
濟
源
縣
段
少
司
空
園
、
是
玉
川
子
煎
茶
處
。
中
有
二
泉
、
或
曰
玉
泉
、
去
盤

谷
不
十
里
。
門
外
一
水
曰
漭
水
、
出
王
屋
山
。
按
通
志
、
玉
泉
在
瀧
水
上
、
盧
仝
煎
茶
於

此
、
今
水
經
注
不
載
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
王
士
禎
『
居
易
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
済
源
県
（
現
在
の
河
南
省
済
源

市
）
の
段
少
司
空
園
は
、
唐
の
盧
仝
が
茶
を
煎
じ
た
所
で
あ
る
。
園
中
に
は
二
つ
の
泉
が

あ
り
、
あ
る
人
は
玉
泉
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
泉
は
盤
谷
か
ら
十
里
に
も
な
ら
な
い
所
に

あ
る
。
ま
た
、
園
の
外
に
は
漭
水
と
い
う
川
が
あ
り
、
王
屋
山
か
ら
流
れ
て
く
る
。『
河

南
通
志
』
に
よ
る
と
、
玉
泉
は
瀧
水
に
あ
り
、
盧
仝
が
こ
こ
で
茶
を
煎
じ
た
。
こ
の
泉

は
、
現
在
伝
わ
る
『
水
経
注
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。」

第
四
二
四
条

　
　
【
原
文
】

　

分
甘
餘
話
、
一
水
、
水
名
也
。
酈
元
水
經
注
、
渭
水
又
東
會
一
水
、
發
源
吳
山
。
地
里

志
、
吳
山
、
古
汧
山
也
。
山
下
石
穴
水
溢
、
石
空
懸
波
側
注
。
按
、
此
卽
一
水
之
源
、
在

靈
應
峰
下
、
所
謂
西
鎭
靈
湫
是
也
。
余
丙
子
祭
告
西
鎭
、
常
品
茶
於
此
。
味
與
西
山
玉
泉

極
相
似
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
王
士
禎
『
分
甘
余
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
一
水
は
、
川
の
名
で
あ
る
。

酈
道
元
の
『
水
経
注
』
に
は
『
渭
水
は
さ
ら
に
東
に
流
れ
て
、
一
水
と
合
流
す
る
。
そ
の

水
源
は
呉
山
に
あ
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
地
里
志
』
に
は
『
呉
山
は
古
の
汧
山

で
あ
る
。
山
麓
の
石
洞
に
は
水
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
石
洞
は
断
崖
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

水
が
下
へ
降
り
注
い
で
い
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
私
が
考
え
る
に
、
こ
の
石
洞
の
水
こ

そ
一
水
の
水
源
で
あ
ろ
う
。
石
洞
は
霊
応
峰
の
麓
の
、
い
わ
ゆ
る
『
西
鎮
霊
湫
』
と
呼
ば

れ
る
所
で
あ
る
。
私
は
康
煕
三
十
五
年
丙
子
の
年 

（
一
六
九
六
） 

に
西
鎮
（
現
在
の
陕
西

省
宝
鶏
市
に
あ
る
呉
山
の
こ
と
）
で
祭
祀
を
執
り
行
っ
た
際
、
当
地
の
茶
を
よ
く
品
評
し

て
い
た
。
そ
の
水
の
風
味
は
北
京
西
山
の
玉
泉
と
極
め
て
似
て
い
る
。」

第
四
二
五
条

　
　
【
原
文
】

　

古
夫
于
亭
雜
錄
、
唐
劉
伯
芻
品
水
、
以
中
泠
爲
第
一
、
惠
山
、
虎
邱
次
之
。
陸
羽
則
以

康
王
谷
爲
第
一
、
而
次
以
惠
山
。
古
今
耳
食
者
、
遂
以
爲
不
易
之
論
。
其
實
二
子
所
見
、

不
過
江
南
數
百
里
内
之
水
。
遠
如
峽
中
蝦
蟇
碚
、
纔
一
見
耳
。
不
知
大
江
以
北
如
吾
郡
發

地
皆
泉
、
其
著
名
者
七
十
有
二
、
以
之
烹
茶
、
皆
不
在
惠
泉
之
下
。
宋
李
文
叔
格
非
、
郡

人
也
。
𡮢
作
濟
南
水
記
、
與
洛
陽
名
園
記
並
傳
。
惜
水
記
不
存
、
無
以
正
二
子
之
陋
耳
。

謝
在
杭
品
平
生
所
見
之
水
、
首
濟
南
趵
突
、
次
以
益
都
孝
婦
泉
（
在
顔
神
鎭
）
、
靑
州
范

公
泉
、
而
尚
未
見
章
邱
之
百
脉
泉
。
右
皆
吾
郡
之
水
、
二
子
何
𡮢
多
〈
夢
〉
見
。
予
𡮢
題

王
秋
史
苹
二
十
四
泉
草
堂
云
、
翻
憐
陸
鴻
漸
跬
歩
限
江
東
。
正
此
意
也
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
王
士
禎
『
古
夫
于
亭
雑
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
唐
の
劉
伯
芻
は
泉
水
を

品
評
し
て
、
揚
子
江
の
中
泠
水
を
天
下
第
一
と
し
、
恵
山
や
虎
邱
の
水
が
次
ぐ
と
し
た
。

一
方
、
陸
羽
は
康
王
谷
の
水
を
第
一
と
し
、
恵
山
が
次
ぐ
と
し
た
。
古
来
よ
り
両
者
の

見
解
を
盲
信
す
る
人
々
は
、
そ
の
品
評
を
不
可
侵
の
も
の
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
、
劉
・
陸
の
二
先
生
が
見
聞
し
た
の
は
、
江
南
数
百
里
の
内
に
過
ぎ
な
い
。
江
南
よ
り

遠
い
所
、
例
え
ば
峡
州
（
現
在
の
湖
北
省
宜
昌
市
）
の
蝦
蟇
碚
は
、
わ
ず
か
一
度
見
た
に

過
ぎ
ず
、
ま
し
て
長
江
よ
り
北
の
場
所
な
ど
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
我
が
故

郷
の
済
南
（
現
在
の
山
東
省
済
南
市
）
は
ど
こ
を
掘
っ
て
も
水
が
湧
き
、
よ
く
知
ら
れ
た
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泉
は
七
十
二
箇
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
水
で
茶
を
煮
て
み
る
と
、
風
味
は
恵
山
の
水
に
劣
ら

な
い
。
宋
の
李
格
非
（
字
は
文
叔
）
は
、
我
が
済
南
の
先
人
で
あ
る
。
か
つ
て
『
済
南
水

記
』
を
著
し
、
同
じ
く
そ
の
手
に
な
る
『
洛
陽
名
園
記
』
と
と
も
に
世
に
広
ま
っ
た
。
し

か
し
、
惜
し
い
こ
と
に
『
済
南
水
記
』
は
今
に
伝
わ
ら
ず
、
二
先
生
の
不
足
を
補
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
謝
肇
淛
（
字
は
在
杭
）
は
平
生
見
聞
し
た
泉
水
の
中
で
、
済
南
の

趵
突
泉
を
第
一
と
し
て
お
り
、
次
い
で
益
都
（
現
在
の
山
東
省
青
州
市
）
の
孝
婦
泉
（
顔

神
鎮
に
あ
る
）、
青
州
（
現
在
の
山
東
省
青
州
市
）
の
范
公
泉
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

章
邱
（
現
在
の
山
東
省
済
南
市
章
丘
区
）
の
百
脈
泉
は
見
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
我
が
故
郷
の
泉
水
で
あ
り
、
二
先
生
は
全
く
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
か
つ
て
王
苹
（
字
は
秋
史
）
の
二
十
四
泉
草
堂
に
『
翻
て
憐
れ
む
陸
鴻
漸
の
、
跬
歩

す
る
こ
と
江
東
に
限
ら
る
る
を
（
私
が
か
え
っ
て
憐
れ
む
の
は
、
陸
羽
の
巡
っ
た
地
が
江

南
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
）』
と
い
う
題
詞
を
記
し
た
。
こ
の
一
句
は
、
ま

さ
に
二
先
生
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。」

第
四
二
六
条

　
　
【
原
文
】

　

陸
次
雲
湖
濡
〈
壖
〉
雜
記
、
龍
井
泉
、
從
龍
口
中
瀉
出
。
水
在
池
内
、
其
氣
恬
然
。
若

遊
人
注
視
久
之
、
忽
波
瀾
湧
起
、
如
欲
雨
之
狀
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
陸
次
雲
『
湖
壖
雑
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
龍
井
泉
は
、
龍
の
口
か
ら
流

れ
出
て
く
る
。
そ
の
水
は
池
に
溜
ま
り
、
気
は
穏
や
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
訪
れ

た
者
が
し
ば
ら
く
見
つ
め
て
い
る
と
突
然
波
立
ち
、
雨
が
降
り
だ
し
そ
う
な
様
子
に
変
わ

る
。」

第
四
二
七
条

　
　
【
原
文
】

　

張
鵬
翮
奉
使
日
記
、
葱
嶺
乾
澗
側
有
舊
二
井
、
從
旁
掘
地
七
八
尺
、
得
水
甘
冽
、
可
煑

茗
。
字
之
曰
、
塞
外
第
一
泉
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
張
鵬
翮
『
奉
使
俄
羅
斯
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
葱
嶺
（
現
在
の
パ

ミ
ー
ル
高
原
一
帯
の
山
）
の
涸
れ
川
の
そ
ば
に
は
古
い
井
戸
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
傍
ら
を

七
、八
尺
掘
る
と
水
が
湧
き
出
し
た
。
こ
の
水
は
清
ら
か
で
風
味
が
よ
く
、
茶
を
煮
る
の

に
よ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
こ
の
湧
水
を
『
塞
外
第
一
泉
』
と
名
付
け
た
。」

第
四
二
八
条

　
　
【
原
文
】

　

廣
輿
記
、
永
平
灤
州
有
扶
蘇
泉
、
甚
甘
冽
。
秦
太
子
扶
蘇
𡮢
憩
此
。

　
　
【
和
訳
】

　

明
末
か
ら
清
初
の
陸
応
暘
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
永
平
灤
州
（
現
在

の
河
北
省
灤
州
市
）
に
は
扶
蘇
泉
が
あ
り
、
そ
の
水
は
大
変
美
味
で
あ
る
。
秦
の
太
子
扶

蘇
は
、
か
つ
て
こ
こ
で
休
ん
だ
と
い
う
。」

第
四
二
九
条

　
　
【
原
文
】

　

江
寧
攝
山
千
佛
嶺
下
、
石
壁
上
刻
隸
書
六
字
曰
、
白
乳
泉
試
茶
亭
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
江
寧
摂
山
（
現
在
の
江
蘇
省
南
京
市
に
あ
る
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棲
霞
山
）
の
千
仏
嶺
の
麓
に
あ
る
断
崖
に
は
、『
白
乳
泉
試
茶
亭
』
の
六
文
字
が
隷
書
で

刻
ま
れ
て
い
る
。」

第
四
三
〇
条

　
　
【
原
文
】

　

鍾
山
八
功
德
水
、
一
淸
、
二
冷
、
三
香
、
四
柔
、
五
甘
、
六
净
、
七
不
饐
、
八
蠲
疴
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
鍾
山
（
現
在
の
南
京
市
に
あ
る
紫
禁
山
）
の

い
わ
ゆ
る
八
功
徳
水
の
『
功
徳
』
と
は
、
第
一
は
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
冷
た
い

こ
と
、
第
三
は
香
り
高
い
こ
と
、
第
四
は
柔
ら
か
い
こ
と
、
第
五
は
美
味
で
あ
る
こ
と
、

第
六
は
清
浄
で
あ
る
こ
と
、
第
七
は
変
質
し
な
い
こ
と
、
第
八
は
病
を
癒
や
す
こ
と
で
あ

る
。」

第
四
三
一
条

　
　
【
原
文
】

　

丹
陽
玉
乳
泉
、
唐
劉
伯
蒭
論
此
水
爲
天
下
第
四
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
丹
陽
（
現
在
の
江
蘇
省
丹
陽
市
）
の
玉
乳
泉

に
つ
い
て
、
唐
の
劉
伯
芻
は
天
下
第
四
の
泉
と
論
じ
て
い
る
。」

第
四
三
二
条

　
　
【
原
文
】

　

寧
州
雙
井
在
黃
山
谷
所
居
之
南
、
汲
以
造
茶
、
絶
勝
他
處
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
寧
州
（
現
在
の
江
西
省
九
江
市
武
寧
県
）
の

双
井
泉
は
宋
の
黄
庭
堅
の
旧
居
の
南
に
あ
る
。
こ
の
水
を
汲
ん
で
茶
を
加
工
す
る
と
、
他

の
地
域
の
茶
に
遥
か
に
勝
る
。」

第
四
三
三
条

　
　
【
原
文
】

　

杭
州
孤
山
下
有
金
沙
泉
、
唐
白
居
易
𡮢
酌
此
泉
、
甘
美
可
愛
。
視
其
地
、
沙
光
燦
如

金
、
因
名
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
杭
州
（
現
在
の
浙
江
省
杭
州
市
）
孤
山
の
麓

に
は
金
沙
泉
が
あ
り
、
唐
の
白
居
易
が
こ
こ
で
水
を
汲
ん
だ
と
い
う
。
風
味
が
良
く
珍
重

す
べ
き
水
で
あ
る
。
こ
の
泉
の
あ
る
場
所
を
見
る
と
、
砂
が
黄
金
の
よ
う
に
輝
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
金
沙
泉
と
名
づ
け
ら
れ
た
。」

第
四
三
四
条

　
　
【
原
文
】

　

安
陸
府
沔
陽
有
陸
子
泉
、
一
名
文
學
泉
。
唐
陸
羽
嗜
茶
、
得
泉
以
試
、
故
名
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
安
陸
府
沔
陽
（
現
在
の
湖
北
省
仙
桃
市
）
に

あ
る
陸
子
泉
は
、
文
学
泉
と
も
い
う
。
唐
の
陸
羽
は
茶
を
好
み
、
こ
の
泉
の
水
で
茶
を
味

わ
っ
た
の
で
、
陸
子
泉
と
名
づ
け
ら
れ
た
。」
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第
四
三
五
条

　
　
【
原
文
】

　

增
訂
廣
輿
記
、
玉
泉
山
泉
出
石
罅
間
。
因
鑿
石
爲
螭
頭
、
泉
從
口
出
、
味
極
甘
美
。
潴

爲
池
、
廣
三
丈
。
東
跨
小
石
橋
、
名
曰
玉
泉
垂
虹
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
蔡
方
炳
『
増
訂
広
輿
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
玉
泉
山
（
現
在
の
北
京
市

海
淀
区
に
あ
る
山
）
の
泉
水
は
岩
の
隙
間
か
ら
流
れ
出
て
い
る
。
岩
に
は
螭
（
龍
の
一
種

で
角
が
な
い
）
の
頭
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
泉
水
は
螭
の
口
か
ら
流
れ
出
る
。
そ
の
水
は
極

め
て
味
が
良
い
。
流
れ
出
る
水
は
溜
ま
っ
て
池
に
な
っ
て
お
り
、
幅
は
三
丈
あ
る
。
そ
の

東
側
に
は
小
さ
な
石
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
そ
の
名
を
『
玉
泉
垂
虹
』
と
い
う
。」

第
四
三
六
条

　
　
【
原
文
】

　

武
夷
山
志
、
山
南
虎
嘯
巖
語
兒
泉
、
濃
若
停
膏
、
瀉
杯
中
、
鑑
毛
髮
、
味
甘
而
博
、
啜

之
有
軟
順
意
。
次
則
天
柱
三
敲
泉
、
而
茶
園
喊
泉
又
可
伯
仲
矣
。
北
山
泉
味
逈
别
。
小
桃

源
一
泉
、
高
地
尺
許
、
汲
不
可
竭
、
謂
之
髙
泉
。
純
遠
而
逸
、

韻
雙
發
、
愈
啜
〔
愈

入
〕、
愈
想
愈
深
、
不
可
以
味
名
也
。
次
則
接
筍
之
仙
掌
露
、
其
最
下
者
、
亦
無
硬
冽
氣

質
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
董
天
工
『
武
夷
山
志
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
武
夷
山
の
南
、
虎
嘯
巌
に
は

語
児
泉
が
あ
る
。
こ
こ
の
水
は
油
の
よ
う
に
濃
厚
で
、
杯
に
注
ぐ
と
髮
が
映
る
ほ
ど
澄
ん

で
い
る
。
味
は
良
く
豊
か
で
あ
り
、
口
に
含
む
と
柔
ら
か
で
舌
触
り
が
よ
い
。
こ
れ
に
次

ぐ
の
は
天
柱
山
（
現
在
の
安
徽
省
安
慶
市
に
あ
る
山
）
の
三
敲
泉
で
あ
り
、
皇
室
の
茶
園

に
あ
る
喊
泉
に
匹
敵
す
る
。
武
夷
北
山
の
泉
の
味
は
、
南
山
と
は
全
く
異
な
る
。
武
夷
山

小
桃
源
に
あ
る
泉
は
地
面
か
ら
一
尺
ほ
ど
高
い
所
に
湧
き
出
て
い
る
。
い
く
ら
汲
ん
で
も

尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
高
泉
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
味
は
純
粋
で
秀
逸
で
あ
り
、
格
調
と
雅

趣
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
飲
む
ほ
ど
に
味
わ
い
深
く
、
そ
の
味
は
言
葉
で
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
武
夷
山
接
筍
峰
の
仙
掌
露
で
あ
る
。
一
方
、
最
も
劣
る

泉
の
水
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
や
気
品
が
な
い
。」

第
四
三
七
条

　
　
【
原
文
】

　

中
山
傳
信
錄
、
琉
球
烹
茶
、
以
茶
末
雜
細
粉
少
許
入
碗
、
沸
水
半
甌
、
用
小
竹
帚
攪
數

十
次
、
起
沫
滿
甌
面
爲
度
、
以
敬
客
。
且
有
以
大
螺
殻
烹
茶
者
。

　
　
【
和
訳
】

　

清
の
徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
琉
球
の
茶
の
淹
れ
方
は
、

細
や
か
な
粉
の
混
じ
っ
た
茶
の
粉
末
を
茶
碗
に
少
し
ば
か
り
入
れ
、
沸
騰
し
た
湯
を
茶
碗

の
半
分
ほ
ど
注
ぎ
、
竹
製
の
小
さ
な
茶
筅
で
数
十
回
、
茶
湯
の
表
面
全
体
が
泡
立
つ
ま
で

か
き
混
ぜ
、
客
に
す
す
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
大
き
な
ほ
ら
貝
の
殻
で
茶
を
点
て
る
こ
と
も

あ
る
。」

第
四
三
八
条

　
　
【
原
文
】

　

隨
見
錄
、
安
慶
府
宿
松
縣
東
門
外
、
孚
玉
山
下
福
昌
寺
旁
井
曰
龍
井
。
水
味
淸
甘
、
瀹

茗
甚
佳
、
質
與
溪
泉
較
重
。

　
　
【
和
訳
】

　
『
随
見
録
』 
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
安
慶
府
宿
松
県 

（
現
在
の
安
徽
省
安
慶
市
宿

松
県
） 

の
東
門
の
外
、
孚
玉
山
の
麓
に
あ
る
福
昌
寺
の
傍
ら
に
は
井
戸
が
あ
り
、
龍
井
と
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い
う
。
こ
の
水
は
清
ら
か
で
滋
味
が
あ
り
、
茶
を
淹
れ
る
の
に
大
変
良
い
。
そ
の
性
質
は

渓
流
の
水
質
よ
り
も
や
や
重
い
。」

續
茶
經
卷
下
終	

男
　
紹
良
　
較
字
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